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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「六番線せんドアが閉まります。ご注意ください」

　そうアナウンスされた瞬しゆん間かん、意い識しきが覚かく醒せいした。

　コンマ一秒後、視線が秋あき葉は原ばらという駅名をとらえる。

　コンマ二秒後、網あみ棚だなから荷物を引きずりおろす。

「すみません！　降ります」

　悲鳴のように叫んだのがコンマ三秒後。

　満員電車の人混みを搔かき分けホームに転がり出た。間一髪、背後でドアが閉まる。駅員が非ひ難なんがましい表情で睨にらんできたが気にしていられない。鞄かばんを肩にかけ直し走り出した。山やま手のて線せんのホーム経由で反対側乗り場に、白線上で足踏みしながら時と計けいを一いち瞥べつする。

　九時二十分。

　畜生、と桜さくら坂ざか工こう兵へいは唸うなり声ごえを漏らした。

　まさか乗り過ごしてしまうとは。今から御お茶ちやノ水みず駅えきに戻るとしてどのくらいで出社できる？　五分、七分……どちらにしろ始業ギリギリだった。

　寝ぼけてたのか？　いや思考はこれ以上ないくらいクリアだった。というかフル回転していた。Ｌ興こう業ぎようの提案書作成、Ｋ電でん気きのルータ設定変更、Ｃメディカルの障害レポート。本日〆しめ切きりのタスクが脳内を駆け巡っていた。いかにして全すべてを滞とどこおりなくこなすか。分刻みのスケジュールを組んでは捨て、捨てては組み直しているうちにいつしか五感の情報処理がおろそかになっていた。御茶ノ水到着のアナウンス、スルー。電気街の眺め、スルー。乗降客の流れ、スルー。すさまじい没入っぷりだった。修行僧、無我の境地ってか。

（……って、仕事が多すぎるんだよ）

　対アルマダ戦終了から十日。社長は年末年始の不ふ調ちようを取り戻すように案件を受注しまくっている。昨日きのうは二件、一昨日おとといは三件、わずか一週間で十個以上のキックオフ依頼が来ていた。既存アカウントのフォローも加えれば目も回る忙しさだ。到底一人ひとりや二人ふたりで回せる量ではない。おまけに先週の月げつ曜よう日び、社長がぶち上げた話。新規サービス開発だっけか？　いい加減にしてくれと叫びたかった。

（人、増えないかなぁ）

　心の底から渇望する。

　中途で三名くらい。ネットワークとサーバに詳しくてＰＭができて提案書を書けて、社内調ちよう整せいもそつなくこなしてくれる人。あ、あとできれば現場作業も嫌いやがらず動いてくれそうな人材。

　………。

　増えるわけないか。

　ブラック臭満点な中小企業。優ゆう秀しゆうな人間であればあるほど真っ先に忌き避ひするだろう。おまけに今はアルマダ戦の後処理で全社コストダウンの真っ最中だ。今いる人員で仕事を回せるなら新規に人を採用してくれるとは思えなかった。

（工数と胡ご麻まの油は絞れば絞るほど出てくる……ってか）

　我ながら嫌いやな格言だ。いかにも社長あたりが使いそうな言葉ではあるが。

　しかめっ面つらを作っていると下くだり線せんの電車が入ってきた。車両の混み具合を見ながら手近な乗降口に飛びこむ。次の駅ですぐ降りられるようドア側に陣取った。

　三分後、御お茶ちやノ水みず駅えきに到着。時と計けいの針は九時二十五分を指していた。始業まであと五分。改札への階段を駆け上り交差点に飛び出る。信号待ちにジリジリしつつ社員証装着。青になるなりダッシュして交番脇わきの道を走り抜けた。カフェの角を曲がりオフィスビルにたどりつく。

　時間は……九時二十八分。よし、エレベーターさえうまくつかまれば間に合う。

　動どう悸きが激はげしい。が、ここが踏ん張りどころだ。開きかけのエントランスに滑りこみ視線を走らせる。上りのエレベーターはと……うぉ、来てる!?

　よりにもよって今まさに扉が閉まらんとしていた。中に人ひと影かげが見える。このまま置いていかれたら間違いなく遅刻だ。

「すみません！　乗ります、乗ります！」

　なりふり構わぬ叫びが奏功したのか、一いつ瞬しゆん遅れて扉が開く。息を切らせて中に入った。操そう作さ盤ばん前の人物に頭を下げる。

「ありがとうございます。助かりま」

　言葉を失った。

　緑眼の女性がボタンを押していた。外国人……欧おう米べい人じんだ。処女雪のような肌と高い鼻び梁りよう、細い首筋を覆おおうミルク色のマフラー。ロングコートの裾すそから白ストッキングの足が伸びている。何より目立つのは髪だ。シルバーブロンドとでもいうのだろうか？　銀ぎん白はく色しよくの毛髪が照明を浴びきらきらと輝かがやいている。

　ものの見事に固まってしまっていた。非日常との遭遇に思考がフリーズしている。ややあって我に返り、一呼吸。

「さ、Thank you」

　口から出た英えい語ごは悲しいくらいの日に本ほん語ご発音だった。彼女は無表情に会釈し『閉』ボタンを押した。点灯している停止階は五階のみ。慌てて七階ボタンをプッシュする。

　軽いＧとともにエレベーターが動き出した。壁かべ際ぎわに寄りながらちらりとうかがってみる。他テナントの社員だろうか。とはいえうちのビルに外資系企業なんて入ってたっけ？　なかったように思う。だとすれば来客か。だが彼女の腕にはコンビニ袋がぶらさげられ、あからさまに買い出し帰りの様よう子すだった。

　年の頃ころは二十代前半か、はっきりした目鼻立ちだが輪りん郭かくが緩ゆるやかなためやや幼い印象も受ける。髪留めのリボンが可愛かわいらしい。身長もさほど高くないだろう。室むろ見みと梢こずえの中間くらいか。睫まつ毛げは驚おどろくほど長く濃こい。気け怠だるげな眼まな差ざしがエキゾチックでぞくぞくする。あまり凝ぎよう視ししているとまずいが、ついつい目が吸い寄せられてしまう。

　息詰まる沈ちん黙もくが数秒、到着のチャイムが響ひびく。階数表示が五階を示していた。こちらを一いち瞥べつすることなく女性がエレベーターから降りる。閉まる扉がコートの背中を覆おおい隠した。

　はぁあと息を吐く。

　緊きん張ちようしたぁ。外国人女性とあんな接近遭遇したのって初めてじゃないだろうか。存在感が凄すさまじい。そばにいるだけで圧倒される。まるで不可視のバリアでも張られている感じだった。

　だが暢のん気きに脱力している余裕はない。エレベーターが七階に到着する。時間は始業一分前。まさに土ど壇たん場ば、最終局面だった。

　扉が開ききるのを待たず廊下に飛び出す。頭の中でカウントダウンスタート、残り五十八秒、五十七秒、五十六秒。アフターバーナー点火、緊急時最大出力！

　廊下を曲がり受付に突入、ミーティングスペースを横目にオフィスフロアを疾走する。途中荷運び中のＯＳ部員とぶつかりそうになるが危うく回かい避ひした。謝しや罪ざいもそこそこにセキュリティドアの前にたどりつく。カードキーをリーダーにかざした。ピッ、読み取りがうまくいかなかったのか赤ＬＥＤが点灯する。もう一度読み取り、エラー、読み取り、エラー。おいおい、こんな時にふざけんな！

　四回目のチャレンジでようやく認証が通った。タックルの要領で肩から中に転がりこむ。

　残り三十秒。

　パーティションの合間を抜け自席に、マウスをつかんで左右に動かした。現れたログオンプロンプトにＩＤ・パスを入力する。なぜかやたらと動作が鈍にぶい。裏でウィルスチェックでも動いているのか。レスポンスの悪さに歯がみしながらエンターキーを連打した。

　残り十五秒。

　もっさりした動きでデスクトップが表示される。ブラウザ起動、タイムカードのページに移動した。と、なぜかまた画面が停止する。液晶右下の通知領域にぴょこりとアイコンが現れていた。ポップアップ、『更新ソフトの準備ができました』って、うるせぇええええ！

　必死でブラウザを選択して打刻ボタンを探す。描画処理が遅れているためかなかなか目当ての表示が現れない。時と計けいの針は容赦なく残り時間を刻んでいく。あと五秒、四秒、三秒、二秒。

　頼むよ！

　念じるように唱えた刹せつ那な、画面がフラッシュする。見み慣なれた『出社』ボタンがブラウザ上に現れていた。必死でマウスポインタを誘ゆう導どうしクリックする。切り替わり後の画面に現れた結果は果たして。

　──出社：九時三十分〇〇秒。

　……はぁあああ。

　今度こそ全身の力が抜けへたりこむ。鞄かばんを肩にかけたまま机に突っ伏した。

　なんとか間に合った。大げさではなく命拾いした気分だ。何せうちのＯＪＴトレーナー様は事前承認なしの遅刻を絶対に許さない。以前、鉄道の遅延証明書をもらい忘れた時は問答無用でドライバーを投げつけてきた。幸いネットで証明書を発行できたからよかったものの、しばらく生きた心地ここちがしなかった。

（今日きようは……見られてないだろうな）

　隣となりのパーティションをうかがってみる。検証機き材ざいだらけの空間に人ひと影かげはなかった。大型の液晶モニタにウィンドウズのロゴが瞬またたいている。鞄かばんもないから客先に直行しているのか。

　ほっと胸をなで下ろした瞬しゆん間かん、肩を叩たたかれた。飛び上がらんばかりの勢いで振り向く。まさかフェイント!?　と思ったが。

「あ、ごめん」

　怯おびえた様よう子すで後じさったのは藤ふじ崎さきだった。眼鏡めがねの奥で小さな目が見開かれている。両の手を大きく左右に振ってきた。

「驚おどろかせちゃった？　や、なんかうずくまってるから大丈夫かなと思って。体たい調ちよう悪い？」

「いえ、大丈夫です、すみません」

　ちょっと寝坊しかけて、と誤ご魔ま化かし荷物を下ろす。ジャケットの乱れを整ととのえ向き直った。

「必死で走ってきたら息切れしちゃって。だめですね運動不足で。昔なら十分二十分は平気で走れたんですけど」

「ああ、そういうこと」

　得とく心しんした様子でうなずいてくる。藤崎は軽く首を傾かしげた。

「ところでさ、桜さくら坂ざか君、今少し時間ある？」

「今ですか？　まぁちょっとなら」

　気軽に答えかけて凍りつく。待った、時間があるならなんだというのだ。

「だめですよ、新しい案件の相そう談だんとか、今月中は本当いっぱいいっぱいなんで」

「えー？　またまた、まだ余裕あるでしょう？　暇だよね？」

「暇なわけないでしょう！　何言ってるんですか!?」

「桜坂君の心の声が聞こえるよ。『仕事が欲しい』『仕事が欲しい』『今の十倍業務をアサインしてほしい……』って」

「死にます！　過労死します！」

　てかこっちの惨状は藤崎さんもよくご存じでしょう！　勘弁してください！　と叫びかけたが。

　藤崎は笑って抗こう議ぎを遮さえぎった。

「冗談冗談。いや仕事の話じゃなくてね。ちょっと顔合わせに付き合ってほしいんだ」

「顔合わせ？」

「えーと……ね」と考える目をされた。鼻の頭を搔かき口角を歪ゆがめる。

「何から話したらいいかな。ま、端的に言うとうちにグループ会社ができてね」

　……は？

「ぐ、グループ会社？」

「子会社だね。スルガシステムが買収して経営権を握った感じ。で、今から僕とそこに行って挨あい拶さつしてほしいんだよ。親会社の人間として」

「ちょ、ちょっと待って下さい。唐突すぎてまったくついていけないんですが」

　会社買収？　子会社？　一体どこからそんな話になったんだ。てかうちみたいな零細が親会社とか、不釣り合いすぎる。

「いつ決まったんですか？　先週の決起集会で社長、全然そんなこと言ってなかったじゃないですか。営業成せい績せきも最悪って話でしたし、会社買うお金なんてあったんですか？」

「交渉自体は大分前からしてたらしいよ。ほら、年末年始にばたばた失注したでしょ。それでやばいと思って社長が方策練ってたみたい。一つはこないだの話、サービス開発ね。で、もう一個が優ゆう良りようＳＩｅｒの買収」

　優良ＳＩｅｒ……。

「今から提案活動して売り上げ回復するのは難むずかしいけれど、案件持ってる会社ごと買収しちゃうなら一いつ瞬しゆんでしょ？　スルガシステム単体の『利益』は凹へこむ代わり連結の『売り上げ』は無事目標を達成できるってわけ」

「すっごい乱らん暴ぼうなやり方に聞こえるんですけど」

「まぁウルトラＣはウルトラＣだね。ただ買収といってもそう大した規模の会社じゃないみたいだよ。社員数は九人……いや八人だっけかな？」

　ありゃ。

　一気に肩の緊きん張ちようが抜ける。

　従業員数八名、スルガシステムに輪わをかけたベンチャーだ。企業というよりもう一部署といった方が適当かもしれない。その程度の規模なら確たしかにうちでも買収できそうだ。親会社・子会社という関係に現実味がある。

　藤ふじ崎さきは落ち着きなく腕うで時ど計けいをのぞきこんだ。

「ごめん、そろそろ行かないと約束の時間に間に合わないんで。で、どう？　桜さくら坂ざか君行けそう？」

「あ、はい、行けます」

　慌てて姿勢を正す。新メンバーとの挨拶程度なら断る理由はない。むしろ積せつ極きよく的てきに顔を繫つないでおきたかった。これから一いつ緒しよに案件をこなす相手かもしれないのだ。早めに面めん識しきを持っておくべきだろう。

　鞄かばんとコートを取り上げると、だが藤崎に制止された。

「いや、近くだから。荷物は置いていっていいよ」

「そう……なんですか？」

　御お茶ちやノ水みず近辺の会社ということだろうか。ならばというのでコートだけ携えると藤崎は更に首を振ってきた。

「大丈夫、すぐ着くから」

「外、結構寒いですよ」

「平気平気」

　そこまで言われては置いていかざるをえない。名刺入れのみポケットに移してパーティションを出た。

　藤ふじ崎さきが足早に歩き出す。遅れないよう小走りであとに続いた。オフィスを退出して受付・共用廊下を通り抜ける。

「ちなみにその会社、なんて名前なんですか？」

　今更ながらのことを訊たずねてみる。藤崎は「えーと」と視し線せんをもたげた。

「デジタル・ヴィレッジって言ったかな。インフラ系の構築・保守が主な業務でね、そういう意味だとＳＥ部に似た組そ織しきかもしれない。サーバはもちろん、ネットワークをできる人もいるみたいだよ」

「おお」

　いいじゃないか。

「もともとどこかの大手ＳＩｅｒをスピンアウトした人達が作ったところらしくてね。技術的にもかなりしっかりしたメンバーが揃そろってるっぽいよ。売り上げはもちろん、人のリソース的にも僕らの助けになるんじゃないかって社長が言ってた」

「素す晴ばらしいですね！」

　感動に身体からだが打うち震ふるえる。まさかの増員、体制増強だった。朝方の絶望──人員不足にこんな形で回答がもたらされるとは。素晴らしいぞ社長、ただの無む茶ちや振ぶりハゲじゃなかったんだ！

　エレベーターホールを横切り非常階段に入る。

「まぁあっちはあっちで仕事持ってるだろうから、すぐにこっちのヘルプもできないだろうけど。いずれは担当変更含めて業務量を調ちよう整せいしていくんじゃないかな。アサイン方法も一元化して、案件管理の方法を共有し合って」

「ええ、ええ」

　二フロア降りてまたエレベーターホールに戻る。廊下入り口、保険会社と思おぼしきテナントの前を通過。

「というか最終的には吸収合併するんじゃないかな？　今はまだ向こうとこっちで人事制度が違うから難むずかしいけど。残業代の扱いとか各種手当てとか整理できたらわざわざ分けてる必要もないしね。晴れて同じ会社の仲間ってわけさ」

「待ち遠しい！　……って、あの、あの藤崎さん？　ちょっと」

「ん？」と振り向いてくる。

「いや、『ん』じゃなくて。どこ行くつもりですか？　先方の会社、訪問するんですよね？」

「そうだよ」

「なら早くエレベーター使いましょうよ。なんでビルの中、あちこち歩き回ってるんですか」

　藤ふじ崎さきは五階の奥に進もうとしている。わざわざ階段で下りてきたことといい、何がしたいのかさっぱり分からない。だが眼鏡めがねの上じよう長ちようは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「なんでも何も……デジタル・ヴィレッジはここだよ」

　あっけらかんと左手の扉を示してくる。

　……はい？

「え、あの、どういうことですか」

「だから買収に伴って先方、うちのビルに引っ越してきたんだよ。……ああ、ごめん。言い忘れてたか」

「そこ重要！　その情報かなり大事です！　って、え？　マジですか。ちょっと心の準備が全然できてないんですけど」

　慌てて居住まいを正すも藤崎は容赦なかった。「まぁまぁ」とカードキーを取り出しリーダーにかざす。

「客先じゃあるまいし気取ってもしょうがないよ。ばぁっと素のままの僕らを見てもらおうよ。今後一いつ緒しよに働く仲間なわけだし」

「そう言いながら藤崎さん、無む茶ちや苦く茶ちや身なり整ととのえてるじゃないですか！　普ふ段だんネクタイとかしてないのに！　シャツもアイロンかけてるし！」

「あはは」

「笑って誤ご魔ま化かさないでください！」

　抗こう議ぎもむなしく開かい錠じよう音おん、扉が開く。仕方なく口をつぐんだ。手て櫛ぐしで髪をなでつけネクタイを直す。

　中は幅・奥行き十メートル程度のこぢんまりとした空間だった。壁かべやパーティションの類たぐいはなく一ひと部へ屋やが丸ごとオフィススペースになっている。簡かん素そな事務机に社員がぱらぱらと腰かけていた。まだ引っ越しが終わっていないのか、床のそこかしこに段ボールが積つみ上がっている。

「すみませーん、おはようございます」

　藤崎の挨あい拶さつに応こたえ社員達が振り向く。既に面めん識しきがあるのか、突然の訪問にも驚おどろいた様よう子すはなかった。

「ちょっと集まっていただけますか。簡かん単たんに挨拶だけしちゃうので」

　ガタガタと椅い子すを引く音が響ひびく。ややあって見み慣なれぬ顔が集まってきた。全体的に若い。二十代か、行って三十前後の人ばかりだ。服装が私服なためひどくカジュアルな印象を受ける。ポロシャツはもちろん、茶髪・ジーンズ姿の人間までいた。会社というよりどこか大学のサークルめいた雰囲気だ。

　随分様子が違うもんだなぁ、同じＩＴ系でも。

　うかがうように視し線せんを走らせて固まる。見覚えのある人物が社員の間に立っていた。

　緑みどり色いろの瞳ひとみ、シルバーブロンドの髪。ほのかな朱を宿す白い肌。パフスリーブのブラウスに縦たてストライプのスカート。朝方エレベーターに乗り合わせた女性だった。相変わらず無愛想というか、気け怠だるげな表情でこちらを見ている。

（ここの社員だったのか……）

　予期せぬ展開に呆ぼう然ぜんとなる。まさか外国人と同僚になってしまうとは。やばい、こんなことならもう少し学生時代きちんと英えい語ごを勉強しておくんだった。……いや、別に英語圏の人と決まったわけではないけど。

　ごほんと藤ふじ崎さきの咳せき払ばらいが響ひびいた。

「えー、一部の方とはもう個別にお話ししていますがスルガシステムの藤崎です。今日きようからみなさんと一いつ緒しよに働かせてもらうことになりました。どうぞ、よろしくお願ねがいします」

　お願いします、お願いしますと不ふ揃ぞろいな唱和が応える。

「折せつ角かくこうして同じグループになったので、どちらが親会社・子会社とか関係なく互いによいところを吸収し合っていければと思います。何か意見やアイディアがあったら遠えん慮りよなく出してください。オフィスも近くなったことですし、気軽な感じで」

　ややおどけたジェスチャーで上階を示す。

「ただ組そ織しき上じようのレポートラインというやつはあるので管理業務や承認作業などはこちらで一括して行います。社長はうちの六ろつ本ぽん松まつが兼務しますが……あまり現場に詳しい人間でもないので、日々の報告・相そう談だん受付は僕らが担当します。一応タイトル的には僕が技術部長で、こちらの桜さくら坂ざか君が部長代理」

　どうもー、部長代理の桜坂でーす。

　………。

　って、はい？

「というわけで具体的にお願いしたい内容ですが」

「ちょっと！　ちょっとすみません、少し中断で！　すぐ戻ります！」

　藤崎の腕を引きオフィスから出る。壁かべ際ぎわに押えつけ殺意のこもった眼まな差ざしを向けた。

「どういうことですか」

「どういうことって、何が？」

　平静を装っているが思い切り視し線せんを逸そらしている。瘦こけた頰ほおに一筋汗が流れていった。

「さっきただの挨あい拶さつだからって言いましたよね？　特に新規の仕事とかじゃない。顔合わせに付き合ってほしいだけだって」

「そ、そうだね、言ったかな」

「部長代理ってなんの話ですか」

「………」

「なんの話ですか」

　嚙かんで含めるように繰くり返す。藤ふじ崎さきはいよいよ首の捻ひねりを大きくした。

「まぁなんというかな。新しい領域にチャレンジするのは大切だよね。構築・提案・運用・保守、桜さくら坂ざか君も色々な経けい験けんを積つんできたわけだし、そろそろ管かん理り職しよくくらいやってみてもいいんじゃないかな？」

「いいわけないでしょう！　僕、新人ですよ！　どこの世界に新卒のヒラを部長代理につける会社があるんですか!?　おかしいでしょう！」

　嚙みつかんばかりの勢いで詰め寄ると藤崎は大きく手を振った。

「ま、まぁちょっと落ち着いてよ。そんな大した話じゃないんだ」

　管理職昇進のどこが大した話ではないのか、よく分からないが一いつ旦たん手の力を緩ゆるめる。幸さち薄うすそうな顔が眼がん前ぜんで引きつり笑いを浮かべた。

「部門長とか言ってもね、本当名ばかりなんだ。要は事務処理だよ。庶務作業と言ってもいいかな」

「庶務……ですか？」

　いきなり話が小さくなった。

　どっちだよ。

「そうそう。えーとね、この会社、実は前もあるＩＴ企業の子会社だったんだよ。で、総務部とか人事部とかバックオフィス系の業務は全部親会社にお願ねがいしてた。現場の社員は本当フロントのメンバーばかり」

「？　エンジニアしかいないってことですか？」

「うん。役員や部門長も親会社の人間が兼任でね。その人達が各種管理を行っていた。で、今回うちが買収して、以前の上じよう長ちよう・総務部にそのままお願いし続けることもできないでしょ？　だからスルガ側で新しく体制を組むことになったわけ」

「新しい……体制」

　まだよく分からない。

「つまりデジタル・ヴィレッジのマネージャーをうちが引き継ぐってことでしょう？　全然楽そうに思えないんですけど」

「だから事務処理部分だけなんだって。仕事は現場で普通に回ってるんだから僕らは総務と彼らの間を取りもつだけ。経費承認とか勤きん怠たいチェックとかそのあたりを機き械かい的てきにこなしていけばいいんだよ」

　えーと……。

　それ、自分達が入る意味なくね？

　直接やったら？　というツッコミはさておき。

「実際の人事とか経費処理は総務の方でやるってことですか？」

「そうそう」

「で、僕らは現場からの申しん請せいを取りまとめて総務に持っていくだけ？」

「うん、カモメさんとかが月げつ次じでやってるでしょ。僕らの申請書類を集めてバックオフィスに持っていくの。あれをＤＶ社……デジタル・ヴィレッジに対して行う感じ。ただ彼らの方に承認者がいないからそれを僕らで受け持つ。基本は受領即承認でいいと思うけどね」

　なるほど……大分分かってきた。ＤＶ社の現場はこれまで通り各種申請作業を行う。自分達はそれを受け取り承認、総務部に提出する。ただ承認印を押す以上、担当は役やく職しよく者しやでなければならない。だから部長・部長代理のタイトルをつける。名目上ＤＶ社員との兼務にする。あくまでレポートラインを維持するため、会社のフローを守るために。

（やってることはただ書類の運搬なんだけどな）

　嘆息して肩の力を抜く。

　まぁその程度なら問題ないか。雑務は新人の役割だ。できることは面めん倒どうくさがらず引き受けるべきだろう。

「分かりました」とうなずく。藤ふじ崎さきは目を見開いた。

「分かって……もらえた？」

「ええまぁ、できれば連れてくる前に一言欲しかったですけど。突然部長代理とか言われたら誰だれでも面くらいますよ」

「ああ……」と呻うめき声ごえが上がった。

「ごめん、それは悪かった。僕も気が急せいてて配はい慮りよが足りなかったと思う。申し訳ない」

「いえ、いえいいですよ。時間がないのは見てて分かりましたから」

　低頭する藤崎を押しとどめる。朝一のアポで慌てていたのだろう。説明しきれないことが一つや二つ出てきても仕方ない。よりにもよって、という気はしないでもないが。

「でね。実はもう一つ謝あやまらなきゃいけないことがあるんだけど」

「なんですか。もう大概のことじゃ驚おどろきませんから、なんでも仰おつしやってください」

　藤崎は心底気まずそうに頭を下げた。

「実はね、僕今日きようから出張が入ってて、ちょっとしばらく管理業務できそうにないんだ」

　………。

「あとＤＶ社の事務処理もきちんと把握している時間なくて、まずはそこからヒアリングしてもらうことになると思う。総務部と打ち合わせして先方の書式がうちで使えるか確かく認にんしてもらえるかな」

「あ、あの……藤崎さん？」

「うわ、もうこんな時間だ！　やばい、飛ひ行こう機きのチケット取っちゃってるんだよ。今から羽はね田だ行くんで。ごめん桜さくら坂ざか君、あとはよろしく！」

「よ、よろしくって、まだ挨あい拶さつも途中ですよ!?」

「戻ってきたらまた顔見せにうかがうんで。その時は飲み会でもご一いつ緒しよしましょうって伝えておいて。もちろん僕のおごりでいいから。頼んだよ！」

　断ち切るように言い走り去っていく。くたびれたジャケットの背中は瞬またたく間まに廊下の奥に消えてしまった。

　……マジかよ。

　がっくりと崩れ落ちそうになる。

　デジタル・ヴィレッジ社、部長代理桜さくら坂ざか工こう兵へい。早速代理業務開始。部長の帰りは……未定。

　非現実的な境遇に呆ぼう然ぜんとなる。展開が早すぎてついていけない。数ヶ月分の無む茶ちや振ぶりを十分で押しつけられた思いだった。

（てか、サービス開発や既存案件はそのまま対応しろってことだよな）

　明示的に外されたわけでない以上、おそらくそうなのだろう。うわー、ありえない。真ま面じ目めにありえない。片やヒラとして馬車馬のように働け、片や管かん理り職しよくとして所定のマネージメントを行え。両方同時とかさすがに無理ゲーすぎるだろ。戦略シミュレーションと格かく闘とうゲームを一いち時どきにプレイするようなものだ。

　まぁ……例によって諸悪の根源は社長なんだろうけど。

　どうせ藤ふじ崎さきの予定も確かく認にんせず強引に管理職業務を押しつけたのだろう。今更出張のキャンセルもできず困り果てスルーパスしてきたというところか。背景を察せられるだけに責められない。被害者同士でいがみ合うのも不毛な話だった。

　ゆるゆるとＤＶ社のオフィスに足を向ける。

　どのみち庶務作業だけだ。下へ手たに藤崎と分業するより最初から全部引き取った方が分かりやすい。いずれ出張も終わるだろう。その時は丸っとポジションごと返却してしまえばいい。

「すみません、お待たせしました」

　扉を開けるともう社員達は席についていた。物もの憂うげな表情でディスプレイに向き合っている。ぱちぱちとタッチタイプの音が響ひびいていた。

「あ、そのままで結構です」

　身じろぎした社員を押しとどめる。深呼吸を一回、精一杯のスマイル。

「えーと、さっきの話の続きなんですが、あの……藤崎が急な出張で外してしまって、代わりに僕の方で管理業務を行うことになりました。一応部長代理らしいので承認とかそのあたり普通に提出していただけると助かります。……あはは、急ですよねぇ、さっき部長登場してもう退場！　どんだけーって」

　おどけた調ちよう子しで言うも笑いは起きなかった。薄うすら寒い沈ちん黙もくが場を満たしている。ＤＶ社員達は無感動にこちらを見ていた。

「あー……」

　盛大に外していますね。つかみから激はげしくＮＧ。

　いかん、場の雰囲気も読めないうちに突っこむんじゃなかった。テンションをノーマルに戻して仕切り直し。

「じゃあ改めて自己紹介しますね。スルガシステムの桜さくら坂ざか工こう兵へいです。専門はネットワークの構築や提案。主に企業インフラのリプレースを担当してきました。まだまだ若じやく輩はい者ものですがどうぞよろしくお願ねがいします」

　こくり、こくりと会釈が応こたえる。よし、とりあえず初期コミュニケーションは成功。次は。

「あの、よければ皆様も簡かん単たんに自己紹介してもらえません？　できるだけ早く顔と名前を一致させたいので」

　何にせよ名前が分からなければ話もできない。よい機き会かいだしこの場でメンバー構成をつかもうと思ったのだが。

「……すみません」

　社員の一人ひとりが片手を上げる。ポロシャツ・チノパンの小太りな男性だった。

「十時から作業なんでそろそろ抜けさせていただきたいんですが、ごめんなさい」

「え、あ、はい」

「申し訳ないです、私も」

「僕も」

　次々に手が上がる。ある者は退室し、ある者はディスプレイに向き直り、気づけば完全に孤立していた。オフィスの入り口でぽつねんと立ち尽くす。どうにももの悲しい状況だった。

　ううむ……。

　最低限業務フローのことだけは聞いておきたかったのだけど。

　困り果てうつむいていると不意に視し線せんを感じた。

（うわ）

　思わず声を上げそうになった。びくつきかけた身体からだを必死で押えつける。

　右みぎ隣どなりにシルバーブロンドの女性が立っていた。いつからいたのか、胸元にノートＰＣを抱えている。じっと緑みどり色いろの瞳ひとみがこちらを見つめていた。

「あ、あの」

　言葉分かるのだろうか。ひょっとしてさっきの挨あい拶さつが伝わっていないのかも、と思い焦る。迷った末、覚悟を決めた。

「ま、マイネーム・イズ──」

「大丈夫ですよ。日に本ほん語ご分かりますから」

　一いつ瞬しゆん誰だれが喋しやべったか理解できなかった。ぱちぱちと目を瞬またたく。女性は鼻から息を抜いた。

「私、日本生まれの日本育ちなんで、普通に話していただいて大丈夫です。桜坂工兵さんですよね」

「えーと……はい、そうです」

　なんとも間抜けな状況だった。海外で必死に英えい語ごを使っていたら相手が日本語で返してきた気分。気負っていただけにばつが悪かった。

「リシーです」

「……はい？」

「エリザベート・ラピス・アカサカ。私の名前です。呼びにくいのでみんなリシーと呼んでます」

「はぁ」

　いきなり何事かと思う。が、ややあって自己紹介されたことに気づいた。先程のこちらの提案に応じてくれたのか。彼女は軽く一礼、用は済んだとばかりに立ち去りかけた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　待って」

　慌てて呼び止める。リシーと名乗った女性はうるさげに振り向いた。

「まだ何か？」
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「あの……実は教えてほしいことがあって」

　一息ついてから事情を説明する。ＤＶ社で使われている事務書類・申しん請せいフォーム、承認フローなどについて聞きたい項目を順に並べていった。少ししてリシーの眉まゆが寄る。

「そんなこと上同士で引き継げばいいじゃないですか。私達現場じゃ全すべてのフローなんて把握してませんよ」

「上同士……というと」

「前任のマネージャーとです」

　……ああ、そうか、買収前は親会社の人間がマネージャーを兼任していたんだっけ。その人とスルガでフローを共有しろと。

　まぁ仰おつしやる通り。仰る通りなんだけどね。

「すみません。ただ僕らも受け入れが急だったので、そのあたりまだ話がついてないんですよ。だからざっくりでもいいので今のやりかたを教えてもらえると」

　ざっくばらんに内情をさらしてみる。今の状況では変に体てい裁さいを取とり繕つくろっても仕方ない。自分達も困ってると訴え助力を乞こうべきだった。

　リシーは嘆息した。

「私、あと三十分で出てしまうんですけど……一いつ旦たん、説明できるところまででいいですか？」

「ええ、ええ構いません」

「ちょっと待ってください」

　銀ぎん色いろの髪を翻ひるがえしてキャビネに赴おもむく。ややあって大量のチューブファイルを携え戻ってきた。ラベルにプリントされた文字は勤きん怠たいルール・旅費交通費申しん請せい・購こう買ばい申請・週報・月報・安否確かく認にん手順。とても小一時間で理解できるボリュームではない。

（………）

　工こう兵へいは死んだ魚の目になった。




「へぇ、思ったよりちゃんとやってるんだねー」

　ロン毛のチャラ男おが能天気に言う。

　突然の部長代理就任から一時間後、工兵は総務部にいる。歌か舞ぶ伎き町ちようのホストを思わせる採用担当は、こちらの持ち帰ったチューブファイルを興きよう味み深ぶかげに確認した。

「ふーん、残業承認に四十五時間超え申請ねぇ。産業医の面めん談だん制度まであるのか、こりゃ大変だ。月げつ次じの事務処理面めん倒どうだろうなー」

　言葉とは裏腹にひどく軽けい薄はくな口く調ちよう。なんとも不安になり挙手する。

「あの……大変なんですか？　ちょっと非ひ常じよう識しきなフローだとか？」

「非常識ではないよ。普通かな。大企業ならどこでもやっている真っ当なフロー」

　普通なのか。だがうちの会社では聞いたこともない単語ばかりだぞ。

「そりゃうちがいい加減だからだよ」

　とんでもないことをさらりと言われた。

　採用担当は長い足を組み直した。

「裁量労働でフレックス勤務の年俸制。一つ一つの単語はもっともらしいけど、要は勤きん怠たい管理もしないし超過費用も支払わないってことだからね。月間百時間労働でも三百時間労働でも給料は同じ。ある意味、働き者が馬ば鹿かを見る会社だよね、うちって。まぁその割にみんな力一杯働いてくれてるんだけど」

　………。

　怒っちゃだめなのかな。怒ってもいいと思うんだけどなぁ。

「そもそもさ、桜さくら坂ざか君。残業って本来違法なんだよ。納期や〆しめ切きりがどうあれ会社は社員に時間外勤務を強制することはできない」

「え？　まさか」

　スルガシステムはいささか異常だが日に本ほんの会社で残業ゼロのところなど存在しないだろう。大なり小なり時間外勤務が発生しているはずだ。というか定時退社などしたら「暇なのか？」と言われかねない。残業が違法だって？　またまた、国内企業は軒並み犯罪者集団だというのか。

　だが採用担当は「いや、本当本当」と手を振った。

「労働基準法読めば分かるけど、ある特定の条件を除いて時間外労働って禁止されてるんだよ。どうしても残業させたかったら従業員と特別な協定を結んで労ろう基き署しよに届け出なきゃいけない。いわゆる三さぶ六ろく協きよう定ていだね。ただこれを活用しても月の超過勤務は四十五時間程度が限界」

「はい？　四十五時間……？」

　一営業日換算で二・二五時間？　定時が五時半とすれば八時前まで残っていると限界突破してしまう。なんだそれ。毎日八時前に帰れる職しよく場ばなんてレアすぎだろう。

「破ったらどうなるんですか」

「まずは労基署の是正勧告だね。悪質な場合は書類送検、罰則としては六か月以下の懲ちよう役えきまたは三十万円以下の罰金かな」

「………」

　あまりにも現状と乖かい離りしていた。ぽかんとしている様を見て取ったのだろう、採用担当は肩をすくめた。

「非現実的でしょ？　更に言うなら残業って自発的にしちゃいけないんだよ。あくまで上じよう長ちようの許可をもらって指示された時間分働くもの。たとえ納期が迫ってようと仕事が立てこんでいようと桜坂君の一存で超過勤務しちゃいけない」

「そ、そんなこと言ってたら仕事が回りませんよ。急な顧こ客きやく対応もありますし。その日どれだけの業務が発生するかなんてあらかじめ分からないじゃないですか。承認者──藤ふじ崎さきさんがいつも社内にいてくれるとは限りませんし」

「まぁね。だからうちはあえてグレーにしてる。よきにつけ悪あしきにつけね、社員が自分で勤務時間をコントロールできるようになってる」

　反面、と採用担当の手がファイルを叩たたいた。

「ＤＶ社はきっちり労務管理して訴訟リスクを減らしている。山のように申しん請せい書類を作ってね、上長承認がなければ残業一つできないようになってる。まぁＤＶ社っていうより以前の親会社の総務がか。……おお、残業申しん請せい、全部紙で保管してる。エコじゃないなぁ、もったいないもったいない」

　ぺらぺらとプリントをめくっている。何十枚、いや百枚以上はありそうな勢いだ。

　ううむ……、きっちりしているんだろうが、先程採用担当の言った通りかなり面めん倒どうだった。全員の残業申請をチェックして承認・却下とか、とても普ふ段だんの仕事しながらやっていられないぞ。

「なんでそんな妙な法律になってるんですかね」

「ん？」

「いや、残業代未払いとか有休没収とか、そういう無む茶ちやな話は取りしまってもらわなきゃ困りますよ？　でも残業自体禁止とか社員の裁量でできないとかナンセンスでしょう。普通に仕事してそれが犯罪になっちゃうような法律はやっぱり変ですよ」

「ははは、桜さくら坂ざか君は社しや畜ちくだなぁ」

　妙な感心の仕方をされた。

「ま、でも変なのは当然だよ。だってこれ単純労働者を念頭に置いた法律だもの」

「単純労働者？」

「工場のライン工とかキーパンチャーとか、時間と成果がきっちり定義された人達。一時間に何個組み立て、一分あたり何文字入力。そんな仕事なら残業の要否は明めい確かくでしょ？　今日きようはノルマ一・二倍なのでみなさん二時間残業してください！　って感じで」

　ああ……。

　なるほど、明確だ。逆に社員が自由意志で超過勤務することなどありえない。何せ定時まで現場にいることが仕事なのだから。勝手に残ったら「何してるの？」という話だろう。

「もともと労働基準法って戦後すぐに作られた法律だからね。当時の労働者は大半第一次・第二次産業従事者なわけで、彼らを守ろうとするのは当然な話だったのさ。ところが現在ほとんどのサラリーマンはサービス業……第三次産業に就ついてるでしょ？　そりゃあ実態ともかけ離はなれてくるさ」

「だったら法律自体変えればいいんじゃないですか？　単純労働とそれ以外とで、残業の基準とかを」

「何度も変えようとしてるよ？　ホワイトカラーエグゼンプションって聞いたことない？　研けん究きゆう職しよくや専門職などを対象に勤務時間の縛しばりをなくそうって制度。そういう人ってどうせ成果しか評価されないんだし、出退社時間決めても意味がないだろうって」

「一理ありますね」

「シンプルでしょ？　でも没、ダメー」

　ばっさりと手しゆ刀とうで空を切られる。

「みんな心配性だからねー。そんな制度できたら残業代カットされる！　過労死させられる！　って戦々恐々なのさ。どうせ世の労働者の大半はサービス残業させられてるのにね。有名無実化した法律をそのまま放置して誰だれか幸せになるのかなー。ま、僕にはどっちでもいいけど」

　どっちでもいいとか言うな、専門家。

　しかしやるせない話だった。労働者を守るために作られた法律が現実と乖かい離りし今では過剰な事務処理を生み出している。行き着く先はＤＶのごときガチガチの労務管理か、あるいはスルガシステムのようにグレー極まりない勤務体系か。

　採用担当はぞんざいにファイルを返してきた。

「ま、とりあえず言われた通りに先方の事務処理してみてよ。あまりに手間ならまたやり方考えるからさ」

「はぁ」と書類の束を受け取る。掌てのひらにかかる重みが恨うらめしい。まったく、この処理の残業はどこに申しん請せいすればいいんだ？

　採用担当は口元を緩ゆるめた。

「しかし桜さくら坂ざか君も聞き上じよう手ずだねぇ、こんなに真ま面じ目めな話したの久しぶりだよ。何？　ひょっとして社保労務とか興きよう味みある？」

　のぞきこむようにして言われる。目の奥に鈍にぶい光が宿っていた。慌てて「いやいやいや」と手を振る。

「これ以上専門分野増やすと泥沼になりそうなんで結構です。僕は一生一エンジニアでやっていくつもりですから」

「まぁまぁそう言わず、社保労務士の試し験けんとか受けてみない？　受験勉強手て伝つだうよ、なんなら参考書も貸すし」

「結構です！　てかなんでもうテキスト取り出してるんですか!?　勘弁してください！」

　必死で固辞していると採用担当が身体からだを引いた。中空に視し線せんを走らせ「む」と唸うなる。

「やっべ、ばれたか」

「は？」

　焦しよう燥そうも露あらわに荷物をまとめ始める。ジャケットを取り上げ椅い子すから立ち上がった。

「ごめん、僕ちょっと急用思い出したから、あとはよろしく。何かあれば携帯に連絡ちょうだい」

「あ、ちょっと！　ちょっと!?」

　呼び止める間もなく退室された。しかも共用スペースに続く非常扉から。一体どうしたのか、目を白黒させているといきなり反対側の扉が蹴けり開けられた。

「ふっざけんなくぉらぁあ！」

　つり目の少女が踏みこんできた。振り乱した髪、悪鬼のごとく歪ゆがんだ表情。片手に抜き身のドライバーを携え前傾姿勢となっている。口角は裂けんばかりに吊つり上がり全身に激はげしい怒気が漲みなぎっていた。出先から戻ってきたばかりなのか、服装はスーツにハイヒールというフォーマルなものだ。だが両りよう袖そではまくり上げられ明らかな戦せん闘とう体勢となっている。彼女は血走った目で室内を見渡した。

「毎度毎度ふざけたことやらかして、今日きようという今日は絶対に許さないわ。生まれてきたことを後悔するくらい徹てつ底てい的てきにぶちのめしてやる！」

　む、室むろ見みさん……？

　予期せぬ闖ちん入にゆう者しやに啞あ然ぜんとなる。ややあって室見が眉まゆをひそめた。

「何、なんであんたがいるのよ桜さくら坂ざか」

「なんでって」

　同じ台詞せりふをそっくりそのまま返したいんですが。

「ちょっと藤ふじ崎さきさんから書類を持っていくよう頼まれて……。室見さんこそどうしたんですか？　社長のところに怒ど鳴なりこむなら部へ屋やが違いますよ」

「違ってないわよ、あのクソ採用担当に話があったんだから」

　室見は苛いら立だたしげに視し線せんを走らせた。

「奴やつはどこ？　隠しだてするとタダじゃすまないわよ」

「……丁ちよう度ど入れ違いで出ていきました。急用を思い出したとか言って」

「ちっ」

　逃げたか、と忌いま々いましげにつぶやかれる。彼女はつかつか歩み寄ってくると採用担当のデスクを蹴けり飛ばした。卓上の筆記具が地じ震しんのように飛び上がる。おおお、怒っていらっしゃる。

「……あの、何があったんですか？　給料の振ふり込こみ額がく間違われたとか？」

「そんな生やさしい話じゃないわよ！」

　コピー紙を数枚手渡される。カラープリントの……ウェブページか？　テキスト主体のレイアウトに写真がいくつか配置されていた。

　二、三枚めくってみて「うぉ」となる。室見の激げき怒どしている理由がはっきり理解できた。

　撮さつ影えい場所はラボルームだろうか、雑然とした床に室見が寝そべっている。口元を半開きにしひどくしどけない寝顔だ。キャミソールの肩かた紐ひもがずれスカートはまくれ上がり、なんとも際どい眺めになっている。そして漫画のようにつけたされたキャプションは──『深夜作業後のラッキー・ハプニング！　もっとすごい様よう子すも見れちゃうかも!?』
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　他ほかの写真もだいたい似たりよったりだ。室見の艶あで姿すがたに写真週刊誌のごとき煽あおり文句がつけくわえられている。ちなみにページタイトルは『二〇××年度　新卒採用ページ。先せん輩ぱい社員の日常』

「知らない間に採用ページがアップデートされてたのよ。今の写真があちこちブックマークされて軽くお祭り状態になってるわ。どーすんのよこれ、海外サイトにまで転載されてるんだけど」

「なんというか……ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　心の底から同情を禁じ得ない。ていうか採用担当もよくシャッターチャンス見つけてくるよな。先程の危険察知能力といいパパラッチの方が向いてるんじゃないだろうか。

　室むろ見みは怒り覚めやらぬ様よう子すでうろうろ動き回っていたが、不意に立ち止まった。視し線せんが卓上の書類をとらえている。

「あ、それは」

　ＤＶ社の業務フローだ。事情を説明しようとした途と端たん、室見は小首を傾かしげた。

「何、ひょっとしてあんたもデジタル・ヴィレッジにアサインされたの？」

「え？　あんた『も』？」

　まさか、この話の流れは。

「社長と藤ふじ崎さきさんに頼まれたのよねぇ。新しく買った子会社の技術アドバイザよろしくって」

　……やっぱり。

「えと……あの、室見さん、技術アドバイザってどういうことなさるおつもりで？」

　不安になり訊たずねる。入社当初の悪夢がこれ以上ないくらい鮮あざやかに蘇よみがえってきた。右も左も分からない自分にこの子供上司はブートキャンプ並のスパルタを施してくれた。今だからこそ感かん謝しやもしているが当時は真ま面じ目めにノイローゼになりかけた。五ヶ月前の中途採用面めん談だんの例もある。子会社のエンジニア達にどういうスタンスで接するつもりか心配になったのだが。

「ん？　作業手順書全レビューして疑問箇所を洗い出し、まともな答えが返ってくるまで徹てつ底てい的てきに追及するつもりだけど」

　ぎゃああああ！　予想通りー！

「だめです、だめですよ室むろ見みさん。グループ企業とはいえ一応他社の人なんですから、頭ごなしに否定しちゃいけません。まずは向こうのやり方を訊きいて様よう子すが分かってから改善していきましょうよ」

「分かってるわよ、そんなこと」

　室見は鼻を鳴らした。

「冗じよう談だんよ冗談。同僚でもない相手にいきなり難なん癖くせつけるわけないでしょ。私だって色々学習してるんだから、初対面の相手にはそれなりの敬意を払うわよ」

「室見……さん？」

　信じられない言葉だった。まさかこの癇かん癪しやく上司が他人に配はい慮りよするとは。しかも学習？　学習と言ったか。つまりここ一年の諸もろ々もろを経て人間的に成長したという話か。信じられない、狼おおかみが言葉を喋しやべったような衝しよう撃げきだ。感動に胸が震ふるえる。

　すごい……奇跡って本当にあるんだ。

　心の底から称しよう賛さんしかけた瞬しゆん間かん、室見の口元が歪ゆがんだ。

「最初に甘くして安心させた方が相手もボロを出しやすいしね。まずは好きなように喋らせてあとでたっぷり絞ってやる。ふふ、楽しみだわ、……ふふふ」

　やっぱだめだ、この人！

　人間として性根からねじ曲がってやがる！

「あ、桜さくら坂ざか。私午後になったら先方訪問するんで、アレンジよろしく」

「何しに行くつもりですか!?」

「敵情視さ──顔見せのご挨あい拶さつ」

「敵情視察!?　敵情視察って言いかけましたか今！」

「いやぁねぇ、そんなこと言うわけないでしょ。威力偵察……いえ、様子うかがいよ」

「喧けん嘩かする気満々じゃないですか、勘弁してください！」

　縄なわ張ばり意い識しきバリバリのエンジニアほど厄やつ介かいなものはない。戦せん闘とうモードの彼女を必死でなだめすかし午後の挨拶内容を打ち合わせる。

　前途は多た難なんだった。
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「で？　あんたから見てどうなのよ、そのＤＶって会社の人達は」

　午後一時、軽い昼食を終えて五階に向かう。傍かたわらの室むろ見みはスーツを整ととのえよそ行きの雰囲気になっていた。小こ脇わきにノートＰＣとルーズリーフを抱えている。背筋はまっすぐ伸びエナメル靴の輝かがやきもまばゆい。出いで立たちだけ見ればまったきできるＯＬだ。小学生並みの背丈だけはどうしようもないが。

「どう……っていうと？」

　質問の意図がつかめず問い返す。室見は苛いら立だたしげに頰ほお肉にくを歪ゆがめた。

「切れ者エンジニア集団って触れこみなんでしょ？　実際に会ってみてどうだったのよ。仕事できそうな人達だった？」

「そんなの……まだまともに話してないから分かりませんよ。適当なこと言って誤解されるのも嫌いやですし。ただ……」

「ただ？」

　感覚的な印象をどう伝えるべきか、言葉を選びながらつぶやく。

「なんか、ぼやっとした人達でしたね。淡々として言葉少なっていうか」

「何それ、やる気がないってこと？」

「そうじゃないんでしょうけど」

　挨あい拶さつの対応もそこそこに仕事を始めていたし怠なまけているわけではないのだろう。ただ。

　……覇は気きが感じられない。

　脳裏を過よぎった単語に得とく心しんする。そうだ、どうにもエネルギーが感じられなかったのだ。システムリリース直前の熱ねつ気き、修しゆ羅ら場ば感、緊きん張ちよう。スルガシステムであればおなじみの雰囲気がまったく見いだせない。あたかもルーチンワーカーのごとく降りかかる仕事を事務的にこなしている感じだった。

　まぁ会社ごとのカラーもあるしな。

　一見のイメージでどうこう語るのもナンセンスだろう。あるいは皆、橋はし本もと課か長ちようみたいに感情表現が下へ手たなのかもしれないし。メンバー全員が橋本課長の職しよく場ば……ううん、馴な染じみづらそうだ。

「とりあえず見たままの様よう子すを言うとですね。先方全員私服です。茶髪とかジーンズとか自由な感じで」

「あぁ、ネット系ベンチャーにありがちな感じね」

「ＰＣもノートパソコン主体で、マックブック・エアとか持ってる人いましたね」

「あるある。Linuxノートとか、あえてウィンドウズを外してくるタイプ」

「で、外国人がいます」

「分かるわー……って何？　外人？」

　真顔で聞き返される。予想外の情報だったのだろう。鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔になっている。

「エリザベスさんですよ。愛称リシー、多た分ぶん欧おう米べい系けいの人だと思うんですが」

「………」

「大丈夫ですよ。日に本ほん語ごぺらぺらですから、構えなくて」

　室むろ見みは「そ、そう……」と表情を強こわばらせた。口元を押えながら。

「なかなか手強そうな会社ね」

　とつぶやく。

　気がつけばＤＶオフィスにたどりついていた。先程採用担当よりもらったカードキーをリーダーにかざす。瞬しゆん間かん。

「ちょ、ちょっとタンマ！」

　呼び止められた。

　室見は神経質に襟えり元もとを直した。ジャケットの生き地じを引っ張り皺しわを伸ばす。

「ど、どう？　変じゃない？　どこかおかしなところない？」

「別に問題ないと思いますよ。じゃ行きますね」

「まっ、て！」

　強い力で二の腕をつかまれる。鳶とび色いろの瞳ひとみが不安そうに見上げてきた。

「なんて挨あい拶さつで始めようかしら。つかみがＯＫなトークってどんなのかしらね」

「………」

　散々強気でいた割にどんだけ神経質になってるんだ。そんなに相手の視し線せんが気になるならあえて挨拶などしないでもよかろうに。

　だが気弱そうな彼女の表情を見て、はっとなる。

　そうだ、この人、部下のマネージメントを何度も失敗しているんだ。自分の前にいた幾人ものＯＪＴ対象者。そのことごとくを潰つぶし辞めさせてきた。必ずしも彼女の責任ばかりでないにせよ色々悔やむところはあるのだろう。

　だからこそ挽ばん回かいしようとしてる。一人前のリーダーとして立ち上がろうとしている。苦手な挨拶も買って出て、人見知りな性格を押えつけて。

「室見さん……」

　胸が熱あつくなり彼女の肩をつかむ。精一杯の笑え顔がおを浮かべてみせた。

「心配ないです、今の室見さんはもう一年前とは違います。それは下で働いていた僕が一番よく知ってますから」

「桜さくら坂ざか……？」

「だから自然体で挨拶してください。気取らず、気負わず、ありのままの室見さんで。そうすれば必ず通じますよ。室見さんが信頼に足る同僚──仲間だってことが」

　室見はしばし目を見開いていたが、ややあって顔を背けた。少し気恥ずかしそうに唇をすぼめる。

「あんたに励まされるとか……私も落ちたもんね」

　毒づく表情にもう迷いの色はない。今の一いつ瞬しゆんで彼女は自分のペースを取り戻したようだった。

「ま、確たしかに付け焼き刃で大物ぶっても仕方ないしね。いつものテンションで臨のぞむしかないか。誤解されたらその時はちゃんと説明すればいいだけだし」

「ええ、ええ」

「でもやっぱりつかみは大切だと思うのよね。何か気の利いたジョークを一つくらい入れた方がいいと思うんだけど」

　………。

　多た分ぶん止やめた方がいいと思います。同じノリで僕も失敗してるんで。

　互いに深呼吸を一回、気持ちを落ち着ける。扉に向き合い再度カードキーをかざした。

　開かい錠じよう。

「お邪じや魔ましまーす」

　恐る恐る中の様よう子すをうかがう。相変わらず静かだ。四名の社員が在席し仕事をしている。リシーは……いた。一番奥の席で黙もく々もくとタッチタイプを続けている。

「すみません、ちょっといいですか」

　打だ鍵けん音おんが止む。八つの瞳ひとみが無言でこちらを見つめた。

　……う、相変わらず慣なれない雰囲気だ。

「度たび々たび申し訳ないです。実はもう一名、うちのメンバーを紹介したくって。えーと」

「室むろ見みです。初めまして」

　すっと室見が一歩進み出る。やや固いが落ち着いた様子だ。周囲の雰囲気にも吞のまれた様子はない。よし、いいぞ、よい感じだ。

「今回技術アドバイザとして御おん社しや業務に関かかわることとなりました。具体的な動きは今後のご相そう談だんになりますが、新しん機き種しゆの検証や提案など持っている情報は惜しみなく出していこうと思います。どうぞよろしくお願ねがいします」

　完かん璧ぺきな挨あい拶さつ。だが相変わらず反応は鈍にぶい。何人かが無表情に頭を下げただけだ。室見の眉まゆがぴくりと痙けい攣れんする。

「えー、ちなみに私のよく使う機械はシスコやブルーコート、あとＢＩＧ─ＩＰもいけますね。マニアックなところだと仮想ラックのインクラなんてのもいじったことがあります。こちらではどんな機械を扱うことが多いんでしょう？」

　沈黙。

　返事はない。

　室見の頰ほおを一筋汗が伝った。彼女は救いを求めるようにこちらを振り返った。……いや、僕に振られても。ここで身内が答えたらかえって寂しいだけですよ？

　気詰まりな静寂が室内を満たす。ややあってもうどうしようもないかと思われた瞬しゆん間かん、ＤＶ社員の手が一つ上がった。

「！　はい、どうぞ！」

　室むろ見みの目が輝かがやく。指し示された若者は無表情に答えた。

「……ちょっと作業中だったんで、業務に戻ってもいいですか？」

　………。

　何ごともなかったように打だ鍵けん音おんが再開する。室見は見るも哀れな様よう子すでうなだれていた。気のせいか周囲の影かげが濃こくなったようにも感じられる。さすがに気の毒になり背中をなでた。

「いや、よくやりましたよ。大丈夫、室見さんの言いたいことはちゃんと伝わってるはずです」

　うう、と低い呻うめき声ごえが響ひびく。小さな顔が持ち上がった。鼻び腔こうを膨ふくらまし歯ぎしりする。

「負けない……この程度でへこたれるもんですか」

　おお？　立ち直った。

　すごい、頑張るなぁ。感心していると彼女は背筋を伸ばした。

「桜さくら坂ざか、案件資料を見せてもらいましょう。どんな仕事を抱えているかやっぱり確かく認にんしておきたいし、資料を見るくらいならそんなお邪じや魔まにもならないでしょ」

「なるほど、確たしかに」

　他社の資料とか勝手に見ていいのかしら、と思ったが自分ここの部長代理だしな。業務上の情報を共有して悪い理由はないだろう。

「いいアイディアですね。個別に話を聞くより細かく状況追えそうですし、普ふ段だんどんなドキュメントを使っているかも分かりますから」

「でしょ？　じゃあ早速始めましょう」

「ええ、始めましょうか」

　………。

「何してるの？　早くゲットしてきなさいよ」

　あれ？　僕が調ちよう整せいするの？　室見さんが声かけてくれるんじゃないの？

　首を傾かしげながら執務スペースに向かう。まぁいくらやる気があっても気持ちだけじゃ人見知りは直らないし、今日きようのところは人前で挨あい拶さつできただけでよしとするか。

　さて誰だれに頼もうかな……って、一人ひとりしかいないか。今のＤＶ社でまともにコミュニケーションを取れそうな相手と言えば。

「すみません、リシーさん」

　銀髪の女性が振り向く。相変わらずアンニュイな表情だ。気き鬱うつげな眼まなこがこちらを映している。

「えーと……いいですか？」

「さっき帰ってきたところなので、色々立てこんでるんですが」

　にべもない返答。そういえば午前中に出かけると言っていたな。まずいタイミングで訪問してしまったか。

「あ、すみません、じゃあ結構です」

　他ほかの人に当たろうとした瞬しゆん間かん「なんですか」と呼び止められた。

「みんな今取りこみ中なので、質問なら私が対応します。どうしました？」

「はい……あの、案件管理表みたいなものってあります？　ちょっとどんな仕事があるか見ておきたいんですが。今後のやりとりのためにも」

「エクセルベースの資料はありますけど……本当簡かん単たんな情報しかのってませんよ。契約期間や担当者名くらいで」

「じゃあプロジェクト資料の入っているファイルサーバとか。パスさえ教えてもらえればあとは自分で確かく認にんするので」

「……ついてきてください」

　一呼吸置いてから席を立つ。キャビネットよりノートＰＣを取り出し空きデスクに置いた。手際よく起動させファイラを表示させる。

「案件リストはこれ、で、プロジェクトドキュメントはこっちのフォルダです。顧こ客きやく単位に分かれてるから適てき宜ぎリストとつき合わせてください。見み積つもりはestimateのフォルダにまとめてあります。うちのメンバーの単タ価リ表フも見ますか？」

「は、はい」

「……フルアクセス権限なのでオペレーションには十分注意してください。更新するとそのまま反映されてしまいますから」

　気をつけますと答えるとリシーは席に引き返した。そのまま何ごともなかったように作業を再開する。

「今のがさっき言ってた外国人？」

　いつの間にか室むろ見みがすぐ後ろまで来ていた。のぞきこむように窓際のリシーを見ている。

「はい、リシーさんですね」

「何人？」

「さぁ……日に本ほん語ご以外喋しやべってるの見たことないんで」

　ふぅんと不満そうにつぶやき、だが大して興きよう味みもなかったのか室見はＰＣに向き直った。手近な椅い子すを引き寄せオペレーション開始、まずは案件リストを開く。

　……Ｆガラス社、メールリレー構築。

　Ｂパーキング社、監かん視しサーバ設定。

　Ｇファイナンス、ファイアウォール導どう入にゆう。

　見覚えのあるキーワードばかりだ。業務内容もだいたい想像がつく。ＳＥ部と似たような業務をしているという話は事実らしい。とりあえず同じ技術分野・言語で話せそうだ。

　ほっと胸をなで下ろす、刹せつ那な。

「この見み積つもり……変じゃない？」

　室むろ見みの声が響ひびいた。

　細い眉まゆが寄っている。彼女は口元に手を当てディスプレイをのぞきこんでいた。

　変？

　もう一度画面を見てみる。見積もり……ってことはお金の話だよな。案件ごとの工数欄らんを確かく認にん、十五万・二十万・七万……んん？　別に妙な数字は入っていないように思うけど。

「何かおかしいですか？」

「よく見てみなさい、これ全部月げつ額がくよ」

「月額？」

　確たしかに工数欄は初期と月額、二つある。そして初期費用はほぼ未入力、月額費用だけ記入されていた。

「……なんでルータ構築が月額になってるんですか」

　ようやく資料の異常さに気づく。室見は「だから言ったでしょ」と小突いてきた。

「普通ルータの設定なんて機き器き手配含め二ヶ月もあれば終わる。だから初期費用で十万二十万もらえば十分、あとに続いたりなんてしない。なのに月額計上？　意味が分からない」

　確かに、ファイアウォール導どう入にゆうが月額とか不可解極まりない。毎月新しい機械を入れるってことか？

「プロジェクトドキュメント見てみましょうよ。構築と言いつつ実は運用案件なのかも」

「そうね」

　事態を収拾させるために行った提案は、だが更なる混乱を招くことになった。

　ファイアウォール構築のフォルダに入っていた資料は驚おどろくほど多彩だった。ルータのコンフィグ、ＤＮＳの設定ファイル、ロードバランサのルール、挙げ句に回かい線せんの管理表みたいなものまで保存されている。

　一体なんのプロジェクトなのか、わけが分からない。資料を追えば追うほど頭がこんがらがってきた。

「こっちも」

　室見が画面を指す。メールリレー構築と銘打たれたフォルダにはウェブプロキシの設定ファイルが入っていた。

「入れ間違い……ですかね」

「たままた確認したプロジェクトが二つとも？　おかしいでしょ、だいいち全案件月額課か金きんって話はどうなるのよ。これも書き間違い？」

「それは」

　ないだろう。一個や二個おかしいならミスと言える。だが全すべておかしいとなればそこにはなんらかの理由が存在するはずだ。部外者にはうかがいしれない背景・意図が。

「担当者に訊きいてみます？」

「まぁ……そうなるわよね」

　室むろ見みの口元が歪ゆがむ。

　社員の邪じや魔まをしたくないから、と言っておいてこのざまだ。苦い表情にもなるだろう。だが今のまま「ああでもない」「こうでもない」と考えていても時間の無む駄だだ。

（訊いてみるか）

　とはいえ現状、自分達は社員の顔と名前を一致させていない。座席表でもあれば話は別だが担当者をピンポイントで見つけ出すのは難むずかしそうだった。

　ファイアウォール導どう入にゆうプロジェクトの資料を取り上げる。作成者は……Ｆ原はらさんか。メールリレー構築はＫ松まつさん。

　ふむ、どうしよう。いちいちリシーを頼るのは避けたいし、とりあえず「Ｆ原さーん」「Ｋ松さーん」と名前を呼んでみるか？　相手が反応すればよし、反応がなければ……うう、考えるだに切ないな。

　いっそ出直しも検討するべきか、ファイルの持ち出しを交渉して、じっくり内容を精査して……などと考えていると不意に人の気け配はいを感じた。

「すみません」

　リシーだった。

「これ、承認もらえますか。一応前任のマネージャーから許可は得ていました」

　差し出された書類を受け取る。休暇届だ。一週間後の月げつ曜よう日びに午前休とある。事由は『所用のため』

「あ、はい」

　押おう印いんして総務に持っていくんだったな。「出しておきますね」と言って気がつく。丁ちよう度どいい、担当者の話も聞いてしまおう。

「ごめんなさい。この……Ｆ原さんってどなたですかね。今、社内にいらっしゃいます？」

　リシーは目を瞬またたいた。

　ややあってわずかに口元を震ふるわせる。

「辞めました」

「え？」

「もう退たい職しよくしています」

　そうなのか、なんて運が悪い。じゃあ。

「こっちのＫ松さんは」

「辞めました」

「………」

　さすがに異常を感じて口ごもる。偶然か？　いや、やっぱり何かおかしい。リストの案件をもう一度確かく認にんする。登とう録ろく時期は……去年の夏。少なくとも半年前には両名ともまだ在籍していたことになる。

「いつ頃ごろ、辞められたんですか？」

「一月前です」

「二人ふたりとも？」

「ええ」

　同じ時期に社員が複数人辞めた？　八名そこらの規模でそれはかなりの騒さわぎだろう。一体何があったのか。

「もういいですか」

　無表情に訊たずねられる。「いえ」と引き留めたものの、どう続けてよいか分からない。疑問が泡のように浮かび上がっては消えていく。

「あの」

「リシーさん、携帯鳴ってます」

　社員の一人ひとりが声を上げる。言われてみればブゥンと鈍にぶいバイブの音が続いていた。リシーは会釈を一回、身を翻ひるがえした。自席に戻り端末を取り上げる。

「はい、デジタル・ヴィレッジ、アカサカです」

　名字で名乗る。そうか、アカサカっていうんだよな……彼女。ってことはやっぱり両親のどちらかは日に本ほん人じんなのか。

「……はい、……ええ、水すい道どう橋ばし店てん。……え？　今からですか」

　声音が固くなる。白い手が携帯を持ち直した。

「……分かってます。ただ今すぐというのは……ええ、二名は必要ですので。……はい、……ちょっと確認してからでもいいですか。……はい……すみません」

　通話保留、オフィスを見渡す。

「Ｌマート水道橋店、誰だれか今から行ける？　保守交換対応」

「俺おれ、行けます」

　茶髪のミュージシャンっぽい若者が手を上げる。リシーはうなずいた。

「もう一名。ごめん、私も今から別件対応で」

　………。

　返事はない。誰もが業務を抱えているのか、リシーの顔が固くなる。

「誰もいない？　厳きびしそう？」

　客からの電話を保留にしているのだ。内心かなり焦っているのだろう。だがどれだけ待っても他ほかの手は上がらない。小ぶりな唇がきゅっとすぼめられた。

「あの……」

　たまりかねて声を上げる。室むろ見みの「あ、こら」という視し線せんを感じるが気にしていられない。

「交換作業くらいなら手て伝つだいますけど。水すい道どう橋ばしならすぐ戻ってこれますよね」

　リシーの目がわずかに見開かれた。少し表情を強こわばらせ、だが迷っている暇はないと感じたのだろう。「いいんですか？」と確かく認にんしてくる。

「はい。一、二時間ですむなら……なんとか」

「………」

　すみません、と謝あやまられる。通話ボタンを押し対応再開、顧こ客きやくと到着予定時刻などを打ち合わせ始めた。

「あんたね……人の仕事手伝っている余裕なんかあるの？」

　室むろ見みが苛いら立だたしげに囁ささやいてきた。

「今日きよう〆しめ切きりのタスク残ってるでしょ。今から二時間潰つぶされたらかなりきついわよ」

「分かってますよ。でも知らんぷりもできないでしょう。立場的に」

　即席とはいえ上司なのだ。部署のピンチに頰ほお被かむりもできないだろう。まぁそもそも午前中からの一件で今日の予定は大幅に狂っている。どうせ徹てつ夜やコースなら今一、二時間ロスしたところで大差はあるまい。

　室見は低い唸うなり声ごえを漏らした。

「……分かったわよ。じゃあ私の方でできるタスクは巻き取っておくわ。戻ってきたら進しん捗ちよく打ち合わせましょう。あと少しこの資料確認したら私もオフィス戻るから」

「……申し訳ないです」

　結局室見さんにしわ寄せがいってしまった。罪悪感に駆られるものの今更方針変更もできない。頭を下げて離り席せき、同行者──茶髪さんのところに向かった。

「どうすればいいですか？」

　方針を訊たずねる。茶髪さんは「ええっと」と視し線せんをさまよわせた。

「保守部材と作業用ＰＣ、あとコンフィグ準備して。コンソールケーブルも」

「部材？　ここにあるんですか」

「はい、キャビネの中に」

　客の保守部材を保管しているのか、この狭いオフィスに。

　一体どういう運用スキームなんだ？　普通ネットワーク機き器きの故障と言ったらハードウェアベンダーが代だい替たい機きを持ってくる感じだろうに。

「二番キャビネ、ＤＫ７８ルータのラックマウントキットつき。ファームはメールしておくから」

　リシーの声が響ひびく。茶髪さんは小走りにキャビネへ駆け寄った。中から１Ｕサイズの装置を取り出し緩かん衝しよう材ざいにくるむ。別の棚から紙袋を引っ張り出しケーブルごと中に詰めた。

「行きましょう」

　両肩に荷物をかけ茶髪さんが言う。とりあえず「はい」とうなずきあとに続いた。

　退室間際、後ろを振り返る。視し線せんを感じたように思ったがリシーは無表情にタッチタイプを続けていた。




　御お茶ちやノ水みずから電車で一駅、ＪＲ水すい道どう橋ばし駅えき最寄りのホームセンターが目的地だった。

　Ｌマート水道橋店、掃除用品や電池などの買い物で何度か訪れたことがある。特段安くないが品しな揃ぞろえはよいイメージだった。

　勝手知ったる正面入口より訪問──というわけにはもちろんいかず、裏の通用口で担当者を呼び出す。やがてエプロン姿の店員が現れ事務スペースに通してくれた。雑然とした空間にラックが一基立てられている。上段少し下に保守部材と同じルータが設置されていた。

「とりあえず取り外しちゃいますか？」

　スーツのジャケットを脱ぎつつ訊たずねる。茶髪さんは「そうっすね」と顎あごをなでた。

「俺おれがドライバー使うんで、下から支えててもらえますか。ええっと」

「桜さくら坂ざかです」

「そう、桜坂さんだった」

　へにゃりと気恥ずかしそうに笑う。歯並びが悪いせいもあり少し愛あい嬌きようが増した。

「じゃあ頼んます」

「はい……って、あの僕一人ひとりでやってもいいですよ？　そちらは代だい替たい機きのセットアップを進めてもらえれば」

　たかだか１ｕの筐きよう体たいだ。左手で支えて右手でドライバー回しとか、なんとでもやりようはあるだろう。だが茶髪さんは「いやぁ」と難なん色しよくを示した。

「きついと思いますよ。ここラック周りのスペース、ほとんどないんで」

　スペースがない？

　ラックそばに行って確かく認にんする。

　げっ。

　架台脇わきに古びたデスクとキャビネが置かれていた。正面側もよく見れば壁かべの出っ張りに遮さえぎられほとんど空間がない。無む理り矢や理り空きスペースに設置したのか、ひどく手狭な環かん境きようだった。

　これは……やりづらい。思い切り身体からだをねじって手を差し入れないと作業できない。リシーが二人ふたり必要と言ったのも分かる。一人で作業したらどこかで機器を取り落としかねなかった。

「無理でしょう？」

「ええ……厳きびしいですね」

　仕方なくアドバイス通り機器の支えに回る。なるべくラックの正面スペースを空け、脇から筐体底面を持ち上げた。

　……ぐっ。

　間にデスクが挟まっているためひどく支えづらい。ゴールキーパーが横跳びしているような、不自然極まりない体勢となる。

「ネジ、左下外しますねー」

「は、はい」

「二本目外します、荷重かかりまーす」

「はい……ぐぉぅ!?」

「まだ半分ですよー、頑張ってくださいね。三本目ー」

「うひっ！　……がっ、ぐぅ！」

　指と手首の関節が妙な方向に曲がる。やばい、やばい、やばい。慌ててもう一方の手を奥に差し入れた。荷重のバランスを取りなんとか安定させる。弾みで剝むき出だしの腕を金具で擦こすったが気にしていられない。

　なんだこれ、新手の拷ごう問もんか。

　なんとか四本目のネジ取り外しにも耐え機き器きを取り出す。コンソールケーブルを接続、ターミナルソフト経由でルータにアクセスし始めた。

　どうやらコンフィグを抜き出しローカルに保存しているらしい。それをそのまま代だい替たい機きに投入するつもりなのか。

　うーん。いまいちよく分からない。自分が知っている機器の故障対応とあまりにかけ離はなれていた。普通現行機のコンフィグって別のところに保管しておくよな。で、メール・物理媒体などであらかじめ保守業者に受け渡しておく。でないと電源故障時とか、今のコンフィグ自体取り出せなくなってしまう。

　見ているうち、茶髪さんは代替機のファームアップを始めた。おそらく現行機のバージョンに合わせているのだろうが、それも今やるのかという話だ。処理待ちになっている時間を見計らい声がけする。

「あの……少しうかがってもいいですか？」

「はーい？」

「これって、Ｌマートさんのネットワーク機器保守をＤＶで受け持ってるって話でいいんですよね？」

「はぁ……まぁそうっすね」

「対象店てん舗ぽってここだけなんですか？　水すい道どう橋ばし店てんで何かあった時だけの対応とか？」

「いやいや」と茶髪さんは首を振った。

「基本全店舗っすよ。こないだは戸と田だ店てんとか行きましたし」

「戸田って……埼さい玉たまの？」

「っすね。行きづらかったっす」

　へらへらと笑われる。……って行きづらいどころの話じゃないぞ。何かある度たびにオフィスから駆けつけているのか？　非効率的すぎる。いや、それよりも何より。

「保守部材ってどのくらいストックしてあるんですか」

　オフィスにいた時から気になっていたことだ。一拠点や二拠点の保守ならともかく全ぜん店てん舗ぽの修理部材なら相応の数が必要だろう。三台か四台か、それでも複数障害を考えると不安この上ない。

　だが返ってきた答えは予想を遥はるかに超えるものだった。

「一台っすね」

「はい？　全店舗でですか？」

「いやいや、この機き種しゆを使ってる全部のお客さんでです」

「全部……」

「三顧こ客きやく……四顧客くらいいたかなぁ。ベンダー保守は全部郵送交換センドバツクなんで一台回収したら次に使い回すって感じでやりくりしてます」

「……それ、複数拠点で同時に障害起きたらどうするんですか」

「ああ、困りますよね。実際やばいと思うんですけど、そういう契約みたいなんで」

　ん、んんん。一体その契約って誰だれが得するんだ？　リスクは高いわ、作業負荷は高いわでいいことなしに思えるんだけど。

「なんで普通にベンダー保守かけないんですか」

「え？」

「現地交換オンサイトでも郵送交換センドバツクでも、機器の台数分保守契約結んでおけばこんな面めん倒どうな対応する必要ないでしょう。復旧時間も大分短たん縮しゆくできるでしょうに」

「んー、自分そういう難むずかしいこと分からないんで」

　弱り切った様よう子すで肩を落とされる。慌てて手を振り引きさがる。

「あ、すいません、余計な話して。作業続けてください」

　疑問解消のために仕事を邪じや魔ましては元も子もない。今は復旧を第一に考えるべきだった。

　数回のコマンド投入を経てセットアップが完了する。茶髪さんの指示に従い筐きよう体たいを移動、ラック内に差し入れる。ネジ穴の位置を合わせ平行に保った。

「固定しますね」

　手際よくドライバーを回す。一本ネジがはまる度たび、掌てのひらへの荷重が劇げき的てきに減っていった。

「しっかし桜さくら坂ざかさんも変わってますよねぇ」

　ルータの支持に注ちゆう力りよくしていたため一いつ瞬しゆん反応が遅れた。瞬まばたきして顔を向ける。

「変わってる？」

「あ、悪い意味じゃないですよ。でも部長代理なんすよね？　桜坂さん。マネージャーが現場に出てくるとか普通ありえないっすよ。しかもこんな泥臭い作業に」

「………」

　うちの藤ふじ崎さきなんか現場にいる時間の方が長いんですが。

「前のマネージャーさんはそういうことしてくれなかったんですか？」

「ほとんどオフィスにいなかったですしねー」

　そういえば買収前のＤＶは親会社の人間がマネージャーを兼任してたとか言ってたな、だから現場はほぼ放置状態だったということか。

「よく回ってましたね、それで」

「リシーが頑張ってましたから、彼女ああ見えて結構責任感強いんですよ。今回のごたごただって、彼女だけが──」

　何かを言いかけて口ごもる。面おも長ながな顔にわずかだが焦りの色が過よぎった。

「？　どうしました」

「いやなんでもないっす。電源繫つなぎますね」

　あからさまに話を逸そらされる。どうしたのだろう。今回のごたごた──買収のことか？　親会社変更のタイミングでリシーだけが何かした？　同僚のために？　だとしてなぜ隠す必要があるのか。よく分からない。

　しばらく無言の作業が続いた。コンソール経由でpingを打ち疎通確かく認にんする。続けてインタフェースエラーチェック、ＡＣＬ試し験けん、ログ確認。えらく念入りにテストするのでなぜか訊たずねたところどうやらこの機き械かい、リモートではログインできないらしい。一度現地を離はなれたら二度とチェックできないため今のうちに問題点を潰つぶしておくのだとか。それもまた理解に苦しむ運用体制だった。いちいち全部現地に行かなければならないとか、人がどれだけいても足りないだろうに。

　あらかた作業を終えて店員に連絡する。撤てつ退たい準備を進めていると茶髪さんの携帯が鳴った。

「はい、もしもし。……あ、リシーさんですか」

　社内からのコールだろう、ざっくばらんな様よう子すで対応し始める。

「ええ、終わりっす。問題なく完了しました。……はい？　今日きようの夜ですか。いいですけど、場所は？　……三み鷹たか、……了解です。ＨＰサーバの設定変更っすね。……はい、パラメータは──」

　また現地対応か。

　うんざりしながら聞いているも、茶髪さんは飄ひよう々ひようとした様よう子すだった。同様の対応に慣なれているのか、必要事項をやりとりした末、電話を切る。

「すいません、桜さくら坂ざかさん」

　へらっとした笑え顔がおで呼びかけられた。

「今日残業申しん請せい、いいっすか？　ついでにタクシー使用許可も」

　拒否する理由はなかった。




　東とう京きようドームシティの外がい壁へき沿ぞいに歩きながらスマホを取り出す。

　茶髪さんは次のアポがあるとかで地下鉄に乗っていってしまった。本当はもっと色々話を聞きたかったが業務の邪じや魔まもできない。胸中のもやもやは一いつ旦たん抱えて帰るしかなさそうだった。

　アドレス帳から室むろ見みの番号を呼び出す。数回のコール音の後、回かい線せんが繫つながった。

「お疲れ様です、桜さくら坂ざかです」

『ああ、お疲れ』

　不ふ機き嫌げんそうな声が返ってくる。とはいえ彼女が刺とげ々とげしいのはいつものことなので気にもならない。実際あとに続く台詞せりふは普通のものだった。

『終わったの？』

「ええ、無事。今から帰りますけど……室見さんまだＤＶですか？」

『とっくに戻ってるわよ。居い心地ごこち悪くてね、早々に出てきちゃったわ』

「………」

　容易に情景が思い浮かぶ。あの雰囲気に一人ひとり取り残されたらかなり辛つらいだろう。室見はかなりの忍耐をもって挨あい拶さつに臨のぞんだようだが、にしたって限度がある。

『なんかつかみどころがないのよねぇ。案件資料見ても社員と話してても全然ぴんと来ないし。どういう会社なのかさっぱりだわ』

「ネットワークやサーバインフラが専門みたいですけど」

『業務範はん囲いはそうかもしれないけど、じゃあやってることが構築なの？　運用なの？　って話よ。見たところＰＭっぽい仕事もないし、なんちゃってカスタマーエンジニアＣＥ？　でも案件資料には回線管理のリストとかあったし、どういう費用でどういう仕事を回してるのかさっぱり』

　投げ出すように言われる。確たしかに指摘通りだ。今回のルータ交換業務も一体どんなスキームになっているのかまったく分からない。いたずらにリスクと手間だけが大きい仕事。

「室見さん、今ちょっと話してても大丈夫ですか？」

『？　いいけど』

　今日きようの保守対応なんですけど、と前置きして説明し始める。交換部材が各機種一台しかないこと。リモートでのログインができずオンサイト対応していること。コンフィグも現地で抜き出し移し替えてることなどを思い出した順に話していった。

「なんか、色々変じゃないですか？　無む駄だが多いっていうか、あえて面めん倒どうなやり方にしてる気がして。その割に大したお金ももらってないみたいですし」

　自社からメンテナンスできるよう整せい備びするだけでも大分違うだろう。少なくともサーバの設定変更一つで三み鷹たかに行かされることはないはずだ。

　鬱うつ積せきした疑問を吐き出し続けて、だがふっと気づく。室見の返答がない。電話向こうは先程から静まり返っていた。

「あの……室見さん？」

　恐る恐る呼びかけると低い唸うなり声ごえが返ってきた。

『筋が悪いわね』

「え？」

　筋？

『よくない類たぐいの案件だって言ってるの。……ああ、嫌いやなこと思い出しちゃった』

「嫌なこと」

　話の流れが分からないので鸚おう鵡む返がえしに繰くり返すしかない。室むろ見みは苛いら立だたしげに続けた。

『昔ね、同じようなリクエストを客にされたことがあったのよ。ベンダー保守はいらない、かわりに代だい替たい機きを一個買って、何かあったら都ス度ポ精ツ算トで交換しに来てくれって』

「はぁ」

　まさしく今回と同じスキームだ。だが相変わらず申し出のメリットが分からない。場末のＳＩｅｒに保守業務を任せても専門の業者には遠く及ばないだろう。対応時間、機器在庫数、人員配置、どれをとってもアマチュアの域を出ないはずだ。

「一体それ、お客さんは何が嬉うれしいんですかね？」

　たまりかね訊たずねると室見は鼻を鳴らした。

『分からないの？　保守費用が激げき減げんするでしょ』

　激……減。

「そんなに減るもんですか」

『減るわよ。てかあんた、ベンダー保守費の計算方法、ちゃんと理解してる？』

「………」

　言われてみればきちんと把握していない。普ふ段だんは出てきた見み積つもりをそのまま転記しているだけで明細まで調しらべたことはなかった。

　はぁと嘆息が響ひびいた。

『料率って考え方があってね。基本機器保守は本体価格に何％かけた額がくを年間で支払うの。オンサイトなら二十％、センドバックなら五％って具合で』

「二十％……」

『十万円の機器を三十台買ったと考えてみて。トータルに二掛けしたものが保守費用になるから、ほら』

　１０×３０×０・２で、えー、つまり。

「え、六十万!?」

　新しく機器を購こう入にゆうしたわけでもないのに、非常時の補ほ償しようをつけるだけでそんなにかかるのか。普通家電を購入した時には無料で三年保証とか五年保証とかついてくるのに。

『ソフトウェア保守ならもっと取られるわよ。まぁ要は保険だしね、きっちり掛け金払いこむかわりに非常時のサポートが受けられる。それを都度精算、出張費数万でやってくれとか、馬ば鹿かにするにもほどがあるわ』

「ＤＶがやってる仕事はそれだって言うんですか？」

『多た分ぶんね』

「なんでまた」

　そんなろくでもない案件を受けているのか。呆あつ気けにとられていると室むろ見みは『さぁ』と口を濁にごした。

『付き合いの長い顧こ客きやくにねじこまれたか、あるいは上層部同士でバーターでもあったのか。よく分からないけどね。とにかく普通の経けい緯いじゃないことは確たしかよ。あと顧客環かん境きようにリモートログインできないって言ったわよね？　それも多分同じようなねじこみよ。客の運用機器を都合のよい時だけメンテナンスさせられてる』

「というと」

『業者管理の機材なら当然顧客ではいじれないでしょ？　セキュリティ的にも設定の一貫性って意味でも。それを好きなように構成変更できて困ったら業者を呼びつけられる。で、運用費はロハ。客にとったら笑いが止まらないはずよ。業者側は地じ獄ごくだけどね』

「………」

　桜さくら坂ざか、と呼ばわれた。耳元の声が固さを増す。

『気をつけた方がいいわ。このＤＶって会社、何かやばい感じがする』

「やばい……」

『爆ばく弾だん抱えてるかもって話よ。きちんと調しらべてから付き合った方がいいわ』

「そう言われても……会社買収はもう終わった話ですし、マネージャー業務も勝手にボイコットできないですよ。藤ふじ崎さきさんに相そう談だんしてみないと」

　まぁ当の藤崎はしばらく所在不明なのだが。

『とにかく用心しなさいって話よ。おかしなところがあったらまずは情報共有する。私達の間だけでも相談して対応する。いい？』

「……はい」

　会社レベルのトラブルに自分達だけで何ができるのかと思ったが、まぁ個人の判断で突っ走るよりはマシだろう。とりあえずアンテナを張り巡らせよく分からない時は立ち止まる。内部で対策を練る。わずかな注意を払うだけで随分違うはずだった。

　気づけばＪＲの駅にたどりついていた。定期券を取り出し鞄かばんを担ぎ直す。

「電車乗るので一いつ旦たん切りますね。もう十分くらいで帰れると思います」

『了解』

　通話が終了する。

　頭上の高架を電車が駆け抜けていった。
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　しばらくは何ごともないように思われた。

　というより自分の仕事が立てこみ、とてもＤＶの業務を見ているどころではなかった。丁ちよう度ど美み倉くら印いん刷さつ向けのＳＲＧ４６リリース作業が重なったこともある。通常案件とサービス開発の同時並行で飽和状態になりマネージャー業務は大概後回しになっていた。

　とはいえ全部を綺き麗れいさっぱり忘れられたわけではない。残業申しん請せいやタクシー利用申請、休日出勤届けは連日のように送られてくる。基本ノーチェックといえ押おう印いんや提出作業まで省略できるわけではない。結局、定時後一度はどこにいようと帰社して事務処理をこなす羽目になる。面めん倒どうなことこの上なかった。

（いい加減何かやり方考えないとな……）

　全すべて真ま面じ目めにやっていたら身がもたない。多少なりとも効率のよい方法を検討したかった。だいたいマネージャー承認なんてほぼ形式的なものだろう？　だったら名前だけ藤ふじ崎さきさんのものにして、実承認は総務側でやってもらうとか。

「スルガシステム様、スルガシステム桜さくら坂ざか様」

　ほがらかな声に思考から引き戻される。

　おっと。

　制服姿の女性がこちらを探している。慌てて立ち上がり会釈した。本日の訪問先、Ｒフーズ社の受付係だ。入にゆう館かん証しよう受領後、会かい議ぎ室しつまで誘ゆう導どうしてもらうのがいつもの流れだった。

（今日きようのアジェンダはと）

　今更ながら反はん芻すうする。来週に控えたファイアウォール設置の手順レビュー、試し験けん項目確かく認にん、入館手続きの認にん識しき合わせなど。他ほかに気を取られていてはとても話せない内容ばかりだ。気合いを入れ直さなければ。頰ほおを叩たたいた瞬しゆん間かん、携帯が鳴った。

「……あ、すみません」

　先行する受付係に頭を下げる。液晶に表示された番号は……知らない携帯だ。誰だれだろう。首を傾かしげつつ通話ボタンを押す。

「はい、もしもし」

『困るよ、桜坂君！』

　いきなり耳元で叫ばれた。

　首をすくめスピーカーを見つめる。

「あの……どちら様で？」

『僕だよ僕！　分かるでしょ！』

　採用担当の声だった。ただ普通今のやりとりでは分からないだろう。仕事の電話なのだからきっちり名乗ってほしい。「僕だよ僕」って、オレオレ詐さ欺ぎと間違えかねないぞ。

　まぁ彼が非ひ常じよう識しきなのは今日きように始まったことではない。ここは自分が大人おとなの対応をするべきか。

「すみません、ちょっとお客様先なので、後程かけ直します」

『何言ってるのさ!?　今はそれどころじゃないでしょ！』

　………。

　怒られた。

　納得いかない、理不尽だ。

　観かん念ねんして携帯を握り直す。仕方ない、一いつ旦たん用件を聞き対応は後程ということにするか。

「どうしました？　ＤＶで何かありましたか」

『何かあったかじゃないよ！』

　声が大きい。必死でスピーカーのボリュームを落とす。

『残業代！　ここ一週間だけで百二十万近くなってるよ。どういうチェックしてるのさ、大赤字だよこれじゃあ』

「え、百二十万？」

　規格外の数字に目を剝むく。そりゃ確たしかにほぼ全員毎日残業しているが……だからと言って百万超え？　マジで？

『深夜や休日出勤だと支払いレートが違うんだよ、あの会社。あと経費もさ、桜さくら坂ざか君、タクシー代とかほいほい承認してるけど一回あたり一万円近く飛んでるんだよ？　社員の半数が終電逃したらそれで四万とか請せい求きゆう来るわけ。分かる？』

「………」

　分かっていなかった。自分がルーチンワークで押している判はん子こがどういう意味合いを持っているか、どの程度のインパクトを有しているか、数字に置き換えて考えようとしていなかった。あまりのことに絶句する。

　採用担当は低い呻うめき声ごえを上げた。

『あー、これ社長に知られたらやばいよ。大惨事、大火事だよ。とにかくさ桜坂君、この申しん請せい今のままだと受け入れられないから、なんとかしてよ』

「なんとかって……突き返せってことですか」

　残業代なんて認められない、取り下げろと言えってか。

『何言ってるの。そんなことして労ろう基き署しよに訴えられたら百パーセント、うちの負けでしょ。だめだめ、桜坂君がやるべきことはね。きっちりした収支管理と理由づけ』

「しゅ、収支管理？」

『メンバー毎ごとの売り上げと稼か働どうを比較して利益が出ているか、残業代をカバーできているか確かく認にんするの。で適正な時間外コストならその旨むねレポートしてもらう。反対に説明がつかないような時間外はリジェクトする。当たり前の話でしょう？』

「あ、当たり前かもしれませんけど」

　それは正規のマネージャーの業務だろう。自分は単純に事務処理を請うけ負っただけだ。適正稼か働どうの管理などとてもこなしきれない。

　だが抗こう議ぎする暇もなく採用担当は続けた。

『頼んだよ。繰くり返しになるけど今の状態じゃ残業代は出せないから。ＤＶの人達にもちゃんと言っておいてね。よろしく！』

　通話が切れた。

　時間が静止したように感じる。身体からだが岩のごとく強こわばっていた。

「あの、スルガシステム様？」

　受付係が様よう子すをうかがってくる。「はい」と答えるまでに、たっぷり数秒かかった。




「室むろ見みさぁあああん！」

　会社に戻るなりラボルームへ突入した。コートと荷物を下ろしている余裕もない。ほとんど半泣き状態でデスクに駆け寄る。

　室見は丁ちよう度どツナ缶の中身を口に運んでいるところだった。突然の闖ちん入にゆう者しやにぎょっとした様子で振り返る。

「大変です、大ごとです、大ピンチです！」

「ちょ、しがみつかないで！　何よいきなり、どうしたの!?」

「はぁはぁはぁ」

「近い！　息がかかる！　ちょっと！」
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「ふっ、ふぅ、はぁ」

「服引っ張らないで！　伸びる、破れるでしょ!?　あ、こら、どこに手入れてんの！」

「えへ、えへへへへ、いひひひ」

　殴られた。

　ぐーで。

　室見はスカートの裾すそを押えてあとじさった。

「それ以上変なことしたらぶっ飛ばすわよ。本気で殴るからね」

　もう殴ってますが……。

　頰ほおをさすりつつ立ち上がる。

「すみません、ショックのあまりテンションがおかしくなってました。大丈夫です、今ので落ち着いたんで」

「一体何があったのよ、またＤＶの件？」

　ええ……とうなずき説明する。正直採用担当の話を全すべて咀そ嚼しやくしているわけではなかったが、要点と思おぼしきところをかいつまんで話していった。

「残業代百二十万……ね」

　室むろ見みは苦い表情になった。乱れた服を直しながら舌打ちする。

「やってくれるわね、あの会社」

「時間に直すと二百……三百時間ですかね？　その内訳を出せとか無む茶ちや苦く茶ちやですよ。しかももらってるお金と比較して黒字かどうかチェックしろって。一体何をすればそんな資料作れるんだって話ですよ。一人ひとり一人ひとり担当者に確かく認にんしろとでも言うんですかね？」

　室見がノートＰＣのモニタを開く。液晶画面にＥｘｃｅｌの表が表示されていた。

「そうですそうです、こういう具合に縦たて軸じくが社員、横軸に日付をおいて案件毎ごとの収支が記載されている資料、予算と実じつ稼か働どうが並べてあって赤字なら色を変えて……って、もうある!?」

　まさしく採用担当の欲しがっている資料だった。え、え、なんで。リシーから引き継がれた資料にはこんなものなかったはずなのに。

「室見さんが作ったんですか？」

　こくりと肯定された。彼女は物もの憂うげに画面をスクロールさせた。

「どうにも妙な会社だったからね。暇を見て状況整せい理りしてたのよ。見み積つもり書しよは案件フォルダに入ってたから、あとは日報を組み合わせて」

「日報？」

「先方の社内ＭＬに流れてるのよ。対応者○○、Ａ社作業：１・５時間、Ｃ社資料作成：２・０時間って感じで。一応あんたのアドレスもＭＬに加えてもらってるけど？」

「……すみません、見れてませんでした」

　言われてみれば【二月二日　報告　ヤナガワ】的なメールが何通も届いていた。ぱっと見、先方の社内連絡っぽかったため放置していたのだが。

「稼か働どう時間まで記入されてたんですね、だったらそれを転記すれば……って言うほど楽な作業じゃなかったでしょう」

「まぁ時間はかかったわよ。手作業だしね。でもやった甲か斐いはあったわ。見なさい」

　細い指が数字を追う。Ｂパーキング社案件の稼働四十時間、人件費換算で十五万円。対して当月の売り上げは八万、収支はマイナス七万。

「赤じゃないですか」

　わずか一週間で七万の赤字、このままのペースで一月続けたら云うん十万の損害となる。室むろ見みは「そうね」と爪つめを滑らせた。次の案件を指し示す。

「Ｇファイナンス、月げつ額がく十五万の売り上げ。今週の人件費は四十八時間十八万。差し引き三万の赤字」

「Ｋ電でん子し、月額四万の売り上げ。今週の人件費は十万。差し引き六万の赤字」

　Ｂパーキング、Ｍコーヒー、Ｌマート。

　リスト上の案件はことごとく赤字だった。トータルで百万近い損失。しかもここには深夜対応の交通費は加味されていない。積つみ上げればもっとマイナスが膨ふくらむだろう。喉のどの奥から低い呻うめき声ごえが漏れる。なんだ、なんなんだこの会社は。

　まったく利益を生み出していない、むしろ動けば動くほど損害を増やしている。こんな組そ織しきありえるのか。営利企業として存続しうるのか？

　室見は眉み間けんの皺しわを深くした。

「ま、社員の稼働は内部コストだからね。機き器きや回かい線せんの仕入れと違ってすぐにキャッシュアウトが発生するわけじゃない。だからＤＶ社内でうまく帳ちよう尻じりをあわせられるのであれば超過勤務もありかなと思ってたけど──全部残業代として請せい求きゆうされてるなら話は別ね。早急に止めないと」

「止める」

「もらってる金きん額がく以上の対応はさせない、あるいは時間外勤務を一律禁止してしまう」

　そんな乱らん暴ぼうなと思ったが室見の目は真剣だった。

「いい？　彼らの出している赤字・損害はどこか宙に溶けていってるわけじゃないのよ。人件費って形で私達の利益を食くい潰つぶしてる。あんたや寝ね癖ぐせ頭あたまが死ぬ気で稼かせぎ出したお金をね」

「それは……」

「うちらは連中の親でもパトロンでもない。無尽蔵に金を請求できると思ってるならそれこそ考えを改めてもらわなきゃ。でないと」

　共倒れになるわよ。

　予想外に厳きびしい口く調ちようで告げられた。「まさか」と苦笑しかけるがうまくいかない。小さく喉のどを鳴らし深呼吸する。

「室むろ見みさんの懸け念ねんは分かりますけど、だからってすぐ時間外禁止とかは無む茶ちやですよ。彼らも現在進行形のプロジェクトがあるでしょうし、もう少し様よう子すを見てからでも」

　瞬しゆん間かん、胸ポケットの携帯が震ふるえた。メールの着信だ。取り出して確かく認にんする。

『デジタル・ヴィレッジ　ヤナガワです。以下の内容で時間外勤務を申しん請せいします。時間：定時～二十四時／業務内容：Ｍコーヒー作業準備／備考：深夜勤務となるためタクシー使用も承認願ねがいます』

　露ろ骨こつに顔が凍りついた。

　動揺が伝わったのだろう。室見に携帯をひったくられる。文面を読み進むうち、白い顔がみるみる紅こう潮ちようしていった。ぎりっと音を立てて歯ぎしりする。

「行くわよ」

　ノートＰＣの電源を抜き立ち上がる。部へ屋や履ばきのサンダルを蹴けり飛ばしローファーに履き替えた。

「い、行くってどこへ？　ＤＶですか」

「そうよ。やっぱり一回ガツンと言ってやらないと」

　足音荒くラボルームから出て行く。慌ててあとを追った。ペースが速い。気を抜くと置いていかれそうになる。階段を駆け下り五階に、エレベーターホールを抜け受付ドアのロックを解除した。

「失礼します」

　一切のためもなくＤＶ社オフィスに乗りこんだ。室内には六人のスタッフが詰めている。リシーの姿は……ない。全員相変わらず弛し緩かんした雰囲気でＰＣに向き合っていた。

「これ、今残業申請された方、どなたです？」

　工こう兵へいの携帯をかざし訊たずねる。

「ヤナガワさんって方」

「僕ですけど」

　ネルシャツ姿の社員が手を上げる。やや生はえ際ぎわの後退した太ふとり肉じしの男性だった。眠たげな眼まな差ざしでこちらを見てくる。

　室見はつかつかと彼のデスクに歩み寄った。

「今から二十四時までの作業内容、具体的なアウトプットを説明してください。各タスクの〆しめ切きりと対応案件を含めて」

「なんで」

　と気け色しきばまれる。今までそんなこと求められなかったぞ、という反発が如によ実じつに見て取れた。室むろ見みは視し線せんを厳きびしくした。

「こんなメール一通じゃ残業の要否を判断できないんです。もし恒常的にオーバーワークとなっているならアサインの変更も検討します。だから内訳を教えてください。きちんと納得できたら承認しますから」

「……今取りこみ中なんですけど」

「申しん請せいメールを打つ時間はあったんですよね？」

　うわっ。

　凍りついた空気にぎくりとする。気け怠だるげな雰囲気が一変したように思えた。

　男性は表情を歪ゆがめていたがややあって椅い子すを回した。押し殺した声で「どこでやりますか？」と訊ねてくる。

「ここでいいです」

　ゴミ箱を引き寄せ簡かん易いな椅子とした。こちらはこちらで顔に緊きん張ちようを漲みなぎらせている。わずかな先延ばしの時間も与えるものか、という風だった。

「あ、すみません、僕も聞きます」

　片手を上げて意思表示、デスクの間を駆け抜ける。途中スツールをピックアップし室見の横に座った。

「お願ねがいします」

　頭を下げるとヤナガワは鼻をひくつかせた。仏ぶつ頂ちよう面づらのままマウスを操そう作さする。

「お客さんから今日きようの昼に依頼受けたんですよ。無む線せんのＳＳＩＤを一個増やしてほしいって」

「いつまでに？」

「今週中です」

「機き械かいは」

「ＣＩＳＣＯのアクセスポイント、コントローラで集中管理しています」

　室見の視線が鋭するどくなった。

「コントローラってことはＷＬＣですよね？　ＳＳＩＤ追加なんてＷＥＢ─ＵＩで数クリックじゃないですか。なんでその程度の作業に何時間もかかるんです。しかも今週中ってことはまだ丸一日余裕ありますよね。今日残業する意味ってあるんですか？」

「それは」

　ヤナガワが口ごもる。

「手順書作ってレビュー受けないといけませんし、事前に試し験けん環かん境きようでテストもしておきたいですから。余裕もってやっておきたいんですよ」

「手順書って……ＳＳＩＤ追加するの初めてなんですか？」

「いや、何度か実施してますけど」

「だったら以前の手順を踏とう襲しゆうでいいじゃないですか。新しいことやらないならテストも省略できるでしょう」

「そういうわけにはいきませんよ」

「なんで」

「なぜって……僕ら、今までそういうやり方してなかったんで」

「じゃあ今日きようからやり方を変えてください」

「はぁ？」

「実施済み作業を都度、手順書に起こして試し験けんし直すのははっきりオーバークオリティです。無む駄だもいいところだわ。そんなものに稼か働どうとコストをかけてるとか、ありえない」

「………」

　ヤナガワの顔が怒りに膨ふくれ上がっていた。口角が小刻みに震ふるえている。

　だが室むろ見みは気にした様よう子すもなく続きを促した。

「他ほかには？　今抱えてる仕事って何があるんですか」

　強引に仕掛かり業務を提示させる。編へん集しゆう中ちゆうのコンフィグやドキュメント、作業計画について容赦なくだめ出しをしていった。

　当初三人にん日にちを予定していた作業が瞬またたく間まにそぎ落とされ一営えい業ぎよう日び強のボリュームになる。うなだれるヤナガワを室見はきつい視し線せんで見下ろした。

「これで、今日はもう帰れますね」

　……はい、と答えが返ってくるまでにかなりの時間を要した。納得していないのは明らかだ。だが具体的な指摘に反はん駁ばくもできなかったのだろう。下唇を嚙かみうつむいている。

「他に残業申しん請せいされる方いますか？」

　室見の声が室内に響ひびき渡る。返事はなかった。




　疲れた……。

　午後十一時、無人のＳＥ部オフィスから退出する。照明の消し忘れを確かく認にんしビルセキュリティを有効にした。今日はＯＳ部・ＳＤ部とも残業者が少ないのか、廊下はしんと静まり返っている。殺風景な内装がいつにも増して寒々しく感じられた。

　室見はＤＶ訪問後、早々に出かけてしまった。今いま頃ごろ顧こ客きやくデータセンターで作業の真っ最中だろう。本当はもっと色々話したかったが計画作業では仕方ない。結局あれから追加の時間外申請も来なかったし、彼女の啖たん呵か──ショック療りよう法ほうは功を奏したと言うべきだろう。だがヤナガワの屈辱的な表情が心に突き刺さっている。怒りと反発に満ちた、揺れる眼まな差ざし。

（何か他のやり方はなかったのかな……）

　相手の面子メンツを潰つぶさずにこちらの危き機き感かんを共有する方法。会社ごとに異なる価か値ち観かん・仕事のやり方をすり合わせる手立て。

　だが一方で「向こうは全然歩み寄ってこなかったじゃないか」という思いもある。コミュニケーションを持ちかけても拒否、業務の共有は不十分。おまけに親会社変更の配はい慮りよもなく経費・残業申しん請せいを無制限に送り続けてきた。

　なんでこっちだけが気を遣つかわなきゃいけないんだ。自分達のやり方を通したいなら、きっちり先方も説明責任を果たすべきだろう。金の出所が変わったんだし最低限の気遣いがあってしかるべきだ。それを無視し続けるからこっちだって強硬姿勢にもなる。

　……うーん。

　考えがまとまらない。ただ苦い澱おりのようなものが喉のど元もとにたまっている。ひどく嫌いやな心持ちだった。

（とりあえず、帰ろう）

　明日あしたは朝五時から作業待機だ。早めに休まないと体がもたない。ゆるゆるとした足取りでエレベーターに乗りこんだ。

　ビルエントランスを抜けた瞬しゆん間かん、寒風が吹きつけてくる。寒い。日に本ほんが温帯とか何かの冗じよう談だんだろうと思えてくる。どこが「温」だよ。寒いじゃねぇかこの野郎。

　ああ冬場の残業とかするもんじゃないよなぁ。できるなら暖房の効いた部へ屋やでぬくぬく惰だ眠みんをむさぼりたいところだ。あるいは人の温ぬくもりでもいい。横にカモメさんがいて一いつ緒しよにマフラーとか首に巻いてくれたら。

「呼んだ？」

「ホワァッッツ!?」

　恐慌に駆られ飛びのく。すぐそばに黒髪の女性が立っていた。広く露ろ出しゆつした額ひたい、涼しげな目元、まっすぐ通った鼻筋。薄うす紅べに色いろの唇が柔にゆう和わに緩ゆるめられている。

「か、カモメさん!?」

　まさしくアシスタントのカモメだった。厚手のナイロンベストに柄がら物もののマフラーを組み合わせている。風になびく黒髪が麗うるわしい。瑞みず々みずしい頰ほおが赤あか子ごのように赤く染まっていた。

「な、なんでここに」

「工こう兵へい君に……呼ばれた気がしたから」

「噓うそでしょう？」

「信用してないんだ。寂しいな」

「いや、だって」

「まぁ噓だけどね」

「………」

　相変わらず速攻で梯はし子ごを外す人だ。気分を弾ませる余裕もない。

「ちょっと知り合いとお茶しててね、戻ってきたら工兵君の姿が見えたんで声かけた感じ。今帰るところ？」

「ええ、そうです」

　カモメさんも帰宅途中なのか。ふむ、奇跡的なタイミングの一致だ。運命さえ感じる。これは少し勇気を出してみるべきでは。何、軽くアプローチしてみるだけだ。自然に誘って断られたら大人おとなしく引き下がればいい。

　深呼吸。

「か、か、か、か、か、カモメさ！　さ、さん！」

　嚙かみ嚙かみだった。だめだ、自然なアプローチ失敗。もはや恥も外聞もない。「ん？」と答える彼女に精一杯の思いをぶつけてみる。

「い、今から僕と食事に行きませんか！」

「いいよ」

「ですよね、だめですよね。すいませんでした……って、えええ!?」

　瞬まばたきして見つめ返す。

「いいんですか？」

「うん」

「僕とサシですよ」

「デートみたいだねー」

　ぶっ。

　鼻を押えてしゃがみこむ。なんて単語使うんだ。真ま面じ目めに出血しかねないぞ。

「その代わりと言ったらなんだけど、あたしがお店選んでいい？」

「はい？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえまれる。

「実は今からご飯食べに行くところだったの。知り合いとはお茶だけだったからお腹なかペコペコで、もう行くお店も決めてたんだ。工こう兵へい君さえよかったら付き合ってほしいんだけど」

「そ、それはもちろん！」

　断る理由などない。カモメさんお薦すすめのお店、尾行してでも突き止めたいところだ。連れていってもらえるなら望外の幸運だった。

「じゃ、レッツゴー」

　元気よく言って先せん導どうしてくる。柄がら物もののマフラーが目の前で翻ひるがえった。

（……なんか、すごいことになったな）

　果たしてどんなところに連れていかれるのだろう。何せあのカモメさんである。ミシュラン顔負けのチョイスを見せてくれるに違いない。フレンチ？　イタリアン？　ひょっとして料亭とか？　めくるめく味の競きよう演えんに思いを馳はせ、ふっと我に返る。ちょっと待て。女性を誘うのにまさか割り勘ってことはないよな。自分のおごりになるとしていくら見こんでおけばいい。三万？　四万？

　……持ち合わせどれだけあったかな。

　青くなり財布をひっくり返しているとカモメが立ち止まった。

　いつの間にか駅裏の路地にたどりついている。スルガシステムとは丁ちよう度ど大通りを挟んで反対側だ。周囲は薄うす暗ぐらく人通りは少ない。閉店済の楽器店に混ざり小さな飲食店がいくつか並んでいた。

「ついたよー」

「え、ここですか？」

　カモメの行き先を見て瞬まばたきする。軒先にぶらさげられた赤あか提ちよう灯ちん、年季物の暖簾のれん、そして戸口にでかでかと書かれた看板メニュー。

　らぁめん。

　………。

「大丈夫？　ひょっとして苦手？」

「いえ、そんなことはありませんが」

　少し意表を突かれた。いや、別にジャンク系でもいいのだが、にしたってもう少し有名どころを選んでくると思っていた。悪いがこちとら千ち代よ田だ・文ぶん京きよう界かい隈わいのラーメン屋には一家言ある。何年このあたりで学生やっていたと思っているのか。レビューサイトの掲載店はもちろん、地元民御ご用よう達たしの店てん舗ぽに至るまで概おおむね制せい覇は済ずみだった。だがこんな店は聞いたこともない。実際、中に客の姿は見えなかった。

　……外れっぽいなぁ。

　まずいラーメンを食べた時ほどテンションの下がることもない。

　気き鬱うつな表情で暖簾をくぐる。白い靄もやが眼がん前ぜんに迫ってきた。

「こんばんはー」

　カモメが明るく挨あい拶さつする。カウンターの向こうで偏屈そうな老人が片目を向けた。長い箸はしをゆでざるに突き入れている。

「おう、なんだメイちゃんか」

「二人ふたりですけど、入れますか？」

「見りゃ分かるだろう、どこでも好きなところ座りな」

「はーい」

　迷う様よう子すもなくカウンターに腰かける。空のコップを二つ取り水を注いだ。

「どーぞ」

「あ、ありがとうございます」

　コップを受け取り身じろぎする。卓上から壁かべ、天てん井じように至るまでぐるりと視し線せんを走らせた。

「どうしたの？　きょろきょろして」

「いえ、メニューがないんで、何頼んだらいいのかなと思って」

「大丈夫、ラーメンしか出てこないから」

「え？」

「メニューはラーメン一つのみ、潔いさぎよいでしょ？」

　潔いというか……トッピング一つ選ばせてもらえないのかこの店。千ち代よ田だ・文ぶん京きようのラーメン激げき戦せん区くで強気というか無む謀ぼうというか。

　しばらく待っていると白一色の丼どんぶりが出てきた。琥こ珀はく色いろのスープに細ほそ麵めん、具はもやし、チャーシュー、刻みネギ。醬しよう油ゆラーメンだろうか？　ぱっと見、あまり特徴のない一品に思える。

「いっただきまーす」

　カモメが両手を合わせる。割り箸を突き入れうまそうにすすり始めた。

「いただきます」

　れんげでスープをすくう。やや前のめりになりながら口に運んだ。瞬しゆん間かん。

　なっ……!?

　濃のう厚こうな香りが鼻に突き抜けた。味が爆ばく発はつしたようだ。舌と気道、味覚中ちゆう枢すうに至るまで暴ぼう力りよく的てきな勢いで風味が広がる。じりじりと痺しびれにも似た感覚が口こう腔こうを満たした。すごい、余よ韻いんが消えない。いつまでも口の中に残っている。

　震ふるえる手で麵を運ぶ。スープをいっぱいに絡めてすすった。

　うっ……！　おっ……！

　もちもちした歯触りが食欲をそそる。固すぎもせず柔らかすぎもせず完かん璧ぺきなゆで加減だ。箸はしが止まらない、口内を火傷やけどしそうな勢いで食べ進めていく。

[image: ]

「ていうかこのスープ……普通の醬油じゃない？　まさか……豚とん骨こつ？」

「お、よく気づいたね。そうそう醬油豚骨」

「でも匂においがほとんどないですよ。臭くさみが少なくて」

「低温でじっくり煮こんでいるのと、あと肉の下処理を丁てい寧ねいにやってるからかな。もちろんスープは付け足し厳げん禁きん」

「はぁ……」

　溜ため息いきを漏らしつつ食べ続ける。ようやくこの店がトッピングもメニューも選ばせない理由が分かった。目の前の味わいを前にしては他ほかのあらゆるものが異物だ。このラーメンは今のままで完成形。足す必要も引く必要もない。

　一気にスープを飲み干す。器うつわの底に現れるのは控えめな喜喜の文字。思わず両手を合わせてしまう。瞑どう目もくし一礼。「ごちそうさまでした」の声が自然に出る。

「どうだった？」

　カモメが頰ほお杖づえを突いている。黒髪を流し得意げな表情だ。

「美お味いしかったです」

「でしょー」

「でも、なんで？」

　これほどの名店がまったく話題になっていないのか。ネットのどこにも情報が出ていないのか。さっぱり分からない。疑問をぶつけるとカモメは「うーんとね」と老人を一いち瞥べつした。

「親おや父じさんがネット嫌いなんだよね。騒さわがれるの嫌いやだから、どこの取材も断ってる」

「といっても口コミサイトとかへの掲載は防げないでしょ？　個人でやってるブログとか」

「まぁそのへんはね、あたしが色々便べん宜ぎを図った感じ」

「色々？」

「うん、色々」

　……何をやったんだろう。日に本ほんのインターネットは原則言げん論ろんの自由に守られているはずなのだが。

「とはいえねぇ、あたしももったいないと思うけど。これだけの味を限られた人しか楽しめないなんて」

　うかがうようにカウンターの向こうを見やる。老人はしかめっ面つらになった。口元を歪ゆがめたまま湯温を調ちよう整せいする。

「新しいお客さんがいっぱい来てもさばけんよ、わし一人ひとりじゃ。メイちゃんがあとを継いでくれるなら話は別だが」

「えー、あたしなんて全然力不足だよ。それよりＫラーメンのオーナーさんに提携持ちかけられてるんでしょう？　優ゆう秀しゆうな若手を何人か弟子入りさせたいって」

「あんなひよっこどもはダメだ。基本がなっとらん」

　Ｋラーメンって確たしか本格豚とん骨こつを売りにした職しよく人にん集団のはずだけど。そこの料理人がだめでカモメさんがＯＫ？　どういう話だよそれ。

「あの……カモメさん、ラーメン作りの経けい験けんあるんですか？」

「うん、いくつかの店でバイトしてて。ＴＶチャンピオンのラーメン職人選手権に出たこともあったよ」

「本当なんでもやってますね！　てかテレビ出てたんですか!?」

　相変わらず得え体たいがしれない。ガチャピン級のスーパーウーマンっぷりだった。

「メイちゃんはうちでも働いてくれとったんだよ。もう何年前かな、まだ学生で他ほかのバイトと掛け持ちだったが」

　ほぉ、学生時代のカモメさん。

「若いのに仕事熱ねつ心しんでな。彼女目当てで来店する男どももいたが見向きもせんかった。今でも思い出すわ。しつこく声がけする客に『お客さーん、ラーメン食べないなら帰ってくださーい』と啖たん呵かを切って」

　おおお。

「そんなメイちゃんが……ついに男連れで来店か」

「え？」

　老人は目元を拭ぬぐった。目め尻じりに光るものがある。感極まったように一礼、声を絞り出す。

「あんた、頼むよ。メイちゃんを幸せにしてやってくれ。この子は意外に不器用でなぁ」

「え、あ、その」

　目を白黒させているとカモメに苦笑された。

「ちょっとー、親おや父じさん。違うよ。工こう兵へい君はそういうんじゃないから」

「違う？」

「会社の同僚だよ。たまたま帰りが一いつ緒しよだったから来てもらったの」

「そう……なのか？」

　ほっとしたような、だが複雑な表情。こほんと咳せき払ばらいし「ならいい」と仕事に戻る。

「ごめんねー、早とちりで」

　すまなそうに謝あやまられるが、こちらとしては速攻否定されたことの方が凹へこむ。心で泣きつつ首を振った。

「まぁいいですけど……カモメさん、誰だれかいい人いないんですか？　てっきり決まったお相手がいるのかと思ってましたけど」

「んー、今はいないなぁ」

　呆あつ気けなくフリー宣言される。そうなのか、あまりにもガードが固いから多た分ぶん彼氏持ちなのではと覚悟していたが。

「あんまり長続きしないんだよねぇ、あたし。付き合ってもすぐ別れちゃう感じで。あとはなんとなく自然消滅とか」

「自然消滅」

「ふとしたタイミングでメールのやりとりが途と絶だえて、次に会う予定も決めてなくて、で何ヶ月か後、風の噂うわさで相手が別の人と付き合ってるって聞くとか」

　信じられない話だった。カモメさんみたいに素す敵てきな女性と付き合って没交渉とかありえるのか？　自分なら毎日でもメールと電話をしそうだが。

　カモメは肩をすくめた。

「あたしって多た分ぶん恋愛に向いてないんだよ。自分でも分かるもん。ああ、なんか相手に申し訳ないことしてるなぁ、悪いなぁって」

「どういうことですか？」

「何か興きよう味みのあることができると、そっちに意い識しきがぐぐぐーって向いちゃうのね。仕事でも趣しゆ味みでも。夢中になって恋人が二の次三の次になっちゃう。そんなの普通嫌いやじゃん？　付き合ったらなるべく一緒にいたい、たくさん話したいって思うでしょ。でもそれがねぇ、あたしには難むずかしいっていうか。優ゆう先せん順位を決められないというか」

「………」

「もちろん好きになった相手だからね。大事にしたいなとは思うよ。でもあたしの一いち途ずさって多分普通の男の人には物足りないんだよね。もっともっと執着してほしい、わがままを言ってほしいと考えるんじゃないかな。男性的には」

　意外なほど生々しい告白に口ごもる。カモメは「あー」と指をさしてきた。

「引いてるでしょ、工こう兵へい君。重いなぁって」

「そんなことはないです……けど」

　これはあれか？　つい最近実際に破局したということだろうか。今言ったような流れで後味悪い失恋を経けい験けんし、その心情を吐と露ろされているとか。

　いや……いやカモメさんはそんなウェットなキャラじゃあるまい。でなければ、ひょっとして釘くぎを刺されているのか。自分は面めん倒どうくさい女だよー、アプローチしない方がいいよー。そもそも工兵君は私にとって恋愛対象じゃないから、好意を向けられても応こたえられないの。察してね！　とか。

　……うーん。

　迷った末、当たり障りのないコメントを返す。

「そういう距きよ離り感かんを受け入れてくれる人がいるかもしれませんよ」

「いるかなー」

「いますよ。多た分ぶんごく身近なところにも」

　ってこれは言いすぎか。慌てて「ま、会社以外でも」と付け足す。だがカモメは柔らかく笑った。

「工こう兵へい君とか？」

「え」

「あたしのありのままを受け止めてくれそうな人」

　ぶっ。

　飲みかけの水を噴ふき出しそうになる。

　げふっ！　ごふっ、ごほっ!?

　背中を揺らし咳せきこんでいると「なーんてね」と視し線せんを外された。

「工兵君は無理かな。絶対続かない」

「なんでですか……」

　そこまで言い切られるとさすがに面おも白しろくない。口元を拭ぬぐいつつ訊たずね返す。

「僕ってそんな心が狭く見えますかね」

「じゃなくってさ、多分関係が逆になっちゃう」

「逆？」

「うん、工兵君ってあたし以上に趣しゆ味みとか仕事とかにのめりこむタイプだから、女性側の方がついていけなくなると思う。置き去りにされた気分になって」

「そんなことは──」

「ない？　じゃあ今から夜通し飲み明かそうか。お互いのお薦すすめのお店を梯はし子ごし合って」

　おおいいですね！　と答えかけた瞬しゆん間かん、脳裏に明日あしたのｔｏｄｏが思い浮かぶ。早朝の作業待たい機き、ＳＲＧ４６の販促計画、そして何よりＤＶ社の対策検討。

　はっと気づいた時にはもう手遅れだった。カモメが苦笑している。「分かりやすいねぇ」と呆あきれ顔がおでつぶやかれた。

「そーいう時は噓うそでもいいから快かい諾だくするものです。で、あとから予定を言って調ちよう整せいする。本気で女の子を口く説どきたいならね」

「はい……」

「ま、そのくらい裏表ない方が好感持てるけどさー」

　ふっと肩の力を抜き一いち瞥べつしてくる。切れ長な目が緩ゆるんだ。

「で？　今度は何で悩んでるの？　新しく買収した会社の話？」

　お見通しか。まぁ会社の前で会った時から顔に出ていたのだろうな。はなから色っぽい話にはなりえなかったということか。

「正直、問題だらけで何をどうしたらって感じなんですけど」

　意い識しきを切り替え。溜ため息いき混じりにトラブルの内容を話していく。人事制度の違い、暴ぼう力りよく的てきな残業申しん請せい、赤字だらけの案件、非協力的な社員達。そして今日きようの室むろ見みとの一件。

「室見さんの意見も分かるんですよ？　実際、言いづらいことを代わりに言ってもらった感じですし。おかげで今日は時間外申請も来ませんでしたから。ただ」

「本質的な解決にはなってない？」

「……そうです」

　彼らには彼らのやり方があり文化がある。一つや二つ手順を改善したところで劇げき的てきな効率化は望めないだろう。何よりあの不可解なプロジェクト内容、あんなものがダース単位であったらどんな会社でも左前になる。

「もし今日みたいなレビューを毎日できたら話は別でしょうけど、そうでないならＤＶ社全体の業務量って変わらないですよね？　だったら残業は絶対発生するはずで、あとは申請するかしないかだけの問題になっちゃうかなと。申請されたら元もとの木もく阿あ弥みですし申請しないってことは、つまり」

「サービス残業だね」

「ええ、あんまり健全じゃないなと」

　カモメは押おし黙だまり考えていたが、ややあって唇の下をなでた。

「まず一個誤解を正しておくとね、立りつ華かちゃんが言う『共倒れ』？　それはありえないから心配しないでいいよ」

「ありえない？」

　無制限に人件費を請求されても会社が潰つぶれない？　まさか、踏み倒すとでもいうのか。

　細い首が傾く。

「子会社の話でしょ。よっぽどのことがない限り親企業の経営を傾けてまで投資し続けたりしないよ。普通はどこかで見切りをつける」

「見切り……」

「いわゆる会社精算だね」

　えらく仰ぎよう々ぎようしい単語が出てきた。テレビや新聞のニュースでしか見たことのない言葉だ。精算……つまりＤＶ社を潰すということか。

「会計処理上はスルガシステムがＤＶ社の債権放棄、株式の精算損失を出すことになるのかな。今年度のＢＳで特とく損そんを計上して精算終了。非上場企業だから株主への報告義務もない。ま、今回の買収をリセットするってことだね」

「働いてる人達はどうなるんですか」

「首でしょ。ううん、正せい確かくには雇用契約の消滅か、雇ってる会社自体がなくなるんだから」

「そんな……簡かん単たんに」

　カモメは目を細めた。

「工こう兵へい君」とひどく冷たい口く調ちようで呼ばわれる。

「稼かせがない会社に存在意義はないよ。営利企業の目的は利り潤じゆんの追求。社会への還かん元げんとか雇用の創出なんて綺き麗れい事ごとはそれができたあとの話。自分の食くい扶ぶ持ちさえ稼げない組そ織しきがなんで他ほかの人を豊かにできるの？　だから、ＤＶ社のメンバーが企業の本質を見失っているなら──居場所をなくすのは当然」

　自じ業ごう自じ得とくだよ。

　断ち切るように言う。恐ろしくドライな声音だった。ぶるりと身体からだの奥底から震ふるえがこみ上げてくる。拳こぶしを握りしめうつむいた。

「どうしたらいいんですかね」

「どうもしなくていいじゃん？　大して面めん識しきのない人達だろうし、工こう兵へい君にも非協力的なんでしょ？　色々気を揉もんで助けてあげる必要ないじゃん」

「それは……そうかもしれませんけど」

　さすがに会社消滅とまで言われては無慈悲に切り捨てられない。彼らにだって生活があるのだ。気に入らない人達だから即失業してよいとも思えなかった。

「折せつ角かくインフラ構築のエンジニアが増えたんですし、できればうまいこと協力していきたいんですよ。今はまだ買収後間もないこともあってギクシャクしてますけど、慣なれてくればきっといいパートナーになるかなと」

「ふぅん」とカモメは片目をすがめてきた。

「随分優やさしいんだねー。ひょっとしてその会社に女の子でもいたとか？」

　ぎくっ。

「そ、そ、そ、そんなことはないですよ」

「本当？」

「ええ、全然見当たりませんね。もう男ばっかりで！　むさ苦しいことこの上ないです」

「へー」

「まさに標準的なＩＴ企業ってやつですね。社内の彩りゼロ、どこもかしこも灰はい色いろ一色って感じで」

「リシーさん、綺き麗れいだよね」

「………」

　知ってんじゃねぇか。

　まぁ同じビルだし見かけることもあるか。採用担当に訊きけば特段秘密にもされないだろうし。

　ただ別にリシーがいるから頑張ってるわけじゃないぞ。話の流れ上誤ご魔ま化かしてしまっただけで。

　カモメは「まぁ」と口く調ちようを切り替えた。

「本気で状況をよくしたいならもう少し大きな視点で考えるべきだね。残業や交通費は問題の一つでしかない。大事なのは」

「会社を……黒字にすることですか」

「うん」とうなずかれる。

　そう、要は使う以上の儲もうけが出ていればいいのだ。極端な話、一千万の残業代が出てもその十倍稼かせいでいれば問題はない。今自分達がやるべきことは利益の拡大。そのために何ができるかだった。

　………。

　既存顧こ客きやくを深掘りして売り上げを増やす、独自性のあるソリューションを見つけてスルガシステムの顧客に展開する、似たような運用があればまとめてＯＳ部に巻き取ってしまう。あるいは、あるいは……。

「カモメさん、ちょっと僕、会社に戻りますね」

「え？　今から？」

　こくりとうなずく。どうせ今から帰宅してもほとんど眠れないのだ。だったらもうオフィスに泊まってしまおう。明日あしたの準備をしつつＤＶ社救済の策を練る。邪じや魔まの入らない夜中なら存分に資料確かく認にんできるはずだった。

「これは……梢こずえちゃんも大変だなぁ」

　呆あきれたようにカモメが天てん井じようを仰あおぐ。小首を傾かしげ一いち瞥べつされた。

「じゃあお疲れ様、身体からだを壊こわさないようにね」

「はい、よいお店を教えていただいてありがとうございました。今度はきっちり飲みにいきましょうね」

「期待しないで待ってるよー」

　ほう。

　ということは一応脈ありなのか。さっきの話だと関係進展はもう絶望的に思われたが、まだまだアプローチの余地は残されているらしい。うん、テンション上がってきた。

「じゃ、これは払っておきますね」

　伝票をつかんだ瞬しゆん間かん、抵抗を感じる。カモメが笑え顔がおで紙の端を押えていた。

「あたし、友達にはご飯とか奢おごらせない性た質ちなんだー」

　………。

　先行きはまだ厳きびしそうだった。




　会社に戻る途中、携帯の着信音が響ひびいた。

　誰だれだこんな時間にと思いつつ液晶を見る。０８０の番号、藤ふじ崎さきだ。慌てて電話に出る。

「はい、はい桜さくら坂ざかです」

『ごめんね、夜遅くに。まだ会社？』

　耳みみ慣なれた声が応こたえる。ふっと肩の力が抜けた。おおお、よかった、ようやく連絡がついた。今週頭からコールバックの留守電を残していたもののまったく音おと沙さ汰たがなかったのだ。出張と言っていたが一体どこまで行っているのか。スケジューラにはナゴと書いてあったが……名な護ご、沖おき縄なわ？

「今オフィスに戻ってるところです。藤ふじ崎さきさんは？　仕事落ち着いたんですか」

『まだちょっと対応中だけどね、ようやく一息つけた感じ。さっきホテルに着いたところ』

　ということは今まで客先に缶詰だったのか。相変わらず凄すさまじい生活を送っているなこの人。よく家庭崩ほう壊かいしないものだ。

『いや桜さくら坂ざか君、今回はごめんね。さすがに無む茶ちや振ぶりだったと思ってる。本当申し訳ない』

「自覚はあるんですね……」

『まぁちょっとやりすぎたね。桜坂君にお願ねがいするとしたらせめて課か長ちよう代理までだったな』

「それもどうかと思いますが!?」

　新卒一年目だっちゅーの。部長も課長も分不相応だ。

「とにかく状況を報告させてください。えらいことになってるんですよ」

『えらいこと？』と訊たずね返す藤崎に現状を説明していく。先程カモメに経けい緯いを話していたこともあり比較的スムーズにポイントを伝えられた。一通り流れを共有すると藤崎は唸うなった。

『残業代超過……ねぇ』

　厄やつ介かいだなぁとつぶやかれる。

『一週間で百万、月で五百万弱？　確たしかにちょっとありえない数字だね。一体どういう仕事の仕方してるんだか』

「一応僕、今から帰って対策練るつもりだったんですが……そもそもこの件どこまで関かかわっていいんですかね？　最初にお願いされた内容からは明らかに外れていますけど」

『まぁ……ねぇ』

　藤崎の声は悩ましげだった。

『本来的な話をすれば収支の問題が出てきた以上、正規のマネージャー……つまり僕が引き取るべきなんだろうけど。特に今回は会社間の制度の違いも絡んでることだし』

「はい」

『ただちょっとしばらく引き上げられそうにないんだよねぇ。少なくとも来週・再来週くらいまでは』

　やっぱり……か。

『であれば更に上位の役やく職しよく者しや、社長にエスカレーションして、と言いたいところだけど』

「赤字って分かったら間違いなく会社精算に動きますよ、あの人」

『うん、それはちょっときついなぁ』

　きつい……。

「えーと、藤崎さんが言う『きつい』ってのは？　先方の人達が無む職しよくになったら可哀かわい想そうってことですか？」

『それもあるけど……どちらかといえば後始末的な話だね。サービスを打ち切るといってもメール一通でってわけにはいかないだろうし、彼らの持ってる顧客アカウントに同行して状況説明、場合によっては代だい替たいサービスを示さなきゃならない。それを今の状況で数十顧こ客きやくとか対応できる？』

　ぞくりと背筋に寒気が走った。

「無理です。死にます」

　即答する。

　ＤＶ社のメンバーが解散するということはそのあたりの後処理をスルガシステムでやるということだ。結果的に全顧客解約できるとしても、ゴールまでの道筋はとても平坦に思えなかった。

『なので桜さくら坂ざか君、悪いけどさっき言ってた……対策？　あれ探ってもらえるかな。無理のない範はん囲いでいいから。何かよいものがあればレポートしてもらう感じで』

「了解です」

『あれ？　嫌いやがらないんだ』

「……まぁ、乗りかかった船ですし」

　自分の業務を増やさないためにも最善は尽くすべきだろう。

　そう答えると藤ふじ崎さきは『すまないね』と笑った。

『また連絡を取り合おう。じゃあね、おやすみ』

「おやすみなさい」

　電話が切れる。

　って僕、今から徹てつ夜やなんですけどね。

　……あーあ、今更だけどカモメさんと飲みたかったなぁ。夜通しカウンター席でいちゃいちゃして。たまに肩とか手とか触れあっちゃったりして。あ、カモメさん、ちょっと混んできたから席詰めますね、よいしょっと。え、あ、工こう兵へい君、腕当たってる。当たってる？　どこにですか。分からないなぁ（ほらほら）。……もう工兵君たら、わ・る・い・ひ・と。

　………。

　嘆息を一回、オフィスに向けて歩き出す。

　大通りを渡り明めい大だい脇わきの道を進んでいった。会社のメインエントランスはもう施せ錠じようされている。夜間入にゆう館かんは裏手の通用口から行わねばならなかった。

　……あれ。

　南向きの窓にいくつか明かりが点ともっている。うち一つは七階、スルガシステムＳＥ部のものだ。そしてもう一つ、斜め右下に輝かがやく光は……五階、デジタル・ヴィレッジ。

　時刻はとうに零時を回っている。まだ残っている人がいるのか。残業申しん請せいは出ていなかったはずだが。

　通用口からビル内に戻りエントランスロビーに、エレベーターを使って五階に赴おもむく。カードリーダーに社員証をかざし開錠。扉を開けると視界の奥で銀白色の光が煌きらめいた。リシーだ。書類を持ったままびっくりした表情で振り返っている。

「あ、どうも、こんばんは」

　軽く会釈。リシーは固い面おも持もちで頭を下げてきた。周囲に人は……いない。

「何か作業対応ですか？」

「いえ……」

　長い睫まつ毛げが瞳ひとみを覆おおう。彼女は視し線せんを逸そらした。

「ちょっと忘れ物があったので立ち寄っただけです。すぐに帰りますから」

「そうですか」

　首を傾かしげた瞬しゆん間かん、ヤナガワの机が目に入った。ディスプレイの脇わきに赤あか色いろのボディバッグとパスケースが置かれている。

「？　他ほかにも残ってる方いるんですか」

「え？」

「いや、その鞄かばんとか」

　リシーはきょとんとした様よう子すだったが、ややあって少しオーバーアクション気味にかぶりを振った。

「いつも置きっぱなしですよヤナガワさん、出勤用鞄と作業用鞄分けてるみたいですから」

「そう……なんですか？」

　作業用鞄でボディバッグとか微妙な気もするが。まぁ他人が口を挟むことじゃないか。

「じゃあ、僕ちょっと見にきただけなので、失礼しますね」

　遅くならないうちに帰ってください。短く告げ踵きびすを返した時だった。

　壁かべ際ぎわのホワイトボードが視界に飛びこんできた。

　……え。

　一瞬何が書かれているか分からなかった。

　板面いっぱいに文字と図形が記されている。真ん中に『問題点』、分ぶん岐きして『原因』、反対側に『解決案』。左上、タイトルと思おぼしき表記は──「ＤＶ社の現状課か題だいと解決案」

　……なんだこれ。誰だれが書いたんだ。

　しばし疑問に思うも答えは明らかだった。ＤＶ社員だろう。他社の人間がわざわざやってきてこんなことを書くはずもない。が。

（マジで？）

　思わず目を疑いたくなる。そのくらい前向きな文もん言ごんだった。

　どうやら会社の改善についてディスカッションしていたらしい。『作業品質の向上』『新プロダクトのキャッチアップ』など具体的な目標が並んでいる。中心にあるのは『顧こ客きやく第一』の一文。ユーザーファースト、目先の儲もうけより長期的な信頼を。クライアントの満足に勝る報酬はない。

　……へー。

　じわじわと驚おどろきが胸に広がっていく。

　あの無愛想な社員達からこんな言葉が出てくるとは。一種信じがたい。まぁ茶髪さんは純粋な好青年という感じだったが……ひょっとして他ほかの人も意外とまっすぐなのか。コストの話がまったく書かれていないのが気になるが、そこは会社文化の違いというやつかもしれない。うちの社長は一にお金、二にお金、三にお金だからな。「目先の儲もうけより長期的な信頼を」というのは是非聞かせてやりたい言葉だ。

　興きよう味みを引かれ眺めていると右端に一際大きな文字が見えた。

　──夢はでっかく、ナンバーワンＳＩｅｒ！

　細身の字体はどこか見覚えがある。えーと……三日前休暇届で見かけた。……そうだ、リシーの字だ。

「な、何見てるんですか！」

　焦り声が響ひびく。リシーが小走りに駆け寄ってきた。

「いえ……なんか熱あつい文章だなと思って」

「………」

「これリシーさんですよね？」

　白い頰ほおが紅こう潮ちようする。狼ろう狽ばいしているのか、小ぶりな唇が歪ゆがんだ。

「……昔からのスローガンなんです、うちの会社の」

「いいじゃないですか、僕好きですよ。こういうの」

　よく見れば他にもリシーの筆跡が混ざっている。さしずめ司会進行役と発言者を兼ねていたのか。『次の二年、次の次の二年の成功に向けて！』『逆境を乗り越えてこそ成果も大きい！』とか、熱ねつ血けつな文章が並んでいる。

　ふぅむ、人は見かけによらない。

「と、とにかくあんまりじろじろ見ないでください。恥ずかしいですから」

「あ、すみません」

　謝しや罪ざいして身体からだを引く。呼吸を一回、鼻の頭を搔かき微笑してみせた。

「ちょっと安心しました」

「安心？」

「実は僕、みなさんやる気をなくしてるんじゃないかと思ってたんです。業務中の雰囲気も重かったですし、今回の買収で腐ってるんじゃないかって。でも大丈夫ですね、こんな風に改善案を出し合えるモチベーションがあるなら」

「………」

「とにかく一いつ緒しよに頑張りましょう。僕らも精一杯バックアップしますから」

　力強く言って一礼する。うん。うん、なんというか偶然訪れただけだが、思わぬ収しゆう穫かくが得られた。彼ら、ＤＶ社員達の考え方が少しつかめたように思う。目の前の売り上げより長期的な顧こ客きやく満足を重視する。だからこそ一つ一つの案件に全力投球してしまう。結果としてオーバークオリティ・高コスト体質になるが、現場のスタンスとしては決して後ろ向きでない。要は上の方できちんと収支管理できればいいのだ。彼らのプライドを尊重しつつ個々の案件採算を見ていく。赤字案件には今日きようの室むろ見みみたいなサジェスチョン──喧けん嘩か腰ごしではなく──を入れる。そうすればきっとみんな協力してくれるはずだ。ヤナガワも気持ちよく動いてくれるはず。

　よし、よぉしやる気が出てきたぞ。あと四時間で現状調ちよう査さ、対策の目め処どを立ててみせる、目指せ無敵ＳＩグループ！　安定黒字企業！　えいえいおー！

「あの」

　退室間際リシーが声を掛けてきた。「はい？」と振り向く。彼女はなんともいえない気詰まりな表情になっていた。

「……なんでもありません」

　？

　どうしたのだろう。しばし待つも彼女は沈ちん黙もくしたままだった。無言で頭を下げてくる。

「じゃあ」

　軽くお辞じ儀ぎして部へ屋やから出る。今度は呼び止められなかった。
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　翌朝、資料を準備して室見の出社を待つ。

　四時からの作業は無事完了。リモート待たい機きの時間を活いかし自分の仕事も進められている。結局一いつ睡すいもできなかったがまぁそれは仕方ないだろう。思い立ったが吉日、鉄は熱あついうちに打てだ。実際疲労に見合う成果は出ているし。

　打ち出したプリントをめくってみる。

　エクセルの表に数字と案件名が並んでいる。ＤＶ社の収支確かく認にん表だ。室見の作った資料をベースに注釈をいくつか加えている。集計方法を変え、人単位ではなく案件カットで収支が分かるようにしてあった。

　そしてもう一つ新規に準備した資料。

（……そりゃあ赤にもなるよな）

　記載内容を確認しつつ独りごちる。なかなかに目を疑う情報だった。まさか『こんなこと』になっているとは。経けい緯いは不明だが無む茶ちや苦く茶ちやな状態だった。

　うちの社長だってもう少し考えて仕事してるぞ。

　こめかみを揉もみつつ時と計けいを顧かえりみる。

　時刻は午前九時。いつもならそろそろ室むろ見みが出社してくる頃ころ合あいだ。昨日きのうは比較的早く引き上げていたし心持ち早めに来るかと思ったのだが。

　………。

　来ないな。

　朝一で調ちよう査さ結果を報告、今後の方針について相そう談だんしようと思っていたのに。

　ひょっとして客先直行とか？　スケジューラを確かく認にんするもやはり予定は入っていない。なんで来ないんだろう、寝坊でもしているのか。

（うーん）

　気負っていただけに暇になってしまった。徹てつ夜や明けのハイテンションで仮眠も取れそうにない。とりあえず上半身を回しストレッチしてみる。お、おおー、いい感じに伸びてるな。背中、二の腕、そして首筋。

　ちなみに脇わき腹ばらの柔軟ってどうやるんだろう？　興きよう味みを引かれネットで検索してみる。ほうほう、なるほど膝ひざ立だちで上体を傾けるのか。両腕を頭の上で組み膝が持ち上がらないようにして……おおお、きつい。効くなぁ。じゃあ尻しりの筋肉は？　ふむふむ、寝転がって片膝を胸に抱えこみぎゅぅううっと。

「おはようございまーす」

　………。

　床に横たわった姿勢のまま戸口の室見と目が合った。彼女は顔から全すべての表情を消していた。瞳ひとみの光が完全に失うせている。

「お、お、おはようございます」

　にこりと笑ってみる。瞬しゆん間かん、室見は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「ちょ、ちょっと待ってください！　なんで逃げるんですか。何も怖くないですよ！」

「怖いわよ！　朝一番で部下がセルフ緊きん縛ばくして恍こう惚こつとした表情になってるのよ。しかも床に転がって。これがホラーじゃなくてなんなのよ!?」

「違う、違うんです。セルフ緊縛なんてマニアックなプレイじゃなくてですね、これはそう柔軟……ストレッチなんです」

「ストリップ!?　会社でストリップですって!?」

「ちがいまーす！」

　パニック状態の彼女をなだめ、なんとか落ち着かせる。

　昨夜カモメや藤ふじ崎さきと話した内容を共有しＤＶ社の危き機きについても説明した。今のまま赤字がかさむと待っているのは残業代の打ち切りなどでなく、会社自体の消滅だということ、その場合リシー達社員は全員解雇されること、などを順序立てて話していった。

「で？　徹夜で連中を助ける方法について考えていたって？」

　呆あきれ顔がおで言って資料を受け取る。ぱらぱらとめくりながら口角を歪ゆがめた。

「本当にお人ひと好よしね、あれだけ邪険にされてそれでもよくしてあげたいと思うとか、なんなのあんた？　聖人君子？」

「そういうわけじゃ……ないんですけど」

　藤ふじ崎さき曰いわく、案件の後始末には自分達もかり出されかねない、なんて話もあったし。

　ただそれだけではない。昨日きのうカモメと話した時は、単純に会社消滅とかあんまりだろうと思っていた。どんな憎たらしい相手でもいきなり職しよくを失ったら気の毒では、と。だが昨夜のホワイトボードの一件などを経て考えが変わってきた。いや、正せい確かくに言えば別の視点が出てきたというべきか。

「室むろ見みさん……ＤＶ社の人達って特別ですかね？」

「は？」

　どういうことよと言わんばかりの表情。

「コミュニケーションがうまくいかなかったり闇やみ雲くもな残業申しん請せいが上がってきたり、会社の収支とか気にせず一つの案件に注ちゆう力りよくされちゃったり、そういうことってＤＶ社だから起きてるんですかね？　他ほかの組そ織しきだったら絶対ありえない話ですかね」

「それは……」

　面食らった様よう子すで口ごもる。

「どうなのかしらね」と視し線せんを逸そらされた。

「どうなんでしょう。間違ってたら教えてください。室見さん、今まで色々な会社や部署を見てきましたよね。今回みたいなことって初めてですか。ＪＴ＆Ｗでもうちの会社でも見なかったことですか」

「………」

　しばらく仏ぶつ頂ちよう面づらで沈ちん黙もくされた。質問の意図に気づいたのだろう。面おも白しろくもない様子で唸うなられる。

「そうね」

　諦あきらめたような声音。

「ごくありふれた話よ。世間の管理職にとってみたら普通の悩み」

　………。

　そうなのだ。

　自分のキャリアでこそ初しよ見けんだがこんな軋あつ轢れき、世のマネージャー陣はいくらでも経けい験けんしているはずだ。上が説教臭くさい、経費に渋い、収支収支とやかましい。一社員にしてみれば当然の反発は、立場を変えた瞬しゆん間かん、部下に対する強烈な悩みの種となる。つまり自分達は何か特殊な不幸に見み舞まわれたわけではないのだ。新業務につきものの障害、そこにつきあたっただけ。

「確たしかに今の僕らはなんちゃって管理職です。事務処理の一部を任されただけで本来のマネージャー職じゃない。だからややこしいことは考えなくても──ってのは確かに正せい論ろんです。ただいつか本当に部署を持たされた時、僕らはどうするんでしょう？」

「どうって」

「気に入らない部下だから切り捨てる？　赤字部署だから消滅してもいい？　そう言って放置するんでしょうか。室むろ見みさん昔言いましたよね。今日きよう逃げた人間は明日あしたも逃げると思われる。無む茶ちやな納期も経けい験けんのない業務を振られるのもこの業界じゃ日常茶飯事だって。今回に限っては例外だとでも言うんですか？」

　やや強い口く調ちようで告げると室見は呻うめいた。たっぷり十数秒押おし黙だまった後、髪を搔かき混ぜる。

「なんかいいこと言ってるっぽいけど……それ、俺おれは間違いなく管かん理り職しよくになるって宣言みたいなものよね？　どんだけ自信家よ。図太いにもほどがあるわ」

「え、い、いや、決してそういう意味じゃ」

「いいわよ、説明して」

「はい？」

「ＤＶ社の建て直し策、話したいことってそれでしょ」

　ああ。

　確たしかにちょっと脱だつ線せんしてしまった。

　スツールを引き寄せ勧める。自席からがらがらと自分の椅い子すを引きずってきた。資料をめくり三枚目の表を示す。「えーとですね」と前置き。

「まず、一つ根本的なところを認にん識しき合わせしておきます。今のままだとどれだけ残業を減らしてもＤＶ社は黒字になりません」

「は？」

「見てください。全員の残業をゼロとした場合の収入と人件費を比較してみました。全案件の見みつ積もり額がくを月ごとに集計して、そこにＤＶ社員の工数原価を並べます。まず原価はざっくり八人分、六百万。対して見積額の総計は」

　五百二十万。差し引き八十万／月の赤だった。

「……だめじゃない」

「そもそも残業が多い少ないの問題じゃないんです。あの体制を維持するための売り上げが絶対的に不足している。構造的な赤字状態なんです」

　室見はしかつめ顔になっていたが、ややあって首を傾かしげた。「変ね」と小声でつぶやく。

「？　どうかしました」

「社長からＤＶ社は黒字企業だって聞かされてたのよ。かなり利益率の高い優ゆう良りようＳＩｅｒなのでグループ全体の業ぎよう績せきも上がるはずって。だから残業代でその利益を食くい潰つぶすとか、ありえないと思ってたんだけど」

　ん……黒字？

　あれれ、おかしいな。

「計算間違いですかね」

　慌てて資料を見直しかけるも室むろ見みに止められた。

「いいわよ、私がちゃんと聞けてなかっただけかもしれないし。それより先を続けて」

「……はい」

　引っかかりを覚えつつ説明続行、資料をめくる。

「じゃあ一体各案件がなんでそんな赤字になってるのかです。もらっているお金は激げき安やすなのに稼か働どうは膨ぼう大だい。ひょっとしたらそもそもやってる業務自体おかしいんじゃないかと考えました。例の、格安保守みたいに」

「でたらめなサービススペックを請うけ負ってるんじゃないかって？」

「ええ」

　指し示したリストは案件ごとの業務内容一いち覧らんだった。顧こ客きやく名めい・案件名に続けて提案書のサービススペックを転記してある。おおよそは常じよう識しき的てきな内容だ。ファイアウォール構築プロジェクトならポリシー精査・コンフィグ作成・テストなど。ロードバランサ導どう入にゆうなら負荷分散ルールの策定、証明書導入など。

　だが。

「……何これ」

　さすがにめざとく見つけてきた。室見の眉み間けんに深い皺しわが刻まれている。人差し指が紙面をなぞった。

「エンジニアサポート、エンジニアサポート、エンジニアサポート……ほとんどの案件に入ってるけど、なんなの？　構築案件にサポート、意味が分からない」

「導入システム、及び関連設備に関かかわる軽微な技術相そう談だん窓口。またはシステム拡張に関する初歩的なコンサルティング──だそうですよ」

　覚えた内容を反復する。彼女はわけが分からないというように顔をしかめた。

「何その曖あい昧まいな内容」

　どういう業務だかさっぱりつかめない。

　当たり前の感想にうなずいてみせる。表情を引きしめ続けた。

「曖昧だからこそ、ユーザーとの力関係次第でどんな業務も押しつけられる。サポートの名のもとに設定変更・問い合わせ対応、なんでもやらされてる。そういうことじゃないんでしょうか」

　………！

　息を吞のむ気け配はいが感じられた。室見は「まさか」と否定しかけて沈ちん黙もく、唇を引き結んだ。数回かぶりを振り。

「……いえ、でもそれなら説明がつくか。初期構築案件なのに月げつ次じ費用が発生していること。作った機き械かいと関係ないシステムまで押しつけられていること。稼働が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がっていること」

「はい、多た分ぶん間違いないです。諸悪の根源はこのサービススペックということで」

「でも……なんで？」

　自分達の首を絞めるようなサービス形態にしているのか。赤字間違いなしの仕様を受け入れたのか。

「理由は正直分かりません。何か営業的な戦略があったのかもしれませんし、スポットの構築だけだと仕事が取れなかったのかもしれません。経けい緯い的てきな話はやっぱりＤＶの人達に訊きいてみないと」

「話してくれるかしらね」

　それは自分も思っていた。ＤＶ社を覆おおう奇妙な閉へい鎖さ性せい。排外的な雰囲気。果たして正面切って訊たずねたところでまともな答えが返ってくるのか。Ｌマートの現地作業で茶髪さんが見せた態度を思い出す。「今回のごたごただって、彼女リシーだけが」……あのあと彼は何を言おうとしたのか。なぜ言葉を切る必要があったのか。

　分からない。ただ一つ確かく実じつなのは、彼らが全すべて本音を明かすのはまだ厳きびしそうということだった。

（……昨日きのうのホワイトボードを見ている限り、分かり合えるところはありそうなんだけどな）

　向かっている方向性、会社をよくしたいって思いは同じなんだし。

　微かすかな希望を持ちつつ説明再開する。

「まぁただ、過去の経緯が分かったところで赤字はなくなりません。僕らが今やることはＤＶ社の売り上げ増加・利益率の向上です。原因追及はそのあとでもいい」

「そりゃそうでしょうけど」

　すんと鼻を鳴らされた。

「具体的にどうすんのよ。売り上げ上げたーい、上がりましたー、なんてのが簡かん単たんにできたら世の経営者はみんな苦労しないわよ」

「ええ、まぁ正攻法だとなかなか大変ですけど」

　短期で結果を出さねばならないのだ。多少の裏技はためらっていられない。ノートＰＣを操そう作さ、机上のモニタにデスクトップを映した。

「……来期分の案件リスト？　うちの会社の？」

「はい、四月以降の受注見込みです。基本的に社長の持ってきた順番通りですけど一部僕らの方で調ちよう整せいをお願ねがいしたやつあったでしょう。今期の稼か働どうはもうパンパンなので来期にしてくれないかって」

「ああ、客希望は三月キックオフだけど四月以降にずらしてもらったやつね。Ｐドラッグ社とか……あとＹブックスの引き合いとか」

「です。あれを元の納期に戻そうかなと」

　室むろ見みは「はぁ？」と表情を険しくした。が、ややあってこちらの意図に気づいたのだろう。鳶とび色いろの瞳ひとみを鈍にぶく輝かがやかせる。

「なるほど、ＤＶ社の仕事にしちゃうのね」

　ご明察。こくりとうなずき当該行をハイライトした。

「内示済案件の担当変更だけなら対応のリードタイムはゼロです。納期が早まるからお客さんも嬉うれしい、僕らは仕事が分散できて助かる、当然ＤＶ社の売り上げも上がる。みんなハッピーになれます。悪い話ではないはずですよ」

「……よくもまぁ次から次に色々考えるわね」

　半ば呆あきれ気ぎ味みに言って室見は頰ほお杖づえを突いた。考える目になりモニタを凝ぎよう視しする。

「一時的にはこれでしのぐとして……中長期的には？　ここの案件だけだと数ヶ月しか売り上げ持たないでしょ」

「今、月げつ額がくの新規運用案件をピックアップしてＤＶに回せないか確かく認にんしています。定期収入があればＤＶ社も安定しますし、うちのＯＳ部も人手不足を解消できるはずですから」

「スキルセットは？　大丈夫？　渡したはいいけど、先方にできるエンジニアがいないじゃ話にならないわよ」

「大丈夫です。ＤＶ社の案件リストを精査して、導どう入にゆう済ずみプロダクトの仕事だけをピックアップしていきますから。あと稼か働どうもあんまり高くならないものを。これやったせいでまた残業膨ふくれ上がったら元も子もないですし」

「いいわね」

　深々とうなずき立ち上がる。手に持った資料をこちらに返してきた。

「この方針でいきましょう。いつ先方に伝える？　今から？」

「一応藤ふじ崎さきさんに了解取っておきたいので、そのあとですね。午後一とかどうですか」

「ＯＫ、予定調ちよう整せいしとくわ」

　声に張りがある。事態改善の兆きざしが見えたことで気持ちが明るくなっているのか。

　自分も同じ心境だ。なんとか八方丸く収まりそうなプランを作れた。みんなが幸せになれる方策を考え出せた。無理して徹てつ夜やした甲か斐いがあったというものだ。

（今日きようは気持ちよく眠れそうかな）

　携帯を取り上げる。藤崎の番号を選択し発信、ややあって電話が繫つながった。

「もしもし、桜さくら坂ざかです」

『ああ……おはよう』

　藤崎の声は眠たげだった。ひょっとして就寝中だったのか、申し訳ないと思いつつ状況を報告する。

「なので、今話したようなプランで行こうと思うんですが。いかがでしょう？」

『……うん、いいんじゃないかな。既存アカウントのつけかえなら大してリスクもないしね』

「じゃあ？」

『ＯＫ、進めちゃって。……というかすごいね、昨日きのうの今日きようで。ちゃんと寝た？』

「まぁ」

　言葉を濁にごすと苦笑された。

『だめだよあんまり無理しちゃ、身体からだが資本なんだから。マネージャー代理が倒れたらどうしようもないでしょ』

「はい」

　とうなずく。鼻から息を抜きつつ。

「今晩はきちんと寝ようと思います」

『うん、そうして。あ、でね。実は一つ桜さくら坂ざか君に謝あやまらなきゃいけないことがあって』

　謝る……？

『実はあのあと社長と電話してね。買収前のＤＶ社ってどのくらい経費かかってたんですかね？　と軽く振ってみたんだ。そうしたら』

「そうしたら？」

『忘れた！　なので総務に調しらべさせよう。過去と現状の比較も含めて──とか言い出しちゃって』

　げ。

『急ぎの要件じゃないから大丈夫です、忘れて下さいとは言ったんだけどね。……ごめん、やぶ蛇だったかも。すまない』

　過去はともかく現在の経費を調べられたら一発で問題がばれてしまう。余分な仕事を厭いとう六ろつ本ぽん松まつのことだ。藤ふじ崎さきの言葉で思いとどまってくれたのならいいが。

「了解です。じゃあ早めに対策の目め処どつけた方がいいですね。いずれにしても」

『うん、本当にごめん』

　通話終了。

　いやはや、次から次へとよくもまぁ問題が出てくるものだ。嘆息しつつ自席に向かう。これでいよいよ午後の話が重要になった。是が非でもＤＶ社メンバーに改革案を吞のんでもらい業ぎよう績せき改善に取りかからねば。

　それに必要なのは完かん璧ぺきな数字の裏づけと案件内容の把握。

（もう一度データを見直すか）

　椅い子すに腰かけマウスをつかむ。カチリとクリック音が響ひびいた。




「というわけで皆様にいくつか案件をお願ねがいできないかと思っています。時期的には今月から来月、いずれもうちとは付き合いの長いお客さんで、かなり仕事はしやすいはずです。できれば現在の稼か働どう状況見ながらアサインを相そう談だんさせてほしいんですけど」

　午後一時、事前に内ない線せんで連絡しＤＶ社を訪れた。

　在席は六名、見知った顔はほぼ全員いる感じだ。リシーに茶髪さん、残業問題のヤナガワも揃そろっている。丁ちよう度どいい、昨日きのうのわだかまりをこの場で吹き飛ばしてしまいたかった。

　説明の仕方は直前に室むろ見みとかなり練った。

　いきなり赤字だ、会社消滅だと言っても混乱を招くだけだ。だから純粋に業務提携の面を打ち出した。ＤＶ社のノウハウを僕らの仕事に役立ててほしい、丁度、似たようなスキルセットの案件が自社スルガで見つかった。ついてはどなたか手て伝つだっていただけないかと。

　もちろん昨日の今日きようだ。すぐに快く受け入れてもらえるとは思っていない。なので無む理り強じいはしなかった。あくまでＤＶ社のリソース見合い、稼か働どうに空きがあればという前提で。

　だが。

「……ふざけんなよ」

　およそ職しよく場ばでは聞いたことのない台詞せりふが返ってきた。

　視線を向ける。太ふとり肉じしの男性、ヤナガワが顔を赤くしていた。

「散々残業禁止だ、会社に残るなと言っておきながら、新しい仕事をやれだ？　もっと働けってか？　わけ分かんねぇ、何言ってんだあんたら」

「いや、えっと」

　慌てて手を振る。

「残業はありです。もちろん適切な理由があればですし無制限には困りますけど、今回の件で時間外勤務が出たら普通に申しん請せいしてもらって結構です。だから」

「親会社の案件だから残業してもＯＫ、子会社の案件はＮＧってか？　身勝手すぎるだろう。俺おれ達の仕事は仕事じゃないのかよ」

「……そんなことは言ってないでしょう」

　さすがにむっとなって言い返す。色々面おも白しろくないのは分かるが、だからといってこんな口く調ちようはないだろう。仕事相手に対するものじゃない。

「昨日の話はあくまで申請された業務についてのものです。効率化できる箇所があったから指摘した。結果、時間内に終えられた。それだけのことでしょう。ＤＶ社の業務だから一律残業禁止なんて言った覚えはないですよ」

「時間内に終えられてなんかいねぇよ！」

　吠ほえるような声。

「結局、客から『なんで今回は手順書なしなんだ』って突っこまれて作成することになったよ。終電逃してタクシー代もかかったけど自腹だよ。他ほかの連中だって同じだ。この忙しいのにあんた達のレビューやられたらかなわないんでみんなサビ残だよ。そんな状況で新しい仕事だ？　はい分かりましたなんて言えるか！」

　室見と二人ふたり、顔を見合わせる。

　どういうことだ。昨晩ＤＶ社のオフィスにリシー以外はいなかった。外出先対応などの話も聞いていない。机の下で仮眠していた？　いや、そんな光景も記き憶おくしていない。他ほかに目についたものと言えばヤナガワの鞄かばんくらいだが……。

（あ）

　そうかあの時、ヤナガワ達はまだいたのだ。休きゆう憩けいか買い出しなどなんらかの理由で席を外していた。だが残業届を出していない以上、見つかれば色々と詮せん索さくされかねない。だから隠いん蔽ぺいした。通勤用鞄と作業用鞄の違いなどと誤ご魔ま化かした。

　視し線せんを向けるとリシーが顔を背けた。唇を結び気まずい表情になっている。

　気づけば室内の空気は発火寸前になっていた。誰だれもが厳きびしい顔つきでこちらを見つめている。茫ぼう洋ようとした雰囲気が消きえ失うせ明めい確かくな敵意が表れていた。

　だが怯ひるんではいられない。そもそもなぜこちらが怒られているのだ。残業代の注意なんて昨日きのう初めてしたのではないか。一昨日おとといまでは何一つ文句を言わなかっただろう。それをいいことに好き勝手申しん請せいしてきたのはどちらだ。わずか一週間で百二十万の利益を消滅させたのは誰だ。たった一日サビ残した？　それがそんなに偉いのか。ごめんなさいと自分が謝あやまることなのか。

「じゃあ訊ききますけど」

　押し殺した口く調ちようでつぶやく。

「今出してもらってる勤務時間って一分一秒間違いなく正確ですか？　仕事以外の内容は何一つ入っていませんか」

「はぁ？　当たり前だろう」

「じゃあ休憩は一度も取っていない、夕食もなし、昼食もきっかり一時間で終わらせてるってことですよね。じゃないと会社にいる時間＝勤務時間にならないはずですから」

　うっと息を吞のむ気け配はい。

「それは」

「あと先週僕が朝十時くらいに外出した際、エントランスですれ違った方いらっしゃいましたが、あれ何か作業の帰りですか？　申請上は九時出社となってましたけど。まさか出社時間だけ見なしで申請したりしてませんよね。退社時間は実態通りなのに。それから」

　胸に溜ためていたもやもやを一気に吐きだしていく。

　視線を走らせ一人ひとり一人ひとり社員を見つめていった。何人かはすぐに顔を逸そらし、残った人達も気まずげにうなだれた。

　一人ヤナガワだけが怒りに唇を震ふるわせている。しばらく目を合わせた後、室内を見渡した。

「学校じゃあるまいし十分二十分の遅刻・休憩をとやかく言うつもりはありません。終電まで働いた翌日に多少出社が遅れたって仕方ないでしょう。でもそういう融ゆう通ずうをきかせてほしいなら、そこはお互い様じゃないんですか？　残業代・経費申請の権利だけはきっちり行使するとか、おかしいでしょう」

「……休きゆう憩けいするなら残業申しん請せいは出すなってことですか」

　悲鳴のような声が上がる。「だから」と首を振る。

「お願ねがいした仕事量に見合う時間を申告して下さいと言ってるんです。休憩とか夕食とか、そういうものは除い……て」

　聞き覚えのある台詞せりふ。一体どこで耳にしたのか、考え始めてぞっとなる。思い出すのもおぞましい、ＮＢＬ常じよう駐ちゆう時じ、大おお濠ほりに言われた内容だ。

　──依頼した業務量に見合う時間を申請しろ、休憩時間や調ちよう査さ時間は一切除いて。

　──だらだらやった挙げ句、遅れた分で金を取ろうとか非ひ常じよう識しきすぎる。

　──申請するのは勝手だけど承認はしないから。

　まるで昨日きのうのことのように常駐オフィスでのやりとりが蘇よみがえった。

　吐き気がするような考え方、指示。あまりの横おう暴ぼうさに当時は本気で殺意さえ覚えた。

　だがどうだろう。今の自分はまったく同じことを言っていないか。部門長という立場を笠に着て現場を押えつけていないか。

（……そんなはずは）

　愕がく然ぜんとしていると部へ屋やの奥で大きな物音が響ひびいた。

　リシーが立ち上がっていた。両手を机に叩たたきつけている。

「もういいでしょう」

　耐えかねたように言われる。

「残業申請についてはご指摘通り、精度を上げるようにします。基本的には時間外がゼロになるよう業務配分します。だから新案件の話は一いつ旦たん見送らせてください。現状で新しい仕事を抱えこむのは無理ですから」

「いや、それは」

　慌てて向き直る。

「ちょっとまた違う話なんで。残業のこととは別に相そう談だんさせてもらいたいというか。その……全部無理とか言われると困るんで」

「困る？　なぜですか」

「折せつ角かくグループになったわけですし、お互いの強みを取り入れていかないと」

「それは今すぐやららなきゃいけないことですか」

　あからさまに苛いら立だった態度で言われる。ああくそ、なんでだよ。どうして何を言っても悪い方向に転がっていくのか。自分達は決して悪意をもって交渉に臨のぞんだわけじゃないのに。

　止まらない。状況の悪化に歯止めがかからない。ＤＶ社員達は皆、不ふ信しんに満ちた表情となっている。

「そんな重い仕事じゃないんですよ。売り上げにもなりますし、技術的な難なん易い度ども低いですから」

「だったらなおさらスルガでやられればいいでしょう。手間がかからないなら今このタイミングで私達に渡す必要はないはずです」

「だからグループとしての一体感を」

「グループ以前に、私達は今この会社をきちんと回さなきゃいけないんです。せめて仕掛かりの仕事が片づいてからにしてもらえませんか」

「それじゃあ遅いんです」

「遅いって、何が」

　袖そでを引かれる。室むろ見みが耐えかねた様よう子すで首を振っていた。もうよせ、出直そうとでもいうのか。

　だが今引き上げてどうなる。今日きよう持ってきたプランは考えうる限り最善のものだ。再検討したところで他ほかの策は出てきそうにない。半ば意地になり食い下がった。

「とにかく一案件だけでもやってみませんか。様子を見て問題なさそうなら次に繫つなげていく感じで」

「いい加減にしろよ、無理だって言ってんだろ！」

　ヤナガワの声が響ひびく。それが引き金となったように他社員が次々と口を開く。

「もう勘弁してもらえませんか。お客さん作業の対応中なんですよ」

「このやりとりが長くなればそれこそ残業時間に跳ね返るんじゃないですか」

「引っ越しの後始末だってまだ終わってないのに」

　口々に浴びせられる不平、不満。

　今までの軋あつ轢れきが一気に噴ふん出しゆつした様子だった。

　頭がぐらぐらしてくる。目の奥で血流が渦を巻いている感じだった。ぷつりと頭の中で何かが切れたように思う。押さえつけていた感情がうねりを上げて漏れ出した。

　拳こぶしを握りしめ、鼻び腔こうを開き、大きく息を吸いこんで。

「会社がなくなってもいいんですか！」

　叫んでしまった。

　部へ屋や中じゆうに響き渡る声で言ってしまった。

　あ、と思った時にはもう遅い。ＤＶ社員達は雷にでも打たれたように立ち尽くしていた。瞳ひとみにあからさまな怯おびえと恐怖の色がある。

　ヤナガワが唇をわななかせた。

「なんだよそれ……」

　かすれた声音。

「思い通りにならない会社ならいっそ潰つぶしちまえっていうのか」

「違う。違います、そういう話じゃありません」

　慌てて否定するも、もはや挽ばん回かいは不可能だった。ヤナガワは入にゆう館かん証しようのストラップを外し机に叩たたきつけた。

「上等だ。こっちから辞めてやるよ」

　え。

　止める間もない。ボディバッグを持ち上げると大おお股またで部へ屋やから出ていってしまう。

「待って、ちょっと待って！」

　リシーがあとを追った。すれ違い様、ものすごい形ぎよう相そうで睨にらみつけてくる。一いつ瞬しゆん本気で心しん臓ぞうが止まるかと思う、そのくらい恐ろしい表情だった。

「ヤナガワさん、ヤナガワさん！」

　リシーの声が遠ざかっていく。凍りついた空気の中、工こう兵へいは息をするのも忘れ立ちすくんでいた。
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　高い天てん井じよう、剝むき出だしの骨組み、視界の端まで広がる煌きらびやかなブース群。

　レースクイーンを思わせるコンパニオン達が笑え顔がおで歩いている。大型のカメラとマイクを携えているのはマスコミ陣か。高々と掲げられた幟のぼりにアドバルーン。イベントステージから響ひびいてくるＢＧＭが華やかな雰囲気を演出している。祭りだった。非日常の熱ねつ気きが会場を満たしている。

　ネットＥＸＰＯ１７、今こ年としで十七回目になるＩＴ産業の見本市だった。主催は某財団法人、協きよう賛さんにＪＴ＆ＷやＮＢＬなど錚そう々そうたる大企業が名を連ねている。室むろ見み曰いわく、国内最大規模の展示会らしい。千ち葉ば県けんの幕まく張はりメッセで三日間にわたり開催され業界有名人のセミナーなども実施されているのだとか。

　二ヶ月前から念入りに業務調ちよう整せいして参加できるよう楽しみにしていたのだが。

（はぁ……）

　我知らず溜ため息いきが漏れる。周囲の賑にぎやかさとは真逆にテンションは急降下中だった。原因は明らかだ。先週金きん曜よう日びのＤＶ社騒そう動どう、悪夢のごとき記き憶おくが胸中に濃こい影かげを落としていた。

　結局あれからヤナガワとは連絡がついていない。リシーにも何度か電話したが繫つながらなかった。もちろん収支改善は一切進んでいない。過去の残業代についても宙に浮いた状態だ。何もかもが頓とん挫ざし崩ほう壊かいしかかっている。桜さくら坂ざか工こう兵へい、人生初の管かん理り職しよく体たい験けんは最悪の結末に向け突き進んでいた。

　室見は「気にするな」と言ってくれた。今日きようこうして展示会に行かせてくれたのも気晴らししてこいという意図だろう。とはいえ彼女自身、ひどく張り詰めた顔をしていた。午後藤ふじ崎さきに電話をすると言っていたから、ひょっとするとＤＶ社のことを相そう談だんするつもりかもしれない。

　……どうなるんだろう。

　社長に赤字がばれれば間違いなくＤＶ社は終了だ。会社精算され従業員は解雇される。かといって今のまま誤ご魔ま化かし続けても、昨日きのうのように一人ひとりまた一人と社員が辞めていくだけだ。だとすれば遅かれ早かれあの会社はなくなる運命なのか。

　………。

「うわっ」

「あ、すみません」

　ぼんやりしていたせいだろう。道行く人とぶつかりかけた。慌てて頭を下げ周囲に注意を払う。いかんいかん、折せつ角かく仕事の一いつ環かんで来ているんだから。きちんと見学していかないと。

　気持ちを立て直し歩き出す。会場ガイドで現在地を確かく認にん、巡回予定のブースを確たしかめた。室見からは最新機き材ざいのパンフレットと担当者の名刺を所しよ望もうされている。一ブースあたり十分程度かかるとして十ブースだと百分。移動と休きゆう憩けいも考えると……おお、結構時間かかるな。急いだ方がいいか。

　壁かべのホール番号をチェックして方向転換、会場中央部に向かう。まずはジュニパー・シスコなどの有名どころ、次いで中堅・新しん興こうメーカー各社、付き合いのあるベンダーなどを回っていくつもりだった。

　おお。

　目抜き通り沿いに黒山の人だかりができている。そびえ立つ赤あか基き調ちようのセット、モデルのようなコンパニオンに巨大モニタ群。アップテンポな音楽とともに『ネクストステップ、ネクストソリューション』のロゴが踊っている。

「トータルＩＣＴカンパニー、ＪＴ＆Ｗ。最新の技術とソリューションで皆様のビジネス環かん境きようを劇げき的てきに変革いたします」

　一際盛り上がる音おん響きよう、照明がコンパニオン達を鮮あざやかに照らし出す。

　うわぁ、やっぱり派は手でだなぁ。さすが業界最大手。かけている金が違う。

　多た分ぶん一流の広告代理店に企画させているのだろう。アイドルのライブと言っても違和感ないできだった。……てかすごいミニスカートだよなぁ。結構派手に動いてるけど大丈夫なのかしら。……ん、……んんん。ちょっと前のおじさん、頭が邪じや魔まだ。横行け、もうちょっと横。

　人知れぬ戦いを続けた末、本来の目的に戻る。

　メーカーブースからキャリアブース、デモステージと回りパンフレットを集めていく。担当社のいるところでは名刺交換とアンケート記入を行った。だいたい何かしらの粗品がもらえるためイベントの紙袋はすぐいっぱいになってしまった。ＩＴＴＵロゴ入りストラップ、ネットエフェクトのメモ帳、レギオネットのＵＳＢ充電器、ラムダコムの液晶クリーナー。

　さすがに持ちきれなくなり紙袋をもう一つもらった。一息ついて時と計けいを確かく認にん、そろそろ十一時半か。昼前にもう一つ要件をすませておこう。

　えーと……七番ホール壁際、集合出展スペースの南側角。

　スマホのメモと会場ガイドを照らし合わせながら歩いていく。一いつ旦たん大ホールを出て隣となりの建物に。人混みが減り一気にブースの規模が小さくなった。目につく社名は株式会社クラウド云うん々ぬんだのソーシャル某なにがしだのいかにも最近のベンチャーらしき社名。つまり言っちゃ悪いが二等地なのだろう。メインステージから離はなれて客足が寄りつきづらいエリア。ただその分、出展料は安い。

　あった。

　十分ほどさまよって見つけ出す。

　集合ブースの角に屋台ほどのパーティションが作られている。カウンターに置かれているのは型落ちの液晶モニタに１ｕサーバ、あとは二種類ほどのパンフレットだ。いかにも即席で作られた印象。だがこの程度のものでも自分には特別な感慨がある。

　ブースの上に記された社名は──株式会社スルガシステム。

「あ、桜さくら坂ざかさん！」

　華やいだ声がカウンター向こうから響ひびいてきた。

　丸顔の女性が手を振っている。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ、つんと上を向いた鼻と小さな唇、ミディアムボブの髪に寝ね癖ぐせがつき、あちこちでぴんぴん跳ねている。

「あ、梢こずえさ……」

　挨あい拶さつしかけて凍りつく。彼女の服装が目に入ったのだ。色いろ鮮あざやかな振ふり袖そでに帯、赤を基き調ちようとした生き地じに紅葉もみじと桜があしらわれている。髪には花飾り、胸元には白しろ衿えり。どこからどう見ても立派な着物姿だった。

　なぜ和服……と訝いぶかしむ間もなく彼女はブースから出てきた。両袖を持ち上げ軽やかにターンする。

「どうですかぁこれ。成人式の時に使ったやつなんですけど、ものがいいんで着てきちゃいましたぁ。可愛かわいいでしょう？」

「可愛い……ですけど」

　なんと言ってよいか分からず口ごもる。「ええっと」と言葉を選び訊たずねた。

「先週は普通にスーツで来ると言ってませんでしたっけ」

「採用担当さんからぁ、それじゃあインパクト不足だーって言われて」

「インパクト不足……」

「大手がどれだけ金つぎこんでコンパニオン雇っても、まさか着物は準備できないだろうって。これなら絶対目立つはずだからって」

　確たしかに目立っていた。こうして話していても周囲の視し線せんを感じる。逆に若干近寄りづらい雰囲気さえ醸かもし出していた。

　あのスチャラカ採用担当……。

『え、広報？　マーケ？　任せて任せて、僕総務だからさ。そのへんも専門』というので任せていたらこの有あり様さまだ。そもそも室むろ見みさんの採用ページといい、あの人、女性社員で遊んでいないか？　いつかセクハラで訴えられるぞ。

　まぁ出展費用の決済はきっちり通してくれたから文句ばかりも言っていられないが。

「しかしすごい着物ですね。成人式で着たってことは……レンタルじゃなく私物ですか」

　しげしげと見つめる。実際見事なものだった。発色といい質感といい高級感が漂っている。素人しろうと目めにも高そうだと思えた。

「ええ。ちゃーんと正しよう絹けんですよ。祖母が奮ふん発ぱつして買ってくれたんです。なかなか着る機き会かいありませんから、こういうチャンスがあって嬉うれしかったですぅ」

「なるほど」

「ちなみに近いうち引き振り袖に仕立て直しますから。そうしたらもう一回着られますねー」

「引き振り袖？」

　なんですかそれ。

　梢は「嫌いやですよー」と口元を覆おおった。

「ちゃんと調しらべておいてくださいよぅ。プランナーさんの前で基本的な単語抑えてないと恥ずかしいですよー」

　？

　首を傾かしげつつスマホで検索してみる。引ひき振ふり袖そで──裾すその長い振り袖のことで正式な礼服、主に婚礼衣装として使われ──

　無言で画面をブラックアウトさせた。

「で、お客さんの入りはどうですか」

　何ごともなかったように訊たずねてみる。

「まぁ私達、もう入にゆう籍せきしてますけど、式がまだですからねー。色々考えることがあるかなと思うんですよ」

「ガン無視して元の話に戻さないでください！　ていうか入籍とかしてませんから！」

「婚こん姻いん届とどけの証人、藤ふじ崎さきさんに頼みこんで。すぐに川かわ越ごえまで会いにいきましたよねー」

「何そのエピソード!?　初めて聞いた！」

「新しい本籍地をどこにするか夜明けの東とう上じよう線せんで話し合って」

「してませんし！　勝手に記き憶おくを作りこまないでくださーい！　……って、そもそも本籍って自動的に新居の場所でしょう？　話し合う余地なんてないでしょうに」

「いえいえいえ」

　梢こずえは手を振った。

「どこでもいいんですよ。あれ、単純にどこの役所で戸籍を取り扱うか示してるだけですから、実家でも会社でもなんなら皇こう居きよでもＯＫです」

「え、そうなんですか」

　知らなかった。実際に住んでいない場所でも申しん請せいできるのか。だとしたら会社とかよいかもしれない。平日日中帯でも近くの役所へ戸籍を取りに行けるし。

「というわけでどこにしますか？　本籍地」

「そうですね、千ち代よ田だ区く役やく所しよの場所にもよりますけど、会社は悪くないかもしれませんね。ただ実家にした方が親は喜ぶと思うし……って、はっ！」

　危ない、自然に婚姻届の内容を考え始めていた。これがマインドコントロールというやつか。恐るべし姪めい乃の浜はま梢。

「梢さん、仕事の話」

　たしなめるように告げると梢は唇を尖とがらせた。だが業務時間中ということは分かっているのだろう。雑ざつ談だんを休止する。

「だいたい三十人ほどですね。ほとんどネット広告経由でうちを知った人ですけど、たまに通りすがりの方もいました。名刺は二十枚、一応全員コンタクトＯＫです」

「さすが」

　きっちり締しめるべきところは締めてくる。渡された来場者リストを確かく認にん、……ふむふむ、そこそこ大手企業が揃そろっている。いずれもＩＰｖ６対応の有無は「無」、サービス提案の余地は十分だった。

　スルガシステム純正、ＩＰｖ４─ｖ６変換サービス、ＳＲＧ４６。

　未いまだ正規顧こ客きやく皆無なこのサービスの売りこみが、今回のネットＥＸＰＯ１７の出展目的だった。一応明後日あさつて馴な染じみの客──船ふな橋ばしのＳ観かん光こうにも提案予定だが打てる手は打っておいた方がいい。何せサービス開発費用は今のところ一円も回収できていないのだ。社長の雷が落ちてくる前に案件の種をまいておきたかった。

「桜さくら坂ざかさんはもう戻られます？」

　めぼしい顧客名を暗唱していると、のぞきこむようにして訊たずねられた。

　時間を確認。もうそろそろ正午か。

「そうですね……食事して帰ろうかと思ってましたが」

「だったら！」

　梢の両手にチケットが握られていた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが妖あやしく光る。

「出展者向けに配られたカフェテリア利用券です。丁ちよう度ど私もお昼休きゆう憩けいに入ろうと思ってたんで、一いつ緒しよにいかがですか？」

　ほう。

「どこでも使えるんですか、これ」

「ええ、会場内ならどの店でも。千五百円のセットまでＯＫでランチビールもつけられます」

「行きましょう」

　なかなか誘い方のツボを心得ている。散々歩いて疲れた身体からだにビールは福音だ。冷えたアルコールの喉のどごしを想像するだけで気分が浮き立った。

　とはいえ業務中だ。本当に飲むわけにもいかないが。今日きようのところはソフトドリンクで我慢しておくか。幸いこのチケット、飲み物は好きに選べるみたいだし。

「じゃあちょっと準備してきますから、待っててくださいね」

　梢がカウンター上の荷物を片づけ始める。着物を着ているとは思えない猛烈なスピードだった。瞬またたく間まに卓上の資料が嵩かさを減らしていく。

　さて、どの店にするかな。

　一呼吸し会場ガイドを取り上げた時だった。

　視界の端に銀ぎん色いろの光が過よぎる。周囲の空気がざわりと揺れたように思えた。視し線せんを向ける。純白のレーススカートの女性が歩いていた。たなびくシルバーブロンドの髪、淡い色合いのニットカーディガン、銀白色の髪留めが照明の光を鈍にぶく照り返している。

　全体的に淡い色合いのせいもあるだろう。今にも中空に溶けこんでしまいそうに思える。そのくらい彼女の色彩は異質だった。道行く人々がぽかんと口をあけている。

　リシーだ。

　気づいた時には足を動かしていた。

「梢こずえさん、ちょっと外します！」

　叫ぶように言って駆け出す。靴音を響ひびかせ白いシルエットを目指した。途中何度か人混みに遮さえぎられ見失いそうになる。だが必死に追いすがりたどりついた。

「リシーさん！」

　息を弾ませ呼びかけると彼女は振り返った。一いつ瞬しゆん大きく目が見開かれ、すぐに固い表情となる。

「どうも」と小さく会釈してくる。青白い顔に緊きん張ちようが漲みなぎっていた。一体なんの用だと言わんばかりだ。片手に展示会の袋がぶらさがっている。中にはこちらと同様、大量のノベルティやパンフレットが詰めこまれていた。

「来てたんですね。リシーさんも見学ですか？」

「……ええ」

　袋の持ち手を握り、隠すような所作をされる。

「新商品とか新サービスとか……なるべく追いかけておきたいので」

「勉強熱ねつ心しんですね」

「………」

「………」

　会話が途と切ぎれる。

　こちらとしても声をかけたはいいが、さしたる用件があったわけでもない。思わぬところで思わぬ顔を見かけたため衝しよう動どう的てきに呼びかけてしまっただけだ。続く言葉が浮かばず立ちすくむ。その沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、リシーは顎あごを引いた。

「休暇届は承認いただいているはずですけど」

「え？」

「先週頭に午前休で」

　なんの話だと訝いぶかしんで、ふっと気づく。ああなるほど。無断欠勤を咎とがめられたと誤解しているのか。

「いや、いや休みは別にいいんですよ。というかネットＥＸＰＯ来るなら業務でもよかったのに。わざわざ有休使わなくても」

「借りは作りたくありませんから」

　うへ。

　投げかけたボールを叩たたき落とされた気分。リシーはもう一度頭を下げた。

「特に用がないならこれで、失礼します」

「あ、いや、ちょっと」

　待って待ってと引き留める。こんな状態で別れたら二度とまともなコミュニケーションが取れそうにない。なんとか今のうちに関係改善の糸口を探っておきたかった。

「少しお話ししませんか？　先週末のこと色々誤解もあると思うんで、きちんと説明しておきたいんですけど」

「会社を潰つぶすというのが誤解ですか」

「いや、それは僕が積せつ極きよく的てきに潰すって話じゃなくてですね」

　必死で押しとどめようとするもうまくいかない。やがてリシーは耐えかねた様よう子すで言った。

「今日きようは私、プライベートで来ているんです。仕事の話は今度にしてください！」

　紛うことなき正せい論ろん。一いつ瞬しゆん怯ひるんだ隙すきにリシーは大おお股またで歩き去ってしまった。

「あの、えっと」

　諦あきらめきれずあとを追う。リシーさん、リシーさんと重ねて呼びかけていると周囲からひそひそ声が聞こえてきた。

「何あれキャッチ？」

「こんなところで？」

「いやぁねぇ、みっともない」

「ちょっと係員呼んできたら？」

「おまわりさん、こっちです」

　うわぁあああん！　違うんだよぉおお！

　心の中で絶叫した瞬間、不意に追突しかけた。白い背中がすぐ前にある。リシーが立ち止まっていた。通路の真ん中で息を吞のんでいる。

　………？

　気づけば大ホールにたどりついていた。彼方かなたにＪＴ＆Ｗのロゴ、右手に中規模のブースがいくつか並んでいる。リシーの視し線せんはその一つに吸いつけられていた。

　ＡＲＴＥＲＩＣＡ……アルテリカと読むのか？　ライムグリーンの看板に白抜きのロゴがプリントされている。モダンなインテリアを背景に長身の係員達が接客していた。

　丁ちよう度ど正面、ブースの入り口に背広姿の男性が立っている。丁てい寧ねいにセットされた栗くり色いろの髪、すっと通った鼻筋、いかにも伊だ達て男おとこ然とした顎あごひげ。外人……いやハーフだろうか。パンフレット片手に女性客と談だん笑しようしている。

「Was machen Sie…?」

　え？

　耳みみ慣なれない発音はリシーのものだった。何？　と問いかける暇もない。リシーを取り巻く空気が膨ぼう張ちようした。双肩を怒らせ、嚙かみつくようにして怒ど鳴なる。

「Was machen Sie jetzt!?」

　男性が振り向く。秀しゆう麗れいな顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。固い靴音を上げつかみかからんとするリシーを男は必死でふりほどいた。

「Moment! Moment,Lissie!」

「Verräter! Schäm dich!」

　周囲のスタッフがよってたかって彼女を引ひき剝はがす。弾みで細腕がおかしな方向にねじれた。肩を押えつけられバランスを崩しそうになる。っておいおい。

「ちょっと！　ちょっと乱らん暴ぼうはやめてください！」

　慌てて割って入る。スーツの腕を搔かきわけリシーを引き戻した。両手が、肩が上下に震ふるえている。黙だまっていても激はげしい感情の波が伝わってきた。
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「大丈夫ですか、アカサカさん」

　スタッフが男性に声をかける。アカサカと呼ばれた彼は神経質にネクタイを直した。

「問題ない、知り合いだ」

　厳きびしい表情でリシーに向き直る。

「いきなりなんだ、みっともない」

　リシーは火を噴ふきそうな眼まな差ざしで睨にらみ返した。

「……何してるの、こんなところで」

「何って、見れば分かるだろう、プレゼンだよ。うちの会社の商品のな」

「うちの会社、うちの会社」

　呪じゆ詛そのごとき声音。

「そういうこと。最初からそのつもりだったのね。私達の居場所を売り払って、自分だけ」

「人聞きの悪いことを言うな」

　男性は人目をはばかるように声をひそめた。

「アルテリカのメインビジネスはパッケージ開発だ。ＤＶ社のようなＳＩｅｒは遅かれ早かれ手放すことになったよ。僕はなるべくよい条件でその話をまとめただけだ」

「見返りとして親会社のポジションをもらって？」

　嘲ちよう弄ろうに男性の顔が歪む。大おお股またで歩み寄ってくるとリシーをのぞきこんだ。

「今更何を怒ってるんだ。おまえもちゃんと誘ってやっただろう？　新しい職しよく場ばを紹介してやる、これまで通りの待遇も保証するって」

「そしてＯＢＴからついてきてくれたみんなを見放す？　ごめんよ、あなたみたいな恥知らずと一いつ緒しよにしないで」

　男性は鼻はな白じろんだ様よう子すで眉まゆを寄せた。不ふ機き嫌げんそうに舌打ちし口角を持ち上げる。

「じゃあもういいだろう。お前は沈みかけの船に乗ってればいい。僕はこんなところで止まっていられないんだ。早く上に登っていかないと」

「自分の出世目的で会社を売り渡したと認めるの？」

「そう取りたければ取るといいさ」

「あなたね……！」

　激げつ昂こうしかけたリシーを押しとどめる。

　深呼吸を一回、ゆっくりと前に進み出た。男性の目が見開かれる。

「君は？」

「あなたが言う『沈みかけの船』を買った会社の人間ですよ。スルガシステムの桜さくら坂ざかといいます」

「………！」

　声にならない呻うめきが響ひびく。緑みどり色いろの目が落ち着きなく泳いだ。

「いや……いや、これは」

「説明は無用です。先程からのやりとりでだいたいあなたの人となりは分かりましたから」

「………」

　男性が口ごもる。あまりお上品な対応ではないがまぁ許容範はん囲いだろう。なんとなく感覚で理解できていた。この二週間、自分や室むろ見みが悩み続けてきたこと、その元げん凶きようはおそらく目の前の男だ。

　視し線せんに力を込める。

「お二人ふたりの個人的な因いん縁ねんに興きよう味みはありません。道義的な話も第三者の僕にはどうだっていいことです。ただ一つ、基本的な認にん識しきの誤りだけ正させてもらえますか」

「認にん識しきの……誤り」

「ええ」

　挑むように顔を寄せる。

「ＤＶ社は沈みかけの船なんかじゃありません。売り上げも利益も改善して誰だれもが認める優ゆう良りよう企業になってみせます。その時に売却を悔やんでももう遅いですから」

　行きましょう。

　短く告げてリシーの手を引く。一いつ瞬しゆん華きや奢しやな指が震ふるえた、がすぐに力が抜ける。拍子抜けするくらいあっさり彼女はついてきた。

　途中振り返ると男性が頰ほおを引きつらせていた。ようやく衝しよう撃げきから覚めたのか、怒りと屈辱に顔を赤くしている。

「誰もが認める優良企業だって？」

　せせら笑うような声音。

「やってみろよ、あんな屑くず会社、どうしたって利益なんか産むものか。できの悪い社員を抱えて一いつ緒しよに沈んでいくといい。そうなってからまた泣きついてきても知らないからな、リシー！」

　ぐっとリシーの指に力がこもる。

　見下ろすと、彼女は色を失うくらい強く唇を嚙かみしめていた。




　一いつ旦たん大ホールを出てカフェテリアに赴おもむいた。

　手近な空席を確かく保ほしカウンターに並ぶ。ホットコーヒーを二つ買い戻ってくるとリシーは悄しよう然ぜんとうなだれていた。膝ひざの上で小さな拳こぶしが握られている。前髪が顔に淡い影かげを落としていた。

「あの……コーヒーでよかったですか」

　恐る恐る訊たずねる。リシーはこくりとうなずいた。

　カップを勧め対面に腰かける。さて、どう話したものか、考えていると不意にスマホが震ふるえた。

『送信者：姪めい乃の浜はま梢こずえ　桜さくら坂ざかさんどこに行ったんですか？　さっきからずっと捜しているんですけど』

　うぉ、まずい。すっかり忘れていた。慌てて返信をしたためる。

『すみません、ちょっと知り合いを見かけたので。あとでまた戻ります』

　送信。すぐにメールが返ってくる。

『シルバーブロンドの美女と一緒にいるって本当ですか？』

　続けてもう一通。

『今、七番ホールを出ました。大ホールに向かいますね』

　いや、待って待って。

『カフェテリアにつきました。どこの席でしょうか』

　え、噓うそ。

『私梢こずえ。今、あなたの後ろにいるの』

　ぎゃああああああ!?

　高速で振り向くも背後に人ひと影かげはなかった。カウンターの店員がびっくりした様よう子すで瞬まばたきしている。

「どうかしました？」

　リシーが不ふ思し議ぎそうに訊たずねてくる。「いえ」と首を傾かしげているともう一度スマホが震えた。タイトルなし。本文は一行。

『なんちゃって☆』

（………）

　一度きちんと話した方がいいのかもしれない。梢さんとは。

　スマホをしまいつつ座り直す。「ええっと」と口く調ちようを改めた。

「まずはすみません、さっきは余計な真ま似ねをしちゃって。リシーさんのプライベートに立ち入るつもりはなかったんですが、我慢できなくって」

「……いえ」

　静かに首を振られる。

「間に入ってもらえてよかったです。私も頭に血が上っていましたから」

「腹が立つのは当然ですよ。あんなひどいこと言われて」

　思い返すだに忌いま々いましい。上から目め線せんの罵ば倒とう、開き直り、捨すて台詞ぜりふ。素性は分からないがおよそロクな人間ではあるまい。なまじモデル然とした顔をしているのもむかつく。

「本当ひどい人でしたよね。心性下劣というか性根が捻ねじ曲がっているというか。本当親の顔が見てみたいですよ。どんな育ちをしたのやら」

「兄です」

　………。

「え？」

「私の兄です。クラウス・アカサカ。年はほとんど離はなれていませんが」

　衝しよう撃げき的てきな告白だった。先程失言を指摘された伊だ達て男おとこ氏の心持ちはかくのごときか。「え、あ、えっと」とうろたえているうちにリシーは嘆息した。

「構いませんよ。兄とは随分疎遠にしていますから」

　突き放すような口く調ちよう。そのまま物もの憂うげに口をつぐむ。

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちた。

　しばらく逡しゆん巡じゆんした後、意を決する。

「あの……何があったか訊きいてもいいですか。お兄にいさんのこと」

「………」

「ＤＶ社の問題はあの人が関かかわってるんですよね？」

　恐る恐る訊たずねるとリシーは顔を背けた。唇をきつく結んだ末に肯定する。

「ええ」

　再び長い静寂。やはり話してもらえないのかと諦あきらめかけた瞬しゆん間かん、つぶやき声が上がった。

「……少し長い話になりますが、構いませんか」

「あ、はい。もちろんです」

　慌てて身を乗り出す。リシーは姿勢を正した。顔を上げまっすぐにこちらを見つめる。

「私も兄も、そしてＤＶ社のメンバーも元をたどれば別会社の人間です。オストベルク・テレコム──ＯＢＴという外資系キャリアのメンバーでした」

「外資系……キャリア」

「オーストリアの企業です。まぁ日に本ほんではほとんど知名度もないでしょうけど」

　確たしかに聞いたこともない。まぁ外国の通信会社で知っているところと言ったらボーダフォンくらいしかないが。

「って、ちょっと待ってください。リシーさん、オーストリアの人なんですか？」

「父がオーストリア人だっただけです。日本人の母に婿むこ入いりしたから普通に日本国こく籍せきですし、それは私も兄も同様です。まぁ言葉は日にち独どくどちらもいけますけど」

　独……なるほど先程の会話はドイツ語か。道理で聞き慣なれない発音だと思った。

　というかオーストリア……どこだっけ？　ニュージーランドの隣となりは……オーストラリアだし。ヨーロッパの国か。

「オーストリアなんてそれこそ旅行でしか行ったことがありません。父方の実家と言われてもピンと来ませんし、私にとってはこの国が故郷です。実際学校も就しゆう職しよく先さきも国内でしたし。でも」

　兄は違いました。

　囁ささやくように言われた。

「違う？」

「こんな容姿のせいで色々ありましたから……学校で距きよ離りを置かれることも多かったですし周囲ともなかなか馴な染じめませんでした。そういうのが続いて……嫌いやになったんでしょうね。父の国に対する憧あこがれがどんどん大きくなって……ついには留学したいと言い出しました」

「留学……向こうの大学とかにですか」

「ええ」とうなずかれる。

「幸い語学は堪たん能のうでしたから。少し勉強しただけで無事編へん入にゆうが決まりました。学生時代の成せい績せきも良好、そのまま向こうの会社に就職して、入ったところがさっきのオストベルク・テレコムです」

「とんとん拍子じゃないですか」

　まさしく順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな進路だ。父方の祖国とはいえ慣れない土地できっちりキャリアを築き上げている。尊敬に値した。だが、であればなぜ今のような状況になっているのか。経けい緯いが見えない。繫つながらない。

「とんとん拍子」

　とリシーは寂しげに笑った。

「そうですね、就しゆう職しよくがゴールであれば確たしかに兄は成功者だったでしょう。でも社会人にとって本当の勝負は働き始めたあとです。オーストリアのドメスティック企業で生きつ粋すいの現地人とキャリアを争わなければいけない。向こうの地理も文化も不ふ確たしかな人間にとって、それがどれだけ大変なことか分かりますか？」

「うまくいかなかったんですか」

「まぁ……兄の自負心は満たせませんでした」

　プライドに──実力がついてこなかった。

「だから兄は考えました。自分が他社員に優ゆう越えつしていることは何か、どうすれば同僚に差をつけられるのか。散々悩んでたどりついた答えがブランチオフィスの立ち上げです」

「ブランチオフィス？」

「海外展開ですね。当時オストベルクは国外市場の掘り起こしを始めていましたから、それに乗っかろうとしたんです。自分の語学力を活いかして日に本ほん支社の立ち上げに名乗りを上げました」

「ああ……」

　ブランチ……支社・支店ということか。

「悪い考えではなかったと思います。オストベルクのヘッドクォーターに独どく日にちバイリンガルは少なかったですから。同僚に差をつけるという意味ではベストの選択肢だったでしょう。兄はさっそくその旨むねを私に連絡してきました。一いつ緒しよにやらないか、会社を一から立ち上げてみないかと。当時私は大学生でしたから、就職先の一つとして考えてみてほしいと言われました。色々夢を語ってくれましたよ。株式公開や全国展開、本社への返り咲きとか」

「乗ったんですね、その話に」

「はい」

　コーヒーカップを握りしめる。

「私も大概世間知らずでしたから、兄の語る夢に酔ってしまったんです。五年後十年後の成功を夢見て、一緒に採用活動もして。でも──」

　桜さくら坂ざかさんと呼ばわれた。エキゾチックな緑眼がこちらを見つめる。

「桜坂さんは外資で働かれたことあります？」

「え、僕？　外資ですか」

　まさか、日本企業スルガシステムだってまだ一年しか勤めていないのに。

「いえ、ないですね」

「ではあまりピンとこないかもしれませんが」と前置きしてリシーは声音を低くした。

「外資系企業にとって海外の支社はあくまで出張所扱いです。採算が悪ければ畳まれますし判断の自由もありません。システム企業ならサービス機き材ざいのログイン権限を与えられないこともザラです」

　……は？

「噓うそでしょう？」

「本当です。何か設定変更したい場合は所定のフォーマットで本国に申しん請せいする。もしくは月げつ次じのメンテナンス項目に加えてもらうかですね」

「………」

　理解できない体制だった。システム企業なのに機器を触れないとか、じゃあエンジニアは何をしていればいいんだ。ＬＥＤと睨にらめっこでもしてろというのか。

「退屈でしょう？」

　自じ虐ぎやく的てきに問われる。

「機器選定は本国指定のリストから、設定も本国のテンプレートにのっとって、納入先はＡ社、保守はＢ社、全部決まってるんです。私達はそれに従って手を動かすだけ。なのに成果が上がらなければ『日ヤ本ー支パ社ンは何をやってるんだ』と怒られる。そのサービススペックでは日に本ほんのマーケットにマッチしないと何度言っても聞いてもらえないんです」

「ひどいですね……」

「エンジニアのストレスもすごくて、優ゆう秀しゆうな人間が何人も辞めていきました。そんな時ですよ、兄が独立話を持ってきたのは」

　──支援してくれる会社があるんだ。

　そう言ってきたらしい。

　もともと彼は彼で本国の操あやつり人にん形ぎよう的状況に嫌いや気けがさしていたのか。もっとフリーハンドで自分の力を試してみたい。腕を振るいたいと熱ねつ弁べんしていたらしい。

　そして紹介された会社がパッケージメーカーのアルテリカだった。

「危うく思わなかったかと言えば噓うそになります。なぜ畑違いのソフトウェア開発会社が外資系ＳＩｅｒの独立話になどのるのか。そもそもＯＢＴの日本法人設立を主しゆ導どうしたのは兄です。立ち上げ時に今の状況を見通せなかったのか。同じ間違いを今度も繰くり返さないのか。ただ……ＯＢＴでの業務に行き詰まりを感じていたのも事実ですから」

　結局応じてしまった。創業以来のメンバーを説得しデジタル・ヴィレッジ社設立、顧こ客きやく基き盤ばんごと移い籍せきして。

「……で、気づけば転売されてたというわけです」

　悲ひ劇げき的てきな内容を淡々と告げてくる。人形のような顔から感情は読み取れない。長い睫まつ毛げがつっと伏せられた。

「調しらべれば簡かん単たんに分かる話でした。アルテリカは本業以外に企業投資バイアウトも積せつ極きよく的てきに行っていたんです。格安で未上場企業を買収して株式の公開益などを狙ねらう。私達の場合はそれ以前に転売された感じですが」

「じゃあお兄にいさんは」

「ええ。もとからその差益を手て土産みやげとしてアルテリカに入りこむつもりだったんでしょう」

　あまりにひどい話だった。先程リシーが激げつ昂こうしたのも分かる。いや、ＤＶ社全体に漂う倦うみ疲れた雰囲気。あれも同じ原因か。自らの意志に関かかわりなく、あたかも商品のように売り買いされた人々の絶望感。

　そんな満まん身しん創そう痍いの社員達に自分は「経費を削減しろ」「効率を上げろ」と言っていたのか。彼らの心境をおもんばかると息が詰まりそうだった。

（辞めたくもなるよな）

　案件リストのエンジニアが辞じ職しよくしていた理由、ヤナガワが耐えかねた様よう子すで辞めると言った理由。全すべてが有機的に繫つながり地じ獄ごく絵え図ずを組み上げていく。

「……すみません」

　我知らず謝しや罪ざいの言葉が口を突いていた。リシーは瞬まばたきした。

「なんで桜さくら坂ざかさんが謝あやまるんですか」

「いえ……皆さんがどれだけ辛つらい思いをしていたかも知らず、好き勝手なことばかり言っちゃって」

「………」

　彼女はしばしぽかんとしていたが、ややあって噴ふき出した。唇を押え肩を震ふるわせる。

「ど、どうして笑うんですか」

「どうして？　どうしてって」

　目め尻じりを拭ぬぐう。口元がふやけたように弛し緩かんしていた。

「私達、桜坂さんのことをアルテリカと同じように見てたんですよ。どうせ少ししたらまたＤＶを売り飛ばすつもりだろう。それまでなるべく経費をかけないようにしてるんだろうって。なのになんですか。本当にただの上司として振ふる舞まってただけなんですか？　裏も表もなく？」

「裏なんて……」

　考えてもみなかった。強しいて言えば突然押しつけられた管かん理り職しよくを厄やつ介かいと思っていただけだ。更なる転売や株式上場など意い識しきしたこともない。

　それともあれか？　途中からなまじやる気を出したせいで、いらぬ不安を植えつけてしまったのか。

「僕はただ……皆さんの職しよく場ばを守れればと思って」

　言い訳がましく付け加えた瞬しゆん間かん、リシーの顔に影かげが落ちた。「守る……」つぶやきながら目を伏せる。

「じゃあやっぱり、今のままだとうちの会社なくなるんですか」

「………」

「経費が多すぎるからですか。それとも親会社の仕事をこなせていないから？」

「いえ……」と言葉を濁にごしかけて思い直す。折せつ角かく腹蔵なく喋しやべれているのだ。この機き会かいに状況を共有しておくべきだろう。ＤＶ社の収支構造、今後の見通し、そして慢性的な赤字会社と分かった時、社長がどんな手を打ってくるか。

「実は」

　ことの顚てん末まつを最初から話していく。藤ふじ崎さきの無む茶ちや振ぶり、採用担当のクレーム、室むろ見みとのやりとりに至るまで省くことなく語っていった。

　全すべて説明するとリシーはうなだれた。打ちのめされた様よう子すで肩を落とす。

「そう……ですか」

　弱々しい声音。

「赤字……まともな商売もできてなかったんですね、私達は」

「リシーさん」

「品質維持だ顧こ客きやく満足だと偉そうなこと言って、自分達の給料一つ稼かせぎ出せていなかった。所しよ詮せん学生のお遊びの延長、全然独り立ちできていなかった」

「で、でも大丈夫ですよ。うちの会社、案件だけは多いですから。利益率の高いプロジェクトをそちらに回して既存の赤字業務はどんどん整せい理りしていけば」

「だめなんです」

　静かに首を振られた。

「どれだけ赤字でも、少なくとも一年は既存の業務を終了させられません」

「なんで」

「そういう契約になっていますから」

　リシーは暗い眼まな差ざしを向けてきた。

「ＤＶ社立ち上げ時、兄はアルテリカとの協業プランをいくつも打ち出しました。ＳａａＳ基き盤ばん構築・運用、それにアプライアンス開発。パッケージ開発会社のために一ＳＩｅｒが何をできるか。……その中にソフトウェア購こう入にゆう者しやに対するＳＥサポートがあったんです」

「ＳＥサポート？」

「万よろず相そう談だん窓口と言ってもいいですね。パッケージを買ってくれた企業向けに各種情報インフラのアドバイス・サポートを行う仕組み」

「それって」

　息を吞のむ。

　業務内容一覧の項目を思い出す。エンジニアサポート──導どう入にゆうシステム、及び関連設備に関かかわる軽微な技術相談受付・初歩的なコンサルティングとあった。初めて見た時はなぜファイアウォールの構築で周辺サーバの面めん倒どうまで見ているのかと思ったが。

　……なるほど、パッケージ購こう入にゆう者しやに対する万よろず相そう談だん窓口か。

　であればしっくりくる。そしてもう一つ、ずっと疑問だった内容についても。

「ソフトといっても動かすにはサーバが必要で、アクセスにはネットワークが必要です。だからそこまで含めてサポートするというのはある意味筋が通っています。ただ問題はサポートの範はん囲いがひどく曖あい昧まいだったこと、それに」

「案件採算がパッケージの売り上げも含めたものになっていた、そういうことですね」

　こくりと肯定される。

　ようやく理解できた。なぜああも不合理なサービススペックを甘受しているのか。構造的に赤字を生み出す状況となっているのか。

　なんのことはない、ＤＶ社とアルテリカは二つで一つだったのだ。

　ＳＩで出した赤字をパッケージの売り上げで回収する。いや逆か、パッケージを売りたいがために付帯サポートをただ同然で提供していた。

　Ｌマートの案件報告時、室むろ見みが言っていた。法人向けのソフトウェアにはハードウェアなど比較にならない保守費が発生すると。一度パッケージを売ってしまえば毎年まとまった収益が見こめる。小規模なＳＩの赤字など問題ない売り上げが期待できる。経営側にしてみれば悩むまでもない選択肢──販売戦略だったはずだ。

　二社がずっとグループ企業であればこの仕組みはうまく動き続けただろう。連結で見れば互いの損益は相そう殺さいされ結果としてプラスの数字しか残らないからだ。だが両社の関係が断たれ、それぞれ単体の組そ織しきになった時、歪いびつな依存関係はいともたやすく破は綻たんした。あたかも「人」という字の支えが外れたように。

「そのサポートは……契約期間が一年、少なくとも今月来月で打ち切れるものじゃないんですね？」

「ええ。買収前に一度更新がかかりましたから、ほぼ来年度末まで今のままです」

「契約自体破棄することは」

「あまりそっち方面は詳しくないので分かりませんが……難むずかしいと思います」

　それはそうだろう。一方的に破棄できたら契約の意味がない。なにがしかのペナルティか制限があってしかるべきだ。だとすれば。

　絶望的な結けつ論ろんが脳裏を過よぎる。

　赤字案件の整せい理りも不可能、新規業務の受け入れもできないとなれば行き着く先は廃業しかない。会社精算。全員の解雇。

（いや、でも待てよ）

　仮に慢性的な赤字企業だとしたらうちはなんでそんなところを買収したんだ？　いくら大急ぎで取り引きしたといっても業ぎよう績せきくらい見るだろう。あの銭ゲバ社長が儲もうからない投資をするはずがない。

　……んんん？

「どうしようも……ないんですかね」

　ふっとつぶやき声が上がった。リシーが机を見つめている。

「どんどん社員が辞めていって、会社もなくなって、最終的にはみんなＤＶのことなんて忘れちゃうんですかね」

　──なかったことになってしまうんですかね。

　喘あえぐように囁ささやく。

「それでいいんですか」

「いいわけ……ないでしょう？」

　拳こぶしが握りしめられる。いつの間にか彼女の唇は震ふるえていた。

「最初は兄に誘われたから、自分の語学を活いかせそうだから参加しただけです。でも必死で体制を作って、お客さんを集めて……私の社会人人生を全部費やしてきたんですよ？　それが……こんな結末を迎えるなんて」

「リシーさん」

「普通に仕事してただけです。提案して設計して検証して、お客さんとも信頼関係を築いて。……でも知らないところで会社がどんどん売られていくんです。社名が変わって方針も変わって、挙げ句に最後は潰つぶされちゃうなんて……あんまりじゃないですか。私達、何か悪いことをしましたか？　一体どこで間違ったって言うんですか？　私、私達は……」

　ぐっと掌てのひらを重ねた。

「あ」

　リシーが呻うめく。涙に濡ぬれた目が大きく見開かれた。驚きよう愕がくに強こわばる手を、だが構わずに押さえつける。震えを鎮しずめるように、強く、動揺を断ち切るように。

「一つ大事なことを忘れていませんか」

　強い口く調ちようで告げる。

「僕はリシーさんにとって何です？」

「何……」

「上司でしょう。たとえ代理でも、名目だけのものであるにしろ」

　白い面おもてが電流でも流されたように揺れる。

「であれば業務上困ったことがあれば真っ先に相そう談だんしてしかるべきです。さぁ、話してください。一体リシーさんはどうしたいんですか？　僕にどうしてほしいんですか」

「私は……」

　かすれた声音。

　たっぷり十数秒沈ちん黙もくした後、彼女は歯ぎしりした。

「助けて……ください」

　感情があふれでる。あたかも堰せきが切れるかのごとく生の声がほとばしり出た。

「ＤＶを、みんなの居場所をなくさないでください」

　その言葉が──聞きたかった。

　自分と室むろ見みがどれだけ尽力しようと今まではただの独ひとり相撲ずもうだった。ゴールを共有しない状況でいかに共きよう闘とうを呼びかけても相手にとってはありがた迷惑でしかない。だがもう違う。ＤＶ社を取り巻く危き機きも困こん難なんも、進むべき道も全すべて分かちあえた。であればあとは動くだけだ。互いに手を取り合い、一つの目標に向かって。

　コーヒーの残りをあおり立ち上がる。

「じゃあ早速取りかかりましょう。契約書の場所を教えてもらえますか。あとは更新時のやりとりの記き録ろくも」

「……信じていいんですか？」

　潤うるんだ眼まな差ざしで見上げられる。「もちろん」とうなずきかけて、ふっと考え直す。折せつ角かくのシチュエーションだ。精一杯いなせに対応するべきだろう。

「リシーさん、僕一応大学でドイツ語の授業も取ってまして、ほとんど忘れちゃったんですけどちょっと喋しやべってみていいですか？」

「は？　はぁ、どうぞ」

「さっき助けて下さいって言いましたよね、リシーさん。ＤＶ社を潰つぶさないでくださいって」

「………」

「ヤヴォール・フラウ。……『了解、お嬢じよう様さま』でいいんでしたっけ？」

　リシーは目め尻じりを拭ぬぐいながら「Ｊはａい」と笑った。花のつぼみが開くような可か憐れんな笑え顔がおだった。




　海かい浜ひん幕まく張はり駅えきに戻りながら携帯を取り出す。

　発信先は室見。三コールと待たず電話は繫つながった。早口で状況を説明する。

「というわけで問題は旧親会社、アルテリカ傘さん下か時に結ばされた不平等契約です。それさえなんとかすればＤＶ社は立ち直れます。全員の稼か働どうも現実的なレベルに落ち着くはずです」

『理屈は分かるけど』

　室見は疑わしげだっった。

『契約ってそんな簡かん単たんに打ち切れないでしょ。客に有利な内容ならなおさらよ』

「だからもう一度中身をチェックします。解除のペナルティが軽ければいっそ応じてしまうのも手ですし」

『そこまでいったらもう私達の判断じゃないわね』

「ええ、どのみち社長を巻きこまなきゃ無理です。ただきちんと再建策もセットで示せれば議ぎ論ろんに乗ってもらえるかなと」

　金と業ぎよう績せき拡大にしか興きよう味みのない人だ。こういう時の交渉はシンプルでいい。要はＤＶ社がきちんと利益を生み出せればいいのだ。それ以外のごたごたは些さ事じに過ぎない。

「で、あと気になるのは買収時の赤字についてなんですけど」

　事前に分かっていたなら、なぜうちが取り引きに踏み切ったのかという問題だ。いやそもそも社長は「利益率の高い黒字企業」と言っていたのではなかったか。矛む盾じゆんしている。どこかに齟そ齬ごがあった。

『──ね──でも』

　ノイズが室むろ見みの声を遮さえぎる。電波が悪いのか？　いや音質自体はクリアだ。であれば背景音か、金属とコンクリートのぶつかり合う響ひびき。

「室見さん、今どこにいるんですか？」

『んー、工事現場』

　……は？

　予想外の答えに固まる。室見は声を大きくした。

『ＤＶ社の保守案件よ。例によって人手が足りないから手て伝つだってるの。現場事務所のＶＰＮ装置を取り替えるんだって』

「なんで室見さんが」

『仕方ないでしょ、あんた含めてめぼしいメンバーは全員出払ってたし』

　それにと気恥ずかしげに付け加えてくる。

『上から目め線せんで注意ばかりしてても仕方ないしね。残業が適正でないっていうなら、実際に中に入って確かく認にんしてみないと』

「室見さん……」

『ちなみにヤナガワさんの手伝いで来てるから』

　え。

　ヤナガワさんって、あのヤナガワさんか？　金きん曜よう日び喧けん嘩か別わかれして辞じ職しよくをほのめかしていた。

「戻ってきてくれたんですか」

『やりかけの仕事放り出すのは性しように合わないからって。まぁ面めん倒どうくさい感じの人だけど向こうは向こうで悪いと思ってたみたいよ。あとで謝あやまりたいって』

「そんな……僕こそ」

　電話向こうで『室見さーん』と呼ぶ声が響ひびく。ああ作業中か。であれば邪じや魔ましちゃだめだな。

「とにかく契約書ベースで確認して、分かったことがあったら共有しますから」

『了解。私もヤナガワさんと話してみるわ。何か知ってるかもしれないし』

　お願ねがいしますと告げ電話を切る。じんと胸の奥で熱あついものが疼うずいた。悪くない、なかなかよい状況じゃないか。自分達が懸けん命めいに投げかけてきた言葉、対話の思い、それが一つ一つ芽め吹ぶいている感じだった。

　よしと独白し顔を上げる。気づけば駅にたどりついていた。売店で清涼飲料水を購こう入にゆうし改札通過、ホームにたどりつくと丁ちよう度ど上り電車の到着するところだった。

　サラリーマンや家族連れとすれ違いながら車両に乗りこむ。連結器側の席に陣取りノートＰＣを立ち上げた。

（さてと……来てるかな）

　メーラーを起動する。ややもっさりした動作の末に受信トレイの着信数が増えていった。送信者をＤＶのドメインに限定して検索、……お、届いてる。

　サブジェクト──契約書のパス。

　リシーが言ことづてしてくれたのだろう。茶髪さんからファイルサーバのパスが送られてきていた。ＶＰＮを接続したままリンククリック、ファイラ画面を表示させる。

　中に入っていたのはＰＤＦだった。顧こ客きやく名めいと日時をタイトルにしたファイルがずらずらと並んでいる。うち一個、Ｌマートの契約書を開いてみる。

　うわ。

　事故対応だの合意管かん轄かつ裁判所だのややこしい用語が並んでいる。商学部卒のシステムエンジニアにはさっぱりな世界だ。とりあえずタイトルから分かる単語を拾っていく。資料及び情報の取り扱い……ではなく、環かん境きよう設定・整せい備び……でもなく。

（あった）




【第二十六条、契約解除】

　甲または乙は、相手方に以下の各号のいずれかに該当する事由が生じた際、本契約の全部又は一部を解除できる。


（一）重大な過失、または背信行為があった場合

（二）支払いの停止・遅延があった場合

（三）破産・和わ議ぎ・会社更生手続きの開始などで役務の継続が不可能になった場合

（四）………






　ううむ。

　どれも現実的ではなさそうだった。

　背信行為なんてしでかしたら逆に訴えられそうだし、支払い停止は客側の問題だ。破産・和議・会社更生って……潰つぶさないために頑張ってるんだぞ、自分。

　やはり一方的な解除は難むずかしそうだ。であればペナルティの有無が重要だが。




【第二十七条　契約期間及び中途解約について】

　甲乙ともに本契約の期間内であっても解約予定日の三ヶ月前までに、書面にて通知を行うことで本契約を中途解約できる。但ただし残期間分の料金相当額がく、または提供予定サービスの弁済額はこれを一いつ括かつして支払うものとする。




　ん……ん？

　分かりづらいがつまり途中でサービスをやめたら、残契約期間の予定労働をお金に換えて弁べん償しようしろと言ってるのか。なんだそれ、理不尽すぎる。

　まぁ甲乙と書いてあるから客にも適用されるのだろうが、この場合どう考えてもＤＶ社の方が不利だろう。

　えーと残期間が十一ヶ月だとしてリストには何なん顧こ客きやくあった？　十、二十、三十……だいたい四十くらいか。その月額費用を積せき算さんすると……。

（あかん）

　思わず関かん西さい弁べんになってしまう。それくらい無む茶ちやな金額だった。毎月の出血をなくすために一いち撃げき死ししたら意味がない。

　誰だれだよ、こんな契約結んだやつ。

　……って考えるまでもないか。あの伊だ達て男おとこだ。クラウス・アカサカ。リシーの兄妹きようだい。

（会場に戻ってぶん殴ってやろうか）

　一いつ瞬しゆん魔まが差すもかぶりを振る。

　綺き麗れい事ごとのようだが暴ぼう力りよくでは何も解決しない。あの最低男に一泡吹かせるのは拳こぶしでなく業ぎよう績せきの向上だ。ＤＶ社を完全に建て直しざまぁみろと言ってやる。よい会社を手放して残念でしたと告げてやる。他ほかに手はなかった。

　じゃあ……どうする。

　契約書のＰＤＦをスクロールする。

　契約解除は不可能、ペナルティも支払えない、かといって今のまま赤字案件を抱えていたら沈むだけ。

　………。

（連絡を……してみるか）

　悪魔は契約の見返りに魂を求めるという。冷静に考えれば絶対に取り引きしてはいけない相手、関かかわってはならない対象。だが今となっては他に頼る先もない。

　逡しゆん巡じゆんしつつ携帯を取り上げる。宛あて先さきを選択し発信。

　呼び出しは瞬時に繫つながった。




　　　　[image: ]




　店内の空気は薄うすく煙けぶっていた。

　オレンジ色の照明に紫煙がまとわりついている。年季物の漆しつ喰くい壁へきは煙草たばこの脂やにで黄き色いろに染まっていた。二十席ほどのスペースに客の姿は少ない。夕食時にもかかわらず店は閑散とした印象だった。お世辞にも流は行やっている様よう子すには見えない。

（目め黒ぐろの一等地なのにな）

　イタリアンレストラン、ベルリンと言ったか。なんともちぐはぐな店名だ。ドイツだかイタリアだかはっきりしろと思う。待ち合わせの相手が相手なだけに結構な名店だろうと気負っていたのだが。

　コートを脱ぎながら視し線せんを走らせる。……いた。窓際で黙もく々もくとパスタを食べているその人は。

「やぁ、来たね」

　狐きつね目めの女性が片手を上げる。なで肩で面おも長なが、全体的にやたらつるりとした印象だ。長い髪をまとめもせず無造作に背中に流している。服装は飾り気のないブラウスにデニムのパンツ。何も知らなければモラトリアム真っ最中の学生とでも勘違いしそうだ。が。
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「お久しぶりです、貝かい塚づかさん」

　油断なく挨あい拶さつする。

　貝かい塚づか悠ゆ里り、ＮＢＬ常じよう駐ちゆう時じに出会ったエンジニアだ。零細ＳＩｅｒスピリッティアの社長にしてデータベースアーキテクト。そしてＮＢＬリテイル本部の正社員でもある。複数企業と現場をまたいで暗あん躍やくしパワーゲームを繰くり広げる、一種妖よう怪かいのような人物だった。

「悪いねぇ、うちの会社の近くまで来てもらっちゃって。ちょっと色々立てこんでてオフィスを空けづらいんだよ」

「お忙しいんですか」

「まぁおかげさまでね。興きよう味みある？」

「いえ……」

　迂う闊かつに関かかわったら何に巻きこまれるか分かったものではない。気づいたら企業戦争の矢や面おもてに立たされていたとか洒落しやれにならなかった。

「座ったら？」

　正面の席を勧められる。おずおず腰かけると机の上をメニューが滑ってきた。

「おすすめはなんですか」

「ないねぇ、どれも不ま味ずいから」

「………」

　貝塚はパスタの塊を口に押しこんだ。

「わたしがこの店を重宝してるのは煙草たばこＯＫだから。味は全然だめだめだよ。そこらのファーストフードの方が百倍マシ」

「さいですか」

　相変わらず人を食った女性だ。話しているとどうにも調ちよう子しが狂う。用心や警けい戒かいがどこかに霧む散さんしてしまいそうだ。危ない。

　とりあえず無ぶ難なんなところでアイスウーロン茶を注文する。夕食はまだだったが、さすがに頼む気になれない。まぁ我慢できなくなったらカシューナッツでも追加するとしよう。

「で、相そう談だんっていうのは？」

　フォークを振りながら訊たずねてくる。

「買ってもらいたい案件があるんです」

「案件？」

　鞄かばんからプリントの束を取り出した。ＤＶ社顧こ客きやくの一いち覧らんだ。固有名詞は伏せてあるが、サービス内容・価格・契約条件などは詳細に記してある。

「とあるＳＩｅｒの月げつ次じサポート業務です。一つ一つは小規模ですがまとめればそれなりの額がくになりますし。スピリッティアの既存運用窓口で回したらそこそこ美お味いしいんじゃないかなと思って」

　プリントを手渡した。

　そう、貝かい塚づかは以前、自分達の常じよう駐ちゆう業務を買い取ってくれた。カウルドットコムのインフラ運用を巻き取ってくれた。あれと同じことをもう一度できないかと思ったのだ。スピリッティアはＮＢＬクオリティの強力な運用部隊を持っている。ＤＶ社では捌さばききれない案件もやりよう次第で黒字化できるかもしれなかった。

　もちろん葛かつ藤とうはあった。

　藤ふじ崎さきからは貝塚への連絡を固く禁じられている。ＮＢＬ関連の人脈には二度と関かかわるなと厳げん命めいされていた。

　だが今のままではＤＶ社の赤字案件を整せい理りできない。契約の壁かべを突破できない。

　まとまった資金を動かせて業務の請うけ負おい体制を持っている、自分との交渉だけで出資を決断できる、そんな人は誰だれだと考えた時、貝塚以外に思い浮かばなかった。

（ばれたら怒られるだろうな……）

　暗あん澹たんたる気分になりながら反応を待つ。

　貝塚は手早く内容を確かく認にんしていたがややあってプリントを放り出した。

「だめだね、屑くずばっかりだ」

　ばっさりと死刑宣告。

「高リスク・高負荷・低採算。よくもまぁこんなろくでもない仕事を集めたもんだねぇ。これやってる会社、ＳＩｅｒだっけ？　赤字でしょ」

「………」

　一いつ瞬しゆんで見抜かれてしまった。弁解できず沈ちん黙もくしていると貝塚は口角を歪ゆがめた。

「というわけでこの商しよう談だんには乗れない。以上」

「……ちょっとせっかちすぎるんじゃないですか。ひょっとしたらゴミ山に大金脈が眠ってるかもしれませんよ？」

「ははは、だったら君が掘り起こしてるでしょ？　わざわざ他人にチャンスを譲ゆずったりしない」

　まぁ、と言って椅い子すにもたれかかる。

「他ほかでもない桜さくら坂ざかさんの頼みだからね。どうしてもっていうなら検討するよ。ただもう少し割のよい商品もつけてもらわないと」

「商品」

「君とか」

　フォークの先を向けられる。ぞくりと背筋に悪お寒かんが走った。慌てて視し線せんを逸そらす。

「……冗談はよしてください」

「別に冗談ってわけじゃないんだけどねぇ」

　おかしそうに告げてフォークを引っこめる。煙草たばこを取り出しくわえた。

「にしても君、しばらく会わない間に随分面おも白しろいことやってるねぇ。なんだい、エンジニアを廃業してブローカーにでもなる気かい？」

「そういうわけじゃ……ないんですけど」

「〈教授〉との飲み会も全然企画してくれないし。ひょっとしてスルガシステムを首になったとか？」

「違いますって」

　懸けん命めいに否定していると貝かい塚づかが声の調ちよう子しを変えた。

「相そう談だんに乗ろうか」

　思わずしげしげと見つめ返してしまう。先程商談に応じられないと言ったばかりでないか。

「金は出せないけどね、アドバイスならできる。折せつ角かく来てもらったんだし愚ぐ痴ちくらいこぼしていったら？　わたしも煙草たばこ吸う時間ほしいし」

「はぁ」

　なんともうさんくさい申し出だった。だが折角助言してくれるというのにわざわざ断る理由もない。悩んだ末話し出す。ことの経けい緯いを、最初から。

「ふぅん、アルテリカねぇ」

　貝塚が反応したのはやや妙なところだった。両手を顎あごの前で組み親指同士を遊ばせている。

「知ってるんですか？」

「人事総務系のパッケージでは結構有名どころだよ。アルテリカ給与とかアルテリカ人事管理とか、機き能のう毎ごとにソフトを購こう入にゆうしていく感じ。最近はクラウドサービスとかも始めてるんじゃないかな？　うち……っていうかＮＢＬにも一度協業の話がきたよ」

「協業したんですか」

「ううん、うちは昔から付き合ってるところあるし」

　そう言って貝塚は著名なソフトウェアメーカー名を挙げた。なるほど、ソフトの世界は世界で色々勢力争いがあるらしい。

「悪い会社じゃないけどねぇ、競きよう合ごうが多くてちょっと伸び悩んでる感じかな。だからこそ投資会社まがいのこともしてるんだろうけど」

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんではないということか。だとすれば向こうにとって利益となる提案を準備したり、技術協力を持ちかけたりすれば──

「直接交渉したら何か妥協点を探れたりしますかね」

　探るように訊たずねると貝塚は小首を傾かしげた。

「妥協ってＤＶ社の赤字を補ほ塡てんしてもらうとか？　無理でしょ、諸もろ々もろ条件合意して買収したんだから。今更業ぎよう績せきに文句つけたところで手遅れだよ」

「でも……黒字会社って触れこみで赤字だったんですよ」

「詐さ欺ぎだっていうの？　だったら話は別だけどね。でも証拠がないとだめだよ」

　あるの？　と訊たずねられる。無言で首を振った。実際今のところそれを示す情報は見つかっていない。

「じゃあだめでしょ、根拠もなしに誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしたらそれこそ名めい誉よ毀き損そんだよ」

「ですよね……」

「だいたいさぁ、その会社を助けるメリットってどのくらいあるの？」

　貝かい塚づかは露ろ悪あく的てきに言った。

「頭数が増えるって総そう論ろんはおいといて。具体的にいくらくらい稼かせげそうなのさ。各人のスキルセットと効率を考えて」

「それは……」

「八人もいたら使えない人だっているんじゃないの？　だったらいっそ会社ごと潰つぶしちゃえば？　で、優ゆう良りような人材と顧こ客きやくだけスルガシステムで引き取ってしまう。悪くないでしょ、赤字案件は全部リセットできるし」

「貝塚さん」

　さすがにむっとなって押しとどめる。会社救済の相そう談だんをして潰せと言われたら世話はない。貝塚は「ごめんごめん」と両手を上げた。

「たださ、会社経営は仲よしごっこじゃないからね。口でなんと言っても金が出なくなった瞬しゆん間かん、社員は逃げていくよ。銀行も付き合いを打ち切ってくるし。怖いよぅ、そういう時の掌てのひら返がえしは。人間を嫌いになること請うけ合い」

「………」

　やっぱりこの人は苦手だ。何気ない日常が、世界が、突如悪意に満ちて見えてくる。海辺の綺き麗れいな石を裏返したら、そこにびっしり虫が張りついていた感じ。負のオーラが空気を越え伝染してくる。

　反応に窮きゆうしていると不意に着信音が響ひびいた。

「はい、貝塚です。……ああ、ごめん。時間ね、戻ります」

　こくりと首を傾けられた。

「申し訳ない、ちょっと打ち合わせみたい」

「いえ……こちらこそすみません。お忙しいところ時間いただいてしまって」

　貝塚は「いやいや」と笑った。

「あんまりアドバイスできなくて悪かったよ。お詫わびと言っちゃなんだけど、ここはわたしのおごりにしておくから。なんでも好きなもの頼んでよ。値段は気にしなくていいから」

「え、でも」

　不ま味ずいんでしょう？　と聞き返す間もなく「マスター！」と呼ばわれた。すぐに安やす岡おか力りき也やばりのヤクザじみた男性が現れる。巌いわおのような顔つきで「ご注文は」と問いかけられた。

「う、ウーロン茶、おかわ──」

「うちはイタリア料理店なんだけどね」

　………。

「ご注文は」

「……カルボナーラでお願ねがいします」

　出てきた食事は地じ獄ごくのように辛からかった。




　泣くような思いで完食し店を出る。

　喉のどの奥から食道にかけ塩をすりこまれた感じだった。気を抜けば苦いものが逆流してきそうだ。まったくもって未知の食感。何をどうすればカルボナーラという定番料理をあんな味にできるのか。心底不ふ思し議ぎだった。

（ていうか貝かい塚づかさん、僕のこと嫌いなんじゃ）

　まぁ藤ふじ崎さきさんとの飲み会を散々延期した挙げ句、新規のお願ねがいだ。鬱うつ陶とうしがられても仕方がない。だいたいあの人はＩＴゼネコンの幹部候補で自分は零細ＳＩｅｒの新入社員である。住む場所が違う。何気軽に連絡しとんねん、という意思表示なのかもしれなかった。

　咳せき払ばらいを数回、ハンカチで口をぬぐう。

　ちょっと口直しにジュースでも買おうか、自じ販はん機きは──と考えていると胸ポケットのスマホが震ふるえた。

「はい桜さくらざ……ごほっ！　げふっ、ごはっ!?」

『ど、どうしたの大丈夫!?』

　室むろ見みだった。突然の咳せきこみにひどくうろたえている。慌てて「大丈夫」「平気です」と繰くり返した。下へ手たに経けい緯いを説明して貝塚の件を悟られたら洒落しやれにならない。「ちょっと唾つばを飲みこんじゃって」と言い訳した。

「すみません……あやうく窒息しかけました」

『何もないところで窒息死できるってある意味才能よね』

　妙な感心の仕方をして室見は口く調ちようを改めた。

『いいニュースと悪いニュースがあるけどどっちから聞きたい？』

「いいニュースだけ聞きたいところですけど……」

　どうせ二つ合わせて一つの知らせなのだろう。であれば先に嫌いやなことをすませておきたかった。

「悪いニュースからで」

『社長がＤＶ社の業ぎよう績せき見こみを見せろと迫ってるみたい。採用担当がせき止めてたけどもう誤ご魔ま化かせないって。明後日あさつてにはレポート出すみたいよ』

　マジか。

　いきなり時間の猶ゆう予よがなくなった。向こう一年赤字の報告など見せたら社長は速攻会社精算に走るだろう。買収わずか半月でスルガシステムグループは分解する。

「せめてもう一週間くらい延ばせないんですか？」

『それができたらわざわざ知らせてこないでしょ。あのチャラ男おが珍しく私に直じか談だん判ぱんしてきたんだから』

「………」

　予想以上に状況は切せつ羽ぱ詰つまっているらしい。畜生、まだ全然突破口も見えていないっていうのに。

「よいニュースは」

『買収前とあとでＤＶ社の業ぎよう績せきが急変した理由、分かったわよ』

　………！

「本当ですか!?」

　黒字だった企業が一いつ瞬しゆんで赤字に変わった理由。その謎なぞが解けたというのか。

『すごく単純な話だったわ。本当馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるくらい』

「どういうことですか」

　室むろ見みは舌打ちした。

『優ゆう良りよう顧こ客きやく担当の社員が辞めたのよ。案件ごと他社に持ち去る感じで』

「……は？」

『案件リストにＦ原はら、Ｋ松まつって名前があったでしょ、彼ら。それこそローリスク・ハイリターンの顧客ばかりもって辞じ職しよくしたらしいわ。表向きの理由は「新体制に納得いかないから」。ところがこの二人ふたり、転職先どこだと思う？』

「……さぁ」

『なんとびっくりアルテリカコーポレーション、つまり以前の親会社』

　絶句した。

　わずかに間を置いて情報の意味が咀そ嚼しやくされる。笑えるくらいにひどい話だった。畜生、畜生なんてこった。

　買収企業を高値で転売する。のみならず優良案件は担当者引き抜きという形で自社に抱えこんだのだろう。もちろん表向きはＤＶ社員が自由意志で辞めただけだ。だがその裏には作為が渦巻いている。屋台骨の収入を失ったＤＶ社は立ち枯れるしかない。どれだけ働いても黒字になれない、まさしく賽さいの河か原わら状態。反面アルテリカは企業売買の差益に加えて、継続的な月げつ額がく収入も期待できる。笑いがとまらないはずだ。

（詐さ欺ぎ同然だけどな）

　胸の奥に激はげしい怒りがある。一体誰だれがこの絵図を描いた？　暴ぼう利りをむさぼった？　決まってる、あの男だ。クラウス・アカサカ、出世のために取引先を、仲間を、家族でさえ裏切った。

　許してはならない。あんな男に好き勝手されては世の道理が成り立たない。こんなブラック業界であろうと最低限の仁義はあるのだ。これ以上、野放しにできなかった。

　ぶっ潰つぶしてやる。

　軋きしるように独白しスマホを握り直す。

「ちなみに今の話、どこ情報ですか？　簡かん単たんにゲットできる内容じゃないと思うんですけど」

『ヤナガワさんよ。なんか辞めた人達とＳＮＳで繫つながってたみたい。直接転てん職しよく先さきのことは知らされてなかったけど、ほら共通の知り合いっているじゃない』

「……ああ、趣しゆ味みのサークルとか前職の仲間とか」

『そうそう。そういう人達にね、片っ端から聞いてくれたのよ。作業の待たい機き時間とか使って、十人くらい。最後の方はもうだめかと思ったんだけど』

　見つけてくれたのか。巧妙に隠いん蔽ぺいされた策さく謀ぼうの残ざん滓しを、手がかりを。

「了解です。ありがとうございました。ヤナガワさんにもよろしく伝えてください」

『はいはい、……って、これからどうするのよ。今みたいな話で社長のチェックを回かい避ひできるの？』

「できるかどうかは分かりませんが、やってみます」

　半ば勢いで言い切る。答えは相変わらず見えない。だが情報はほぼ揃そろっていた。おそらくもう一週間待ったところで追加の材料は出てこないだろう。であれば今の状態で突き進むしかない。

『ま、あんまり無理はしないようにね。あんた走り始めると周りが見えなくなるから』

　さすが分かってる。「気をつけます」と苦笑し電話を切った。

　さて、どうする。

　使える人脈はほぼ使い切った。藤ふじ崎さきの帰りは未定で社長にも相そう談だんできない。こんな状態で財務や契約、企業買収のことを話せる相手と言えば。

　……採用担当？

　まぁ一応総務だから的外れではないだろうが。

　でもあの人、今回の話で速攻お手上げしてアラート上げてきたんだよなぁ。アルテリカと戦う上ではあまり頼れそうにない。

　だいたい彼、専門は社保労務らしいし。

　溜ため息いき混じりに思いかけて、ふっと固まる。

　待てよ……社保労務？

　社保……人事……労務。

　頭の中でキーワードが絡み合う。なるほど、色々情報は集めてみるものだな。どこで何が繫がるか分かったものではない。

　にやりと笑いスマホを取り上げる。発信先は総務部、採用担当。

「もしもし、桜さくら坂ざかですけど」

　手短に質問を行う。

　返ってきた答えは期待以上のものだった。
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　南向きの窓から朝あさ陽ひが差しこんでいる。

　二月の太陽は淡く澄すんだ光を放っていた。長い髪を黄おう金ごん色いろに染め、室むろ見みがジャケットを着こむ。ブラウスのボタンを上まで留め振り返った。

「準備はいい？　桜さくら坂ざか」

「ええ、行けます」

　ネクタイを締しめる。気持ちがぐっと引きしまった。朝八時、ＳＥ部のオフィスにまだ他社員の姿はない。自分と室見の影かげだけが長くフロアに落ちている。ある意味荘そう厳ごんな風景だった。出陣間際の雰囲気に相応ふさわしい。

　出陣──まさにそう呼んでしかるべきだった。今日きよう自分達はＤＶ社問題に片をつける。持てる武器と情報を駆使しここ半月のトラブルを終息させるつもりだった。

　だがその前に寄っていくところがある。

「もしもし、リシーさん？　今からうかがいますが大丈夫ですか」

　電話向こうの声は「はい」と返してきた。二、三、確かく認にんして通話終了する。室見は「どう？」と訊たずねてきた。

「みんな揃そろってるって？」

「はい、ＤＶ社員八名、全員出社済だそうです。なんかもう三十分前から来てるみたいで」

「あらじゃあ待たせちゃ悪いわね」

　調ちよう子し外はずれの口笛を吹き歩き出す。オフィスを出てエレベーターホールに、五階まで降りＤＶ社スペースにたどりついた。

　受付扉を開けると全員の視し線せんが集まってきた。皆、表情を強こわばらせている。事前にリシーから朝会の趣しゆ旨しを聞かされているのか。目に不安の色があった。

「おはようございます、今日は突然すみません」

　軽く会釈、視線を巡らせた。

「既に知っている方もいるかと思いますがＤＶ社は現在ひどく厳きびしい状況にあります。ひょっとしたら来月、いや来週を迎えられないかもしれない、それくらい切せつ羽ぱ詰つまった状態だと認にん識しきしてください」

　ざわざわと空気が揺れた。

「今け朝さは」と声のボリュームを上げる。

「ざっくばらんに全すべて話すつもりでうかがいました。問題点を隠したまま皆さんに協力だけ求めてもうまくいかないと思ったからです。一部の話はすごく不愉快でしょうし、耳をふさぎたくなることがあるかもしれません。でも最後まで聞いてください。その上でどういう判断を下されても皆さんの自由ですから」

　前置きの後、話し始める。ＤＶ社の収支、業ぎよう績せき見込み、そして不平等な契約内容について。

　説明がクラウスの裏切りに移った時、社員達から低い唸うなり声ごえが漏れた。怒りと屈辱のこもった野や獣じゆうのごとき呻うめき。

　だが続けて会社精算のことを話すと場は凍りついた。さすがにそこまでの破局は予想外だったのだろう。衝しよう撃げきに表情をなくしている。

　ヤナガワが上体を揺らす。

「それで、いつまでに業ぎよう績せきを改善すればいいんだ」

「明日あした中じゆうです。正せい確かくにいうと明日の午後五時四十分」

　社長向けのレビュー予定日時。

「はぁっ!?　できるわけねぇだろ、そんなの！」

　仰ぎよう天てんしたように叫んでくる。無理もない。実際無む茶ちや苦く茶ちやな話だ。同じことを言われたら自分も耳を疑うだろう。

「来月再来月目標でも厳きびしいだろうに、明日とか。なんだよそれ。端はなから潰つぶすつもりで動いているってことか」

「そういうわけじゃないです。社長は単純にＤＶ社の現状を知りたいだけでしょうし、今月の収支が赤でも来月以降で改善見こみを示せれば考こう慮りよはしてくれるはずです」

「でも無理だろ！　明日までに改善のプランを出すとか」

「いいえ、できます」

　強い口く調ちようで言い切るとヤナガワは絶句した。周囲の人々もぽかんと口をあけている。

「で、できる……？」

「はい、ただこのプランは皆さんの協力が不可欠です。お膳ぜん立だては整ととのえられますが実際に手を動かすのはＤＶ社です。だからこそうかがいたいんです。皆さんにこの会社で頑張る気持ちがあるか、僕らと一いつ緒しよに戦う覚悟があるか」

　覚悟……。

　つぶやき声にうなずき言葉を続ける。

「僕らは今から色々な人達と交渉します。かなり危ない橋を渡りますしなんらかのペナルティを負うかもしれません。そういうリスクを冒した挙げ句、肝心の皆さんがついてきてくれなければ信用問題に関かかわるわけです。だから『協力できない』なら今この場で言ってください。別の手段……人事と相そう談だんして、転てん職しよく先さきの斡あつ旋せんなども検討しますから」

「………」

　重苦しい沈ちん黙もくが部へ屋やを満たした。誰だれしも即決できず固まっている。無理もないだろう。詳細も説明せず「覚悟は」と問われても普通の人間は判断できまい。だが今の時点で条件闘とう争そうや腹の探り合いをしていては、どのみち共闘など覚おぼ束つかない。要は自分という人間を信用できるか、その覚悟を問うているつもりだった。

　十秒、二十秒、三十秒。

　返事はない。

　強く拳こぶしを握りしめた瞬しゆん間かん、白い手が上がった。

「私は桜さくら坂ざかさんを信用します」
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　リシーだった。

　緑みどり色いろの瞳ひとみに力がこもっている。色素の薄うすい唇が引き結ばれた。

「今までの上じよう長ちようは皆、耳当たりのよいことばかり言ってきました。一いつ緒しよに業界トップを目指そうとか株式公開ＩＰＯで成功者になろうとか。……そういう夢のような風ふ呂ろ敷しきばかり広げて、肝心の現場には顔も出しませんでした」

　でも、と息を継ぐ。

「桜坂さん達は違います。あくまで現場の一員として同じ目め線せんで議ぎ論ろんをしてくれる。手を動かしてくれる。だからこそ仕事の進め方や文化の違いでぶつかることもありますけど、根っこの部分では同じ方向を向いていられる。その人達が一緒に戦ってくれるというなら、私は」




　この会社の未来を桜坂さん達に託します。




　あまりにも、あまりにも重い発言だった。

　就活時代からずっと関かかわり育て上げてきた企業、兄と一緒に作った組そ織しき。その命運を他者に預けるというのだ。一体どれほどの覚悟が必要だっただろう。だがリシーの表情に揺らぎはない。彼女は決然と前を向き続けていた。

「あのぉ」

　ともう一本手が上がる。明るい髪色のミュージシャンっぽい男性。茶髪さんだ。周囲の注目が集まったことにはにかみつつ微笑ほほえむ。

「自分も一いつ緒しよに頑張りたいかなぁと。Ｌマートの件で色々手て伝つだってもらいましたし、ああいうこと初めてだったんで、嬉うれしくて」

「おいおい」と唸うなったのはヤナガワだった。

「その理屈じゃ、俺おれもＢ建けん機きの案件、手伝ってもらってるじゃないかよ。あれで全部チャラってか。ったく」

　毒づきながらも手を上げる。続いて四人、五人、六人。

　気づけば全すべての社員が挙手していた。全員決意に満ちた面おも持もちとなっている。

「それで……私達は何をすればいいんですか？」

　リシーが訊たずねる。

　室むろ見みと目を交わし首肯した。背筋を伸ばし話し出す。

「僕らのプランはこうです」

　語るにつれ、ＤＶ社員達の目が見開かれていく。方々から喘あえぐような声が漏れた。

「……そんなことができるんですか」

「できます。というかこれ以外に方法はありません」

　ＤＶ社を救い、リシー達の居場所を守り、スルガシステムの売り上げも確かく保ほする。自分達に残された唯一の突破口。

　室見が一歩前に進み出た。

「もし全てがうまくいったら皆さんの業務量は何割か上がるでしょう。ですがそれが残業時間に跳ね返らないよう精一杯協力はさせてもらうつもりです。テンプレートコンフィグや検証結果、推奨ファームバージョンの提供など」

　あと技術的な相そう談だんにはいつでものりますし。

　生き真ま面じ目めな口く調ちようで言うとヤナガワが苦笑した。「至れり尽くせりだなぁ」と天てん井じようを仰あおぐ。ややあって丸い頭が下がった。顔から一切の反発心を消し告げてくる。

「会社のこと、どうぞよろしくお願ねがいいたします」

　言われるまでもない。

　応おう諾だくして朝礼を終える。もはや後こう顧この憂うれいはなかった。




　市いちヶが谷や、靖やす国くに通どおり沿い。

　日にち大だい本ほん部ぶを斜はす向むかいに臨のぞむオフィスビルがアルテリカの本社だった。エントランス脇わきに見み慣なれた緑みどり色いろのロゴが確認できる。地下鉄駅から出て一息、スマホの時と計けいを確認していると室見が呆あきれ顔がおで告げてきた。

「あんた……それ、変よ」

「え、そうですか」

　伊だ達て眼鏡めがねにマスク、七三分けの髪型。なるべく不ふ審しん人物にならないよう心がけてきたのだが。

「一応つけひげとかサングラスとか、極端に不自然なものは外してきたんですけど」

「まだかなり不自然よ……どっちか外したら？　どうせ一回しか顔合わせてないんでしょ。バレないわよ」

「まぁ大丈夫だとは思いますけど、念には念を入れときたいかなと。逃げられたら元も子もないですし」

「確たしかにね」

　うなずきつつ携帯をチェックする。「そろそろ時間か」とつぶやく。

「行く？」

「行きましょう」

　臨りん戦せん態勢。威い儀ぎを正しエントランスに乗りこむ。受付につくと室むろ見みが営業スマイルを浮かべた。

「Ｒソフト社の室見です。本日、アルテリカ人事パッケージのデモにうかがったんですが」

　受付の女性は手元を確かく認にん、「承うけたまわっております」と答えた。

「すぐに担当者が参りますのでお待ちいただけますか。二名様でよろしいですね？」

「はい」とうなずき入にゆう館かん証しようを受け取る。まずは第一関門突破、受付係は自分達のことをまったく疑っていない様よう子すだった。

　当たり前だ。自分達は普通にアルテリカのホームページからデモを申しこんだ。室見の名前を入力しコールバック番号も実在のもの──ＳＥ部の外がい線せんを申告してある。フェイクは社名だけだ。よほど疑り深い相手でない限り気づかれるはずがなかった。

　そしてここまで回りくどいことをしてアルテリカを訪問した理由。

「お待たせしました、本日はわざわざご来社いただきありがとうございます」

　背広姿の白人男性が歩み寄ってきた。艶つややかな栗くり色いろの髪と顎あごひげ、緑みどり色いろの目が柔にゆう和わに細められている。

「クラウス・アカサカです。初めまして」

　気づかれないよう室見と目配せする。情報通りだった。ヤナガワのＳＮＳ経由でアルテリカ人事パッケージのデモ担当はクラウスとつかんでいる。場所はアルテリカのデモルーム、一時間ほぼ密室状態、余計な邪じや魔まを避けるには格好のシチュエーションだった。

　だが室見はともかく、自分は面が割れている。顔を合わせた瞬しゆん間かん逃げられてはどうしようもない。悩んだ挙げ句変装してみたわけだが。

「どうぞこちらに」

　気づかれた様よう子すはなかった。

　廊下を歩きながらクラウスは陽気に話しかけてくる。弊へい社しやソフトはどこでお知りになりましたか？　御おん社しやオフィスの場所は？　水すい道どう橋ばし、なるほどお近くですねぇ。

　ガチャリと扉が開く。

　通されたのは八席程度の小規模なミーティングスペースだった。プロジェクタとノートＰＣが既に準備されている。

「おかけになってください。荷物は横の椅い子すにでも」

　クラウスが奥の席に向かう。もういいか、眼鏡めがねとマスクを取り机に置いた。

「まずは名刺交換……を」

　こちらを振り向いた瞬しゆん間かん、クラウスの顔が凍りつく。眉まゆ根ねを寄せまじまじと見つめてきた。

「あ、あんたは」

「またお会いしましたね、クラウスさん。ネットＥＸＰＯの時はどうも」

　冷えた口く調ちようでつぶやく。

　刹せつ那なクラウスは形ぎよう相そうを変えた。口角を歪ゆがめ退室しようとする。だが出口にはこちらの方が近い。大おお股またで移動し退路を遮さえぎる。クラウスは軋きしるような声を上げた。

「なんのつもりだ、こんな騙だまし討うちみたいなことをして」

「普通にアポを取ろうとしても断られそうだったので」

　視し線せんを合わせる。緑みどり色いろの目が落ち着きなく瞬またたいた。

「人を呼ぶぞ」

「構いませんが、あなたも騒さわぎは避けたいんじゃないですか。特にこないだのネットＥＸＰＯでは大分悪目立ちしたわけですし」

「………」

「ご心配なく。ちょっと報告に来ただけですよ。用がすめばすぐ帰ります」

　少し声を和やわらげると低い唸うなりが返ってきた。足音荒く引き返しオフィスチェアに腰かける。

「リシーの差し金か」

　剣けん吞のんな口く調ちよう。静かに首を振り否定してみせた。

「彼女は関係ありません。あくまで会社対会社の話ですよ。ＤＶ創業者のあなたに一つ伝えておくことがありまして」

「なんだ」

「スルガシステムは来月をもってＤＶ社を会社精算します」

　………。

「は？」

　ぽかんとした様よう子すで聞き返される。少しして、整ととのった口元が痙けい攣れん気味に震ふるえた。

「は、はは、なんだそれ。あんた自分で言ったこと覚えてないのか。ＤＶ社は沈みかけの船なんかじゃない。売り上げも利益も改善して誰だれもが認める優ゆう良りよう企業になる、そう啖たん呵かを切っていただろう。なのになんだ？　潰つぶす。たった一ヶ月やそこらで？　呆あきれたな」

「ええ、まったくお恥ずかしい限りです」

　努めて無念そうに首を振る。溜ため息いきを一つ。

「ＤＶ社のお客様にもご迷惑をおかけしてしまいます。何せ会社自体なくなってしまいますから、現行のサポート契約の維持は困こん難なんでしょう。サービス打ち切りということで謝しや罪ざいせざるをえませんね」

「打ち切り？」

「契約書にありましたよねぇ、第二十六条第三項『甲または乙は、以下に該当する事由が生じた際、本契約の全部又は一部を解除できる。破産・和わ議ぎ・会社更生手続きの開始などで役務の継続が不可能になった場合』」

　両手を広げ微笑ほほえみかける。

「ノーペナルティ解約です」

「………」

「どうしました？　顔色が悪いですが」

「いや……」

「御おん社しやソフトの顧こ客きやくにそんな不義理をしてもらっては困る、少なくとも一年はもつと思っていた。そんなところですか」

　………！

　ぎょっとした様よう子すで顔を上げる。哀れなくらい分かりやすい反応だった。

「ご心配なく」と口元の笑えみを大きくしてみせる。

「我々もＳＩｅｒです。急なサービス打ち切りがどれだけお客様を困らせるか分かっています。なので代だい替たい手段を用意しました」

「代替……手段？」

「ええ」

　深呼吸を一回。

「弊へい社しやスルガシステムで既存顧客のサポートを巻き取ります。ただ、なかなか採算性の厳きびしい案件が多いですから、そのあたりは新規に契約を作って補ほ塡てんしようかなと考えています」

「し、新規の契約だと」

「人事パッケージを弊社の協業ベンダー、Ｃ社のものに乗り換えていただきます」

「なっ！」

　馬ば鹿かなというつぶやき声が漏れる。クラウスは大きくかぶりを振った。

「そ、そんなことが許されるわけないだろう。というか不可能だ。バックオフィスの仕組みを右から左に入れ替えるとか」

「Ｃ社さんはできると仰おつしやってますよ。というか初期の移行費用くらい負担してもいいと」

　クラウスの顔色は白を通り越し蒼そう白はくになっていた。こちらの申し出がどの程度すさまじい爆ばく弾だんか気づいたのだろう。絶句して固まっている。

　三日前、貝かい塚づかとの面めん談だん後、採用担当と話をした。人事総務系のプロならアルテリカの競きよう合ごうパッケージを知っているだろう。そう思って訊たずねると期待通りいくつかベンダーを紹介してくれた。

『インフラ周りを全部スルガシステムでサポートする？　月げつ額がく十数万で？　そりゃソフト会社にとったら願ねがってもないだろうね。おまけに二十数社の新顧客が一度に入ってくるとなれば、まぁ大概の便べん宜ぎは図ってくれるだろうさ。もうちょっと条件ふっかけてもいいんじゃない？　商流をソフト会社フロントにして、大目のマージン回してもらうとか』

　採用担当は意外なほど乗り気になり仲介の労を執ってくれた。いくつか横並びで条件を比較し、もっともよいスキームの会社と提携交渉、本日に至る。営業的にも技術的にもまったく隙すきのない提案だった。

　反面アルテリカにとっては信じられない打だ撃げきだ。安定顧客と見こんでいた取引先が一気に消滅する。保守売り上げがなくなる。一体何が起きたのかと狼ろう狽ばいするだろう。そしてその時非ひ難なんの矢や面おもてに立たされるのはＤＶ売却の責任者。今回の事態を招いた元げん凶きよう。

　クラウス──アカサカ。

「ま、まずい。それは困る」

　やっと絞り出した言葉は震ふるえていた。あたかも会話を覚えたての幼児のように「困る、困る」と繰くり返す。

「何が困るんですか？　あなたは仰おつしやいましたよね。ネットＥＸＰＯの会場で、ＤＶは屑くず会社だ。どうあったって利益なんか生まない、潰つぶれるだけだと。その通りになったんじゃないですか。今更困るとか理屈に合わないでしょう」

　それとも。

　口く調ちようを厳きびしくした。

「仲間が路頭に迷おうと取引先が大損しようと、自分だけは無傷でいられると思っていたんですか」

「っ！」

　クラウスはのけぞるように身じろぎした。苦しげな呼吸を数回、視し線せんを逸そらし喘あえぐ。

「何が望みだ」

「はい？」

「とぼけるな、何か交渉に来たんだろう？　どうすればＣ社への乗り換えを諦あきらめてもらえる。僕にどうしてほしいんだ」

「どうするも何も」

　わざとらしく肩をすくめた。

「言ったでしょう。僕は報告に来たんです。交渉じゃありません。あなたに求めることなんて何もないですよ」

「………」

「だいたい考えてみてください。赤字企業は潰つぶすほかない、ＤＶ社の案件はそのままじゃ引き取れない、であれば別の手段で補ほ塡てんするしかないでしょう。パッケージ乗り換えを取り下げる？　僕らに飢うえ死じにしろと言ってるんですか」

　返事はない。目の前の男性は固く拳こぶしを握りしめている。

「ではこのへんで」

　立ち上がりかけた瞬しゆん間かん、追いすがられた。先程とは逆にクラウスが扉への道をふさぐ。

「待て！　待ってくれ！」

　必死の形ぎよう相そう。セットされた髪が無惨に乱れていた。

「頼む、考え直してくれ。ＤＶ社の全ぜん顧こ客きやくにパッケージを乗り換えられたら僕はおしまいだ。間違いなく今の経営陣に切られる。下へ手たをすれば損害賠ばい償しようまで求められかねない。そうなったら困る、困るんだ」

　この期ごに及んでまだ自分のことか。

　吐き捨てそうになる衝しよう動どうを辛かろうじて押さえつける。破滅しろ、お前の境遇など知ったことか、そう罵ののしるのはたやすい。だが今日きようここを訪れたのは鬱うつ憤ぷん晴ばらしのためではない。ただシンプルにビジネスのためだった。

「ではこうしましょう。ＤＶ社からアルテリカに引き継いだ案件がいくつかありますよね。あれを返してもらえますか」

「返す？」

　室むろ見みにアイコンタクトする。彼女は鞄かばんからＡ４のプリントを一枚取り出した。机の上を滑らせ突きつける。

「Ｄ不ふ動どう産さん、月げつ額がく五十万。Ｈ物ぶつ流りゆう、月額七十四万、Ａホテル、月額四十三万。一いつ旦たんこの辺りね。もっと欲しいところだけど、こっちのマンパワーにも限りがあるから」

「馬ば鹿かなっ！」

　悲鳴のような声が返ってきた。クラウスは顔中の筋肉を引きつらせた。

「どれもドル箱案件ばかりじゃないか。年間で二千万近い売りだぞ。簡かん単たんに手放せるわけないだろう！」

「無理だと？」

「当たり前だ！　それこそ上層部を説得できない」

　むずがるクラウスにぐっと詰め寄る。商しよう談だん用ようの仮面を破り捨て睨にらみつけた。

「勘違いするなよ、これは交渉じゃない。ただの通告だ」

「………」

「全部失うのがいいか、一部だけ失うかの違いだ。一切の条件づけも譲じよう歩ほもありえない。あんたに言える台詞せりふはただ二つ、イエスあるいはノーだけだ。それともご実家の言葉で言った方がいいか？　Ja（はい）oder（あるいは）Nein（いいえ）と」

　息を吞のむ音が響ひびいた。白い顔から激げき情じようが抜け落ちていく。

　代わりに浮かんだのはなんとも言えない苦しげな表情だった。沈ちん黙もく、煩はん悶もん、喘あえぎ。凄すさまじい葛かつ藤とうが男の中で繰くり広げられている。だがどれだけ悩んだところで結けつ論ろんは同じだ。

　ややあって顔の強こわばりがとけた。緑みどり色いろの瞳ひとみから力が消えていく。

「……分かった」

　ようやく絞り出した声はか細かった。長身の伊だ達て男おとこは見るも哀れにうなだれている。全身から敗北のオーラがにじみ出ていた。

　室むろ見みが背中を叩たたいてくる。

　控えめなサムズアップが脇わき腹ばらに突きつけられていた。
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「買い出し行ってきまーす」

　定時後のオフィスに幼い声が響ひびいた。パーティション向こうに見える背中は室むろ見みのものだ。片手にミュウミュウの長財布を持っている。駅前のファミマにでも行くつもりか。慌てて手を上げ立ち上がった。

「あ、僕も行きます」

　コートを取り上げあとに続く。考えてみれば今日きようは朝から何も食べていない。外出や打ち合わせが続いていたからだが、そろそろ栄養補給したかった。

「奢おごらないわよ」

　睨にらみつけてくる室見に「たかりませんよ」と返す。エレベーターで一階に下りると丁ちよう度どヤナガワと茶髪さん、それにリシーが歩いてくるところだった。

「お疲れっす」

「お疲れ様です」

　紙袋にＰＣや資料が入っている。作業帰りなのか三人とも大分リラックスした様よう子すだった。

「機き器き設置ですか」と訊たずねる。茶髪さんはうなずいた。

「Ａホテルさんの依頼で。事前に要件固まっていたからかなり楽でしたよ」

「よく言うぜ、お前現地でコマンド一つミスってきょどってただろ」

　ヤナガワの指摘に茶髪さんが目を丸くする。

「あれ？　気づかれてました」

「当たり前だろ。客も苦笑いしてたよ」

　あちゃーとコミカルな仕し草ぐさで額ひたいを押える。笑いが上がった。相変わらずこの人は憎めない。

「っつーわけで今から反省会なんで、失礼します」

「失礼しまーす」

「はい、頑張ってくださいね」

　入れ違いにエレベーターへ入っていく。

　一人ひとり、リシーだけが後ろ髪を引かれたように立ち止まった。銀髪を揺らし振り返る。

「桜さくら坂ざかさん」

「……はい？」

　そういえば最近、面と向かって話していなかったように思う。お互い忙しかったからだが、ついついメールや内ない線せん中心でのやりとりとなっていた。久しぶりに真正面から見つめられどきりとなる。彼女は相そう好ごうを緩ゆるめた。

「Danke Sehr」

　囁ささやくような発音で言われた。「え」と思った時にはもう扉が閉まっている。ダンケ・ゼーア……ええっと、ありがとうという意味だっけか。

　ぼうっとしていると不意に脇わきを小突かれた。

「何よ、デレデレして。いやらしい」

「い、いやらしくはないでしょう。ちょっと感慨にふけってただけですよ。こんな風に普通に話せるようになってよかったなぁと」

「いいわよ、いいわよ、誤ご魔ま化かさなくて。二人ふたりで勝手に盛り上がってればいいじゃない。わざわざ秘密の符丁とか決めちゃったりして」

「符丁？」

「ダンチ・ヅーマとか」

　ダンケ・ゼーアな。

　なんで勤務時間中に団地妻だよ。予想外すぎる。

「ドイツ語ですよ。Danke Sehr、ありがとうって意味です。リシーさんの父親、オーストリア人って説明しましたよね？」

「そうだったかしら」

「そうです」

「オーストリアにも団地妻とかいるの？」

「知りません。ていうか団地妻から離はなれてください」

　責めるように言うと室むろ見みは肩をすくめた。小首を傾かしげ、ＤＶ社員の消えた方を顧かえりみる。

「……まぁ、確たしかに諸もろ々もろいい感じよね。先方の仕事もうまく回っている様よう子すだし」

「結果オーライってやつですかね」

　実際ＤＶ社の業ぎよう績せきは良好だった。

　クラウスとの直じか談だん判ぱんから半月、基幹顧こ客きやくを取り戻した彼らは着実に利益を積つみ重ねていっている。まだ問題契約は存在するものの一年二年と事業を続けていけばいずれそれらも整せい理りされていくだろう。少なくとも今日きよう明あ日すに破は綻たん宣告される心配はなくなっていた。

「色々綱つな渡わたりではありましたけど」

　今でも背筋が冷たくなる。

　あのタイミングでクラウスが自分達の提案を蹴けっていたらどうなっていたか。

　Ｃソフトとのコラボ話はともかく、廃業したＤＶの案件を引き取ることなどまったく社長とネゴれていなかった。つまりはブラフだったのだ。クラウスを交渉に引き出すためのフェイク、撒まき餌え。

「もし交渉に失敗してたら……どうなったかしらね。ＤＶ社は精算、社長は赤字案件の引き取りなんて拒否しただろうし、ということはＣ社へのパッケージ乗り換えも実現しない。つまりあの最低男の大勝利ってところかしら」

「まぁ、その場合はその場合で別の手段を考えてましたけどね」

「別の手段？」

「廃業したＤＶ社の代わりに別名義の会社を立ち上げるんです。社員は現行と同様、業務も今のものを引き継ぐ。ただ一度契約は失効してるからもう少し有利な形で結び直す。たとえば月あたりの問い合わせ回数を制限するとか」

「……客が承しよう諾だくするかしら、そんなの」

「顧こ客きやくシステムを熟じゆく知ちしていてフットワークの軽い業者、そう簡かん単たんには手放せないと思いますけどね。多少条件を厳きびしくしても取り引き継続してくれたんじゃないでしょうか。まぁ大分賭かけの要素も強いですけど」

　室むろ見みはひどく嫌いやな顔をした。

「そうならなくてよかったわ。部門マネージメントだけでもお腹なかいっぱいなのに、この上会社設立とか考えるだけでもぞっとする」

「えー？　意外と面おも白しろそうじゃないですかね」

　冗じよう談だん交じりで言うと脇わき腹ばらを小突かれた。まぁ実際無む茶ちやな話だろう。明後日あさつてはＳＲＧ４６の第二回代理店向け説明会。付帯ＳＩの引き合いは増えているし既存プロジェクトのケアもある。この上経営者の真ま似ね事ごとなど逆立ちしたって無理だ。ゼロから一つの組そ織しきを作る、ビジネスを立ち上げる、楽しそうではあるが。

「……もうすぐ一年ね」

　不意につぶやかれた。

「え？」と顔を向ける。外灯の下、室見は白い息を弾ませていた。

「あんたが入ってきてから」

　ああ。

「言われてみれば……そうですね。今月が終われば社会人二年目、もう新卒じゃなくなるんですね」

　去年の今日きよう、三月一日。果たして自分は何をしていただろうか。ひどく遠い昔のことに思える。運用構築、プリセールス、ＰＭ、ＣＥ、常じよう駐ちゆう。様々な仕事をこなしてきた。経けい験けんの分、成長できたかと言われればまだ心こころ許もとないところではあるが。

「本当に毎度毎度余計なトラブル背負いこんできて、見てるこっちは気が気じゃなかったわ。なんでエンジニアの私が提案や契約、経理の心配までしなくちゃいけないのよ。先週の総務省案件だってあんた一人ひとりじゃどうしようもなかったでしょ」

「言葉もありません……」

「でも、まぁ」

　口く調ちようが和やわらいだ。鳶とび色いろの瞳ひとみが優やさしく微笑ほほえむ。

「悪くなかったわよこの一年、楽しかった」

「……え」

「機き械かいを自在に動かすのも面白いけど、色んな人と協力して仕事をやりとげるのもいいものよね。だから今回のＤＶ社マネージメントも私そんなに抵抗なかったわよ。一年前なら絶対サボタージュしてたところだけど」

「………」

「ねぇ桜さくら坂ざか」

　そのあと彼女は何を言おうとしたのか、結局知る機き会かいはなかった。

　室むろ見みが愕がく然ぜんとした面おも持もちで立ちすくんでいた。桜さくら色いろの唇を開けたまま息をすることさえ忘れ固まっている。

　………？

　一体どうしたというのか。視し線せんを追うと歩道の先に一つのシルエットが確かく認にんできた。

　小柄な女性……いや、少女だった。セーラー服の上に濃のう紺こんのダッフルコートを羽は織おっている。黒一色のおかっぱ髪、化粧気のない顔、自然なアーチを描く眉まゆ、どこにでもいる素朴な女子高生だ。だが彼女もまた驚きよう愕がくに目を見開いている。

　細い指がスクールバッグの肩かた紐ひもを握った。

　少女は室見に視線を据えたまま。

　喘あえぐような口く調ちようで。

　静かに──訊たずねた。




「七なな隈くまさん？」







　あとがき




　もったいないは日本の美徳と言いますが、なるほど、確たしかにまだ使えるものを捨てるのは無む駄だでしょう。少々の疵きずは我慢し使用する、壊れたら初めて新しいものに交換する。個人レベル・日常生活では十分納得できる意見です。

　でも同じ話をインフラに当てはめたらどうでしょう？　道路、橋きよう梁りよう、トンネル、鉄道。「まだ使えそうだから」「もったいない」なんて言っている内に老朽化起因の事故が起きたら。

　ええ、間違いなく大惨事ですよね。取り返しがつきません。だからこそ事業者は耐用期限前にインフラを更新しようとします。場合によっては定期的な改修・メンテを繰り返したりもします。

　情報システムだって同じです。サーバもネットワーク機き器きも工業機械ですからいつかは必ず壊れます。そして止まっては困る以上、定期的なスパンで予防交換していくべきです。

　ですが正常動作中の機械を更新するのはなかなか顧客・上司の理解を得られないものです。むしろ「余計なアップグレードで儲もうけるつもりか」と勘ぐられる始末。予算の説明資料を作っている内にメーカーサポートは終了し保守在庫は払底、そういう時に限って図ったように機械がダウンしたりします。

「何をやってるんだ！　業務が止まらないようあらかじめ手を打っておかなかったのか！」

　って、だから散々言ってたでしょうに。

　太平洋戦争末期、日本軍の航空機がどこも故障頻ひん発ぱつに喘あえぐ中、本土の飛行第４７戦隊だけは８７％の高稼働率を誇ったといいます。秘ひ訣けつは定期的な部品交換とオーバーホール。あまり人口に膾かい炙しやしていないエピソードですが元エンジニアとして真しん摯しに受け止めるべき教訓かと思います。

　まぁあれです。「もったいない」もケースバイケースということで。必要なお金は使っていかないと予想外のしっぺ返しを食らいますよ？　という話。

　ちなみに執筆用ＰＣがそろそろ保証期間切れなんですが、やっぱり壊れる前に買い換えるべきですよね。エンジニアマインド的に、予防交換的に。ええ（預金通帳の残高を見ながら、震ふるえ声ごえで）




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一三年十月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。長らく東芝製ＰＣを使い続けていたもののＮＥＣの新ウルトラブックが重量７００グラム台と聞き浮気寸前。SS RX1の衝撃よもう一度！
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Ｉｘｙイクシー

スケジュール管理下手くそで毎回痛い目見てるのですが、１個のことやってると他のにまるで手が付けられないのをなんとかしたい２０１３。もう今年も終わりかけですけど。
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